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っ
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。
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。



到
義

《
電
線
類
地
中
化
に
つ
ぃ
て

電
線
類
地
中
化
の
概
要

-
ー
･第
二
期
地
中
化
計
画
の
前
倒
し
-
ー
･

建
設
省
道
路
局
国
道
第
一課
共
同
溝
係
長

中
村

浩
一

は
じ
め
に

我
が
国
に
お
け
る
電
線
類
の
地
中
化
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
で
あ
る
が
、

そ
の
整
備
効
果
は
大
き
く
、
か
つ
身
近
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
方
面
で
地
中
化
を
求
め
る
声
が
強
く
上

が
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
近
年
、
我
が
国
の
経
済
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
の
影
響
も
あ
り
低
迷
を
続
け
て
い
る
状
況
に
あ
る

た
め
、
平
成
五
年
四
月
の
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、

民
間
投
資
を
誘
発
で
き
る
地
中
化
等
景
気
浮
揚
効
果

の
高
い
事
業
の
積
極
的
推
進
が
要
請
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
関
係
省
庁
･
関

係
事
業
者
等
か
ら
な
る

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討

会
議
｣
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
地
中
化
事
業
推

進
の
た
め
、
現
在
の
第
二
期
地
中
化
計
画
の
大
幅
な

前
倒
し
実
施
に
つ
い
て
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
、
電
線
類
地
中
化
の
経
緯
と
今
回
の
地
中
化
計

画
の
前
倒
し
方
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

電
線
類
地
中
化
の
背
景

道
路
は
本
来
、
日
常
生
活
及
び
経
済
活
動
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
普
遍
的
か
つ
基
礎
的
な
交

通
空
間
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
良
好
な
居
住
環
境
空

間
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
都
市
に
お
け
る
防
災
空

間
と
し
て
、
ま
た
、
電
話

･
電
気

･
ガ
ス
･
上
下
水

道
等
都
市
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
公
益
施
設
等
の
収

容
空
間
等
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

(図
1
)
。

　　　　　　　　
⑧防災空間 - - 火災の遮断、災害時の避難、救援物資の輸送等

④環境空間 - - 良好な都市景観の創造等

図 1 道路の機能
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一
般
に
、
こ
れ
ら
の
公
益
施
設
は
、
道
路
の
地
下

に
埋
設
す
る

｢地
下
占
用
｣
の
形
態
を
と
る
場
合
が

多
い
が
、
配
電
線
や
電
話
線
等

(以
下

｢電
線
類
｣

と
い
う
)
は
、
通
常

｢上
空
占
用
｣
つ
ま
り
架
空
線

と
し
て
道
路
の
上
空
を
占
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ

の
支
持
物
で
あ
る
電
柱
は
、
主
に
歩
道
ま
た
は
路
肩

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

架
空
線
に
よ
る
配
線
方
式
は
、
地
中
線
に
よ
る
方

式
に
比
べ
経
済
的
で
あ
り
、
需
要
変
動
に
も
対
応
し

や
す
い
と
い
う
点
で
有
利
で
あ
り
、
戦
後
の
我
が
国

の
急
速
な
経
済
社
会
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
に
お
い
て
、
道
路
上
に
建

て
ら
れ
た
電
柱
は
、
道
路
の
有
効
幅
員
を
狭
め
、
歩

行
者
や
自
転
車
等
の
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
道
路
上
空
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
電
線
類
は
、

沿
道
へ
の
消
防
活
動
に
支
障
を
与
え
て
い
る
場
合
が

あ
る
。

電
線
類
の
地
中
化
を
図
る
こ
と
は
、
こ
の
ほ
か
、

災
害
時
の
安
全
性
、
二
次
災
害
の
発
生
防
止
、
避
難

路
の
確
保
な
ど
都
市
防
災
上
か
ら
も
そ
の
必
要
性
は

非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
良
好
な
都

市
景
観
を
形
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
そ
の
効
果

が
高
い
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る

(表
1
)
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
十
分

に
果
た
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
形
成
す
る

た
め
に
、
地
中
化
は
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
る

が
、
ま
た
、
電
気
･
通
信
事
業
に
お
い
て
も
事
故
率

の
低
下
に
つ
な
が
る
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
通
信
供
給

の
安
全
性
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

表 l 地中化の効果

効 果 項 目 内 容

都

市

防

災

の

向

上

A 火災時の消防活動
の円滑化

消

鰯鋤消
助

解

救

の

･
)
陣

火
う
支

消
伴
難

の
に
避

重
電

、

ル
停
障

オ
旙
椴

ソ靴
蟻

シ
切
備

、
線
設

車
電
災

ご
障
防

就
役
麒

t上
り&

-
-

A
“
A
m

B 大震災時の
被害低減

鰄蹴轡
縦
狭總糯鞠鱗贓灘鋭

浄
浄
浄

C 安定供給の促進
保

減
確

低

の
の
性

害
頓

披
信

備
給

設
供講

粉
盗
園

に
地饑

救
塩
要

≧
而

雪
圧

、高
雷

、
風
糧

台
大･ぐ

11
06

-
-

C
C

D 感電事故の防止
止の

止
事鰹拗

篩醇
元

感
等償

砒
衞
多教

範
災
の鋤

縱
齢
斡舵設建空

道
架
沿

11
n乙

-
-

D
D

E 道路交通の円滑化
消

鰯
行通

ヒ
等

婉
庫

鱗
疵

の
認
疸

書
課
ス

障
識
イ

通
標
車黛轡

で
に
者

等
近
行

点
接
歩

差

の
う

交
識
伴

、
標
に

路
通
置

道
交
設

い

、部

あ
柱
道

狭
電
歩

1
1
リム
QJ

-
-
一

E
E
E

快
適
性
の
向
上

F 都市景観の向上

謙轆
)

感

)

化

放

化
上
中

開

中
向
地

･

地

の
の

望

の
値

で

眺

で
価
区

)

区
務
地

化

地
業
財

中

務
案
化

地

業
商
文

の

業
!

･
全

で

商
プ
設
保
区

、
ッ
施

の
地

地
ア
化
源
住

街
ジ
文
資
居

市

一

･
光

て

的
メ
地
観
し

表
イ
光

･
と

代
区
観
化
主

(
地
(
文
(

"且

n乙

リリ

-

-

-

F

F

F

G 道路空間等の
有効利用 蝋鱈の等設鞠の修等

･

間
識
消

空
標
解

行
諸
の

週

･
)

者
号
約

行
信
制

歩

･
(

、灯
界

間
街
眼

空
(
築

栽
設
建

植
施
の

の
用
で

上
占
側

路
路
地

道
道
宅

1基
リム
QU

-
-
-

G
G
G

H 都市機能の
安定性確保

捻緘
応

の
斑
脉

2
復G漱

ト
鑓G纖

記
事

上
(

一H

今
後
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
道
路

を
占
用
す
る
電
線
類
の
需
要
が
増
大
し
、
電
線
類
に

よ
る
弊
害
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
す
る
こ
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図 2 キャブシステムの設置状況及び断面例

電
線
類
の
地
中
化
方
式
と
し
て
は
、
直
接
埋
設
方

式
及
び
管
路
方
式
が
あ
る
が
、
建
設
省
で
は
、
今
後

の
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
対
応
可
能
な
地
中
化

の
手
段
と
し
て
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
整
備
を
推

と
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

進 の の 式 と

, 地中化“方式“特徴 浅を義震孫霰走覧
　 　 　 　　 　 　 　

キ
ャ
ブ
と
は
、
各
種
ケ
ー
ブ
ル
を
集
約
し
て
限
ら

方 式 長 所 短 所

①直埋方式 ･最も安価な方式である。 ･収容物件の維持管理のたび、
また、 新たな需要のたび掘返
しが生じる。

･収容物件の保守等が困難。

②管路方式 ･皆を余分に敷設しておくこ
とにより、 堀返しは減る。

･規定の土被りをとることに
より、 道路工事等への影響
を与えず、 また、 将来の道
路空間の利用に支障を与え
ない。

･新たなケーブル需要や新規の
引き込みの際、大規模な路面
の堀返しを伴う。

･各者が個々に地中化するケー
スが多く、 不経済である。

⑧供給管共同溝
による方式

･電線のほか、 上下水道、 ガ
ス管を同時に収容すること
により、 道路の堀返しの防
止が図れる。

･最も高価である。
･占用予定者が多く、調整に時
間がかかる。

④キャプ方式 ･堀返しの抑制が図れ、歩道
と一体となっているため、
引き込み等で掘返しがあっ
ても、 その影響は少ない。

･ケーブルの維持管理が容易。
･他工事による影響が少ない。
→安定供給の面で有利

･共同で使用するため、 道路
空間の有効利用、 コストの
軽減が図れる。

･将来の新しい需要に応えら
れる。
･道路構造に与える影響が少
ない。

･複数のケーブルが入溝するた
め、 調整が必要である。

しコ ′日 目
　 　 　 　 　　

.
し

‐線 路 の 、も
て 化 方 地 ≦
キ 社 式 中 入
ャ 会 が 化 7
ブ の あ 方 ム
シ 進 る 式
ス 展 が と
テ に 、 し
ム 対 建 て
に 応 設 は
よ 可 か 、

れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
収
容
す
る
た
め
の
蓋
か
け
式
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
U
字
構
造
物
で
あ
り
、
配
電
線
･
電

話
線
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
等
の

普
及
に
も
配
慮
し
、
同
時
に
こ
れ
ら
に
係
る
施
設
も

収
容
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ブ
を

( ( 主 収 普 話 ン れ
キ 図 會 体 容 及 線 ク た

、ン

セ乏 拝 と 司 に の り ス
フ で 出 し 熊 手, 登 J 岑

　 　 　 　　 　 　　　
　 　 　　 　　　

　
　 　 　 　 　 　 　

(6
“び
言
□
0
凶
Z
象
鶏
o｢対
の
添
付
日
)
と
呼
ん
で
い
る

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
直
接
埋
設
方
式
及
び
管
路

化
方
式
を
キ
ヤ

フゞ
、ン
ス ャ 施 ア 鴦
ブ ブ 設 等 ･
ム を も の 電
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方
式
に
よ
る
地
中
化
と
比
較
し
て
、

①

蓋
掛
け
式
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
収

容
物
件
の
維
持
･
補
修
が
道
路
を
掘
り
返
す
こ

と
な
く
短
期
間
で
容
易
に
行
え
る
。

②

各
種
ケ
ー
ブ
ル
を
集
約
し
て
収
容
す
る
た
め
、

道
路
地
下
空
間
の
有
効
利
用
が
図
れ
る
。

③

将
来
必
要
と
な
る
収
容
空
間
を
先
行
的
に
用

意
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル

需
要
に
容
易
に
対
応
で
き
る
。

な
ど
、
数
多
く
の
長
所
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
有
効

性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る

(表
2
)。

ま
た
、
近
年
、
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
を
確

保
し
、
道
路
利
用
者
の
利
便
性
の
増
進
を
図
る
た
め

の
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
信
頼
性
の
高
い
情
報

伝
達
基
盤
と
す
る
た
め
に
も
そ
の
整
備
推
進
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

電
線
類
地
中
化
の
経
緯

0

第
一
期
地
中
化
計
画

電
線
類
の
地
中
化
は
前
述
の
よ
う
に
多
様
な
整
備

効
果
を
有
し
て
い
る
が
、
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
通
信

供
給
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
安
定
性
を
向
上
す
る
以

外
、
機
能
的
に
は
架
空
線
と
同
等
で
あ
り
、
ま
た
、

架
空
線
に
比
べ
て
一
般
に
一
○
!
二
〇
倍
程
度
の
コ

ス
ト
を
必
要
と
す
る
た
め
、
地
中
化
は
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
状
況
に
あ
っ
た

(図
3
)
。

こ
の
た
め
、
昭
和
五
九
年
六
月
建
設
大
臣
の
諮
問

機
関

｢
ロ
ー
ド
ス
ベ
ー
ス
懇
談
会
｣
に
お
い
て
地
中

化
の
促
進
に
関
す
る
提
言
が
あ
り
、
続
い
て
同
年
一

〇
月
に
は
、
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
配
電
線
の
地
中

化
問
題
に
つ
い
て
、
建
設
･
通
産
両
省
間
で
基
本
認

識
の
一
致
を
見
る
に
至
り
、
道
路
管
理
者
･
電
線
管

理
者
が
一
体
と
な
っ
た
地
中
化
推
進
の
第
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
昭
和
六
〇
年
四
月
に
は
、
電
線
類
の
地

中
化
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
五
八
年

度
か
ら
全
国
の
一
般
国
道
五
箇
所
に
お
い
て
試
験
的

に
実
施
し
て
き
た
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
問
題

の
ほ
か
、
地
中
化
地
域
の
範
囲
の
考
え
方
、
費
用
負

担
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
道
路
局
長
の

諮
問
機
関
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、
関
係
省
庁
及
び

関
係
事
業
者
等
か
ら
な
る

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究

道行セ 93,6
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象
と
し
て
き
た
大
都
市
の
中
心
部
以
外
の
地
域
に
も

地
中
化
対
象
地
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
地
中
化

延
長
も
積
極
的
に
増
加
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
電
線
類
の
地
中
化
は
、
そ
の
整
備
に
多
大

な
費
用
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
の
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年
一
月

に
、
関
係
五
省
庁

(建
設
省
、
通
産
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
、
郵
政
省
、
自
治
省
、
警
察
庁
)
･
関
係
事

業
者
等
か
ら
な
る

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会

議
｣
を
設
置
し
、
地
中
化
に
関
す
る
課
題
の
解
決
を

表3 電線類地中化計画の概要

項 目 第一期地中化計画 (S61 ~ H2) 第二期地中化計画 (H3 ~ H7)

規 模 ･ 5 年間でL oookm
(当初計画では10年間で1

,
oook m

･ 5 年間でl
,
oookm程度を目標

･
反

路

麗

道

が

援

勃

物

効

心

件
建

中

要
階
所

市

的
5

箇

都

体

~
る

大

具
3

い

①

※ に
り

地

等

よ

に

業
初

特

事
当

で

路

理
際

城

適
所
整
の

地

要

“淌
画
用

の

主
励
区
占
所
外

の
美

、
略

箇

以

部
化
発
道
き
②

心
中
開

、
べ
は

中
地
再
て
す
Y

市
的
地
せ
化
命

都
行
街
わ
中
許

大
先
市
合
地
ト

①
②

⑧

域
饉

桝

地
市

域

口

等

の
都

地
関

区

下
方

務
玄

地

以
地

業
の

域
成
域

い
る

業
街

地
形
地

高
す

商
等

発

･
辺

の
資

な

辺

開
存
周

性

に

模
周
域
ン
保
設

要
化

規
の
地
ウ
土
施

必
性

大
駅
る
夕
風
光

の
活
路
的
な
す

一
約
説

化
域
道
鮫
要
と

ュ
史
際

中
地
要
比
主
心
二
歴

国

物
約

地

繃
操

挑

型
ル
式

施

字
プ
方

実

U

一
化

で

式
ケ
中

独

け
種
地
式
単

掛
各
る
方
が

式
蓋

、
す
化
者

方
に
し
容
中
理
式

ブ
部
置
収
地
管
方

ャ
道
設
に
独
線
化

キ
歩
を
的
単
電
中

①

②
る

纖議
路

式

式
管

方

力

が

式

化

烙
体
式

方
じ
中
じ
富
治
方

ブ
同
地
同
体
目
化

ャ
に
独

に
冶
方

中

キ
左
単
左
目
地
地

①

②

⑧

目

模

靴
象
域

項

親

地
対
地

図
る
と
と
も
に
、
地
中
化
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の

検
討
を
進
め
た
結
果
、
平
成
四
年
一
月
に
電
線
類
地

中
化
に
関
す
る
新
た
な
基
本
方
針
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
新
た
な
基
本
方
針
に
は
、
平
成
七
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
一
、
○
○
○
師
程
度
の
地
中
化
を
目
標

と
す
る
こ
と
、
地
中
化
地
域
の
範
囲
及
び
費
用
負
担

の
方
法
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
前
計
画
と
比
較

す
る
と
、
以
下
の
三
つ
の
点
で
特
色
が
あ
る

(表

3
)
0①

委
員
会
報
告
は
一
〇
年
間
で
一
、
○
○
○
如

牝
式

地
方

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
た
が
、
今
回
の
計
画

は
経
済
的
な
要
因
が
な
く
て
も
、
五
年
間
で
一
、

0
0
0
如
の
地
中
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

②

地
域
の
地
中
･化
を
求
め
る
声
に
対
応
す
べ
く
、

対
象
地
域
を
大
幅
に
拡
大
し
た
こ
と
。

③

電
線
類
地
中
化
に
対
す
る
自
治
体
の
意
欲
を

考
慮
す
る
と
と
も
に
電
線
管
理
者
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
自
治
体
管
路
方
式
と
い
う

新
た
な
地
中
化
方
式
を
創
設
す
る
等
、
費
用
負

担
の
改
正
を
行
っ
た
。

総
合
経
済
対
策
に
よ
る

地
中
化
計
…画
の
前
倒
し

第
二
期
地
中
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
の

｢電
線
類
地
中
化
協
議
会

(全
国
一
○
ブ

ロ
ッ
ク
に
設
置
)｣
に
お
い
て
関
係
者
間
で
調
整
を

行
っ
た
結
果
、
地
中
化
箇
所
、
地
中
化
延
長
及
び
地

中
化
方
式
等
を
定
め
た
五
年
間
の
基
本
構
想
を
策
定

し
、
こ
れ
に
基
づ
き
平
成
三
年
度
及
び
平
成
四
年
度

の
二
年
間
で
約
二
九
〇
如
の
地
中
化
を
実
施
し
て
き

た

(表
4
)。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
期
地
中
化
計
画
の
半
ば
で

あ
る
平
成
五
年
四
月
、
景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
民

間
事
業
の
投
資
も
誘
発
で
き
る
地
中
化
事
業
の
推
進

等
が
盛
り
込
ま
れ
た

｢総
合
経
済
対
策

(経
済
対
策

閣
僚
会
議
と

が
定
め
ら
れ

(表
5
)
、
こ
の
閣
議
了

道行セ 93.6 !!



表 4 第二期電線類地中化の計画及び実績 (単位 :kの

キャブシステム 自治体管路 単独地中化 要請者負担 合 計

画
績
残

実
隆

言
度
婦

年
年
助

4
因

、
年
!

332
110
222

238
7

231

276
脚
146

154
43

111

職
即

総合的な経済対策の推進について (抜粋)

平成5年4月 1 3日

経済対策閣僚会議

解
を
受
け
て
、
関
係
省
庁
･
関
係
事
業
者
等
で
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
同
年
四
月
一
四
日
の

｢電
線
類
地

中
化
推
進
検
討
会
議
｣
に
お
い
て
、地
中
化
を
大
幅
に

前
倒
し
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
た
。

①

第
二
期
地
中
化
計
画
を
概
ね
一
年
間
前
倒
し

す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
期
地
中
化
計
画
に
つ

い
て
は
、
平
成
六
年
度
ま
で
の
四
年
間
で
｢

0
0
0
如
の
地
中
化
を
実
施
す
る
。

②

そ
の
た
め
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
四
五

〇
如
、
平
成
六
年
度
に
は
二
六
〇
如
の
地
中
化

を
実
施
す
る
。

③

な
お
、
今
回
の
追
加
投
資
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
四
年
一
月
の
電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会

議
報
告
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
は
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て

約
六
三
二
億
円

(う
ち
平
成
五
年
度
補
正
予
算
分
約

三
六
六
億
円
)
の
事
業
費
に
よ
り
約

一
四
五
蹴
の

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

電
線
類
地
中
化
の
課
題

電
線
類
の
地
中
化
は
大
都
市
部
の
主
要
道
路
を
は

じ
め
、
近
年
に
お
い
て
は
地
方
都
市
に
も
普
及
し
て

き
て
お
り
、
平
成
四
年
度
末
ま
で
に
二
○
○
を
越
え

る
都
市
に
お
い
て
地
中
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
そ
の
需
要
は
大
き
く
延
び
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
省
と
し
て
は
平
成

七
年
度
以
降
も
電
線
類
の
地
中
化
を
よ
り
一
層
発
展

さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、
事
業
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
の
課
題
も
ま
た
幾
つ
か
存
在
す
る
。

そ
の
一
つ
は
、
地
中
化
に
係
る
費
用
の
問
題
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
地
中
化
は
架
空
線
と
比
較

し
て
多
大
な
費
用
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
電

線
類
の
地
中
化
に
関
し
て
、税
制
優
遇
措
置
、融
資
制

度
等
、様
々
な
支
援
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、依

然
と
し
て
電
線
管
理
者
の
負
担
は
大
き
く
、
今
後
と

も
地
中
化
費
用
の
低
減
、
電
線
管
理
者
の
費
用
負
担

の
軽
減
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
都
市
部
に
お
け
る
歩
道
の
地
下
に
は
、
ガ

ス
･
上
下
水
道
管
な
ど
様
々
な
既
設
占
用
物
件
が
収

Z2 道イテセ 93.6

民間設備投資の促進
(略)

政府関係機関の融資の活用等
民間設備投資を促進するため、日本開発銀行、北海道東北開発公庫等において総額

5 2 00億円の貸付枠の追加等を行うとともに、 … ･ ･電気事業者の行う電線類の
地中化及び光ファイバーの敷設等のための融資制度について拡充する。
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容
さ
れ
て
い
る
。
電
線
類
の
地
中
化
に
あ
た
り
、
こ

れ
ら
事
業
者
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
般
に

お
わ
“り
に

既
設
埋
設
物
件
の
移
設
に
は
多
く
の
時
間
と
コ
ス
ト

電
線
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
電
柱
が
林
立
す
る
我

を
必
要
と
す
る
た
め
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
造
の

が
国
の
道
路
の
雑
然
と
し
た
風
景
は
、
欧
米
の
先
進

縮
小
化
等
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

諸
国
の
都
市
の
整
然
と
し
た
風
景
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
差
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
従
来
か
ら
電
線

類
の
地
中
化
に
対
す
る
要
望
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。

諫畿

･,
藁
雙選

昭
和
盃

年
度
か
ら
本
格
的
に
地
中
化
が
実
施
さ
れ

鱗穣
拷

ゑ

て
い
る
が
、
現
在
で
も
我
が
国
の
地
中
化
率
は
、
全

ぐ詫
榊
灘
翁
,･

,

い

国
平
均
で
四
%
程
度
、
東
京
、
大
阪
･

名
古
屋
と

羸
叢
麓
轆
滋

後

い
っ
た
大
都
市
に
お
い
て
も
一
0
と
四
0
%
程
度
と

バ蝦
鬘述診鬘繊
,

き
き
、*

‘

,辯

い
う
状
況
で
あ
り
、
欧
米
の
先
進
諸
国
に
比
べ
依
然

騨
纖廉
嘴

化

.
捧
讓

群

化
孃
地
域
褒
あ
中
で

薹
廳
き廳
翅
溺

…

燐

高
瀞

価
を
得
て
い
る
と
と
も
に
さ
ら
に
･

近
年
･

◇

脇
経
済
社
会
の
発
展
、
価
値
観
の
多
様
化
等
を
背
景
に

袖
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
･

電

は
線
類
地
中
化
へ
の
社
会
的
要
請
は
一
層
高
ま
っ
て
い

科

る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

、

地

今
後
と
も
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
よ
り
一
層

地
中
化
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
道
路
管

　
　　

　

　
　

　
　
　

　

　　　
　
　
　　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　　
　　

　
　

　
　
　

　
　

　　
　　

　　
　
　
　　
　
　　

　

霊
溢
獸
稔套
漉ゞ
醸

h盗
釀
撚
襲
鬮

鰤

理
者
、
電
線
管
理
者
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
密
接

　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　　
　　
　　

　　

　　　
　
　　　　
　
　

　

　

　
　
　　
　

　
　
　

地

な
連
携
の
も
と
こ
れ
ら
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ

、も
き
機

裁
"
!

讓
ミ
メ
癒
嬢

り
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

饗
濃
彬蝋
鵺納部

“

"!

次
第
で
あ
る
o
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特

集

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て

電
線
類
の
地
中
化
に
伴
う
道
路
占
用
料

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
路
政
課
企
画
指
導
係
長

佐
々
木
正
徳

一

は
じ
め
に

電
線
類
の
地
中
化
は
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間

の
確
保
、
都
市
災
害
の
防
止
、
都
市
景
観
の
向
上
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら

五
箇
年
計
画
(第
一
期
…
昭
和
六
一
年
度
ー
平
成
二

年
度
、
第
二
期
…
平
成
三
年
度
ー
平
成
七
年
度
)
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
地
中

化
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
措
置
の
一
つ
と
し
て
、

道
路
占
用
料
の
軽
減
措
置
を
昭
和
六
三
年
度
か
ら
実

施
し
て
き
た
。

今
回
、
改
め
て
平
成
五
年
度
以
降
に
つ
き
占
用
料

軽
減
措
置
の
延
長
及
び
拡
充
を
行
い
、
電
線
類
地
中

化
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

電
線
類
地
中
化
計
画
制
定
の
経
緯

我
が
国
に
お
け
る
計
画
的
な
電
線
類
の
地
中
化
は
、

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和

六
〇
年
四
月
に
道
路
局
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置

さ
れ
た
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
問
題
、
地
中
化
地
域
の

範
囲
の
考
え
方
、
費
用
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
が
加
え
ら
れ
、
同
年
一
〇
月
に
報
告
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
。

同
報
告
で
は
、｢概
ね
一
〇
年
間
で
一
、
0
0
0
如

程
度
を
目
標
に
地
中
化
す
る
こ
と
｣
と
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
｢総
合
経
済
対
策
｣
(昭
和
六
一
年
四

月
八
日
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
決
定
)
に
よ
り
、
電

線
類
地
中
化
の
大
幅
な
追
加
投
資
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成
二
年
度
ま
で
に
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
地
中
化
計
画

(第
二
期
)
の
制
定
及
び

実
施
の
主
な
経
緯
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

･
｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
し
(第
一
回
)
開

催

(平
成
三
年
一
月
二
八
日
)

(内
容
)
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
の
整
理
、
今
後
の

地
中
化
の
促
進
方
策
を
検
討
し
て
い
く
た

め
、
検
討
会
を
設
置
す
る
。
(構
成
メ
ン

バ
ー
…
建
設
省
、
通
産
省
、
郵
政
省
等
の

関
係
省
庁
及
び
電
力
業
界
、
日
本
電
信
電

話
㈱
。

.
･電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
｣
(第
二
回
)
開

律

催

(平
成
三
年
五
月
三
一
日
)

道

(内
容
)
電
線
類
地
中
化
の
基
本
的
な
考
え
方
と

4

今
後
の
進
め
方
、
整
備
上
の
問
題
点
の
検
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討
。

･
｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
｣
(第
三
回
)
開

催

(平
成
四
年
一
月
一
七
日
)

(内
容
)
電
線
類
の
地
中
化
を
平
成
七
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
、
一
、
0
0
0
蹴
程
度
を
目

標
に
進
め
る
。

･
｢総
合
的
な
経
済
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
｣
(平

成
五
年
四
月
一
三
日
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
)

(内
容
)
景
気
回
復
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
、

同
会
議
に
お
い
て
、
電
線
類
地
中
化
計
画

の
前
倒
し
が
打
ち
出
さ
れ
る
。

･
｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
｣
(第
四
回
)
開

催

(平
成
五
年
四
月
一
四
日
)

(内
容
)
電
線
類
地
中
化
の
一
、
0
0
0
如
達
成

年
次
を
平
成
六
年
度
ま
で
と
す
る
。

三

地
中
化
に
伴
う
占
用
料
の
問
題
点

電
線
類
の
地
中
化
に
要
す
る
工
事
費
は
、
架
空
線

の
工
事
費
と
比
べ
て
割
高
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て

地
中
化
し
た
場
合
の
占
用
料
も
架
空
線
の
場
合
と
比

べ
て
割
高
と
な
る
た
め
、
占
用
者
か
ら
は
地
中
化
す

る
管
路
の
占
用
料
に
つ
い
て
は
軽
減
措
置
を
図
る
よ

う
要
望
が
な
さ
れ
た
。

占
用
料
が
割
高
と
に
な
る
理
由
は
、
次
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
･

①

占
用
料
単
価
は
、
占
用
物
件
の
単
位
当
た
り

の
占
用
面
積
を
基
礎
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

架
空
線
の
場
合
と
地
下
管
路
の
場
合
で
は
占
用

面
積
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
占
用
料
単
価
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
。

②

電
柱
占
用
料
単
価
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

全
国
的
に
み
た
場
合
の
標
準
的
な
架
線
形
態
を

基
礎
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
電
線
類
の

地
中
化
が
主
と
し
て
行
わ
れ
る
市
街
地
等
の
電

線
類
は
標
準
的
な
形
態
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、

標
準
形
態
の
電
線
を
地
中
化
す
る
こ
と
と
し
た

場
合
に
比
べ
、
埋
設
管
路
数
が
多
く
な
る
こ
と
。

③

地
中
化
を
行
う
場
合
、
将
来
需
要
、
補
修
用

の
た
め
予
備
管
路
を
あ
ら
か
じ
め
埋
設
し
て
お

く
こ
と
か
ら
、
電
線
数
を
上
回
る
管
路
数
が
必

要
と
な
る
こ
と
o

四

占
用
料
軽
減
措
置
に

関
す
る
通
達
の
概
要

=

従
来
の
通
達
の
内
容

電
線
類
の
地
中
化
を
促
進
す
る
た
め
の
占
用

制
度
に
お
け
る
支
援
策
と
し
て
、
昭
和
六
三
年

度
以
降
に
埋
設
す
る
地
下
管
路
の
占
用
料
に
つ

い
て
は

｢電
線
類
の
地
中
化
に
伴
う
占
用
料
の

額
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(昭
和
六
三
年
三
月

三
〇
日
、
建
設
省
道
政
発
第
四
三
号
、
建
設
省

道
路
局
長
通
達

(以
下

｢昭
和
六
三
年
通
達
｣
)

に
よ
り
軽
減
措
置
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
理
由
は
、

①

既
設
の
架
空
電
線
を
地
中
化
し
た
場
合
、
占

用
料
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
占
用
者

の
対
応
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
激
変
緩
和
措

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
o

②

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
本
来
電
線

管
理
者
の
社
会
的
責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
道
路
管
理
者
に

お
い
て
も
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、

都
市
災
害
の
防
止
、
都
市
景
観
の
向
上
等
の
観

点
か
ら
地
中
化
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
従
来
か
ら
キ
ャ
ブ
シ

ス
テ
ム
等
の
整
備
の
促
進
、
地
中
化
し
た
場
合

の
優
遇
税
制
の
実
現
等
に
努
め
て
き
て
い
る
が
、

占
用
料
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
電
線
類
の
地
中
化

を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
÷
環
と

し
て
軽
減
措
置
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

の
二
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
｢電
線
類
の
地
中
化
に
伴
う
占
用

料
の
額
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成
四
年
三

月
三
一
日
、
建
設
省
道
政
発
第
三
九
号
、
建
設

省
道
路
局
長
通
達
(以
下
｢平
成
四
年
通
達
｣
と

に
よ
り
、
占
用
料
軽
減
措
置
の
対
象
施
設
を
地

上
機
器
に
拡
大
し
た
。
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特集/ 電線類地中化について

の

占
用
料
軽
減
措
置
の
継
続
及
び
拡
充

　0

前
記
両
通
達
に
よ
る
占
用
料
軽
減
措
置
の
通

。

用
は
、
平
成
五
年
三
月
末
ま
で
に
許
可
し
た
物

o

件
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
、
｢電
線
類

d

の
地
中
化
に
伴
う
占
用
料
の
額
の
取
扱
い
に
つ

い
て
｣
(平
成
五
年
三
月
三
一
日
、
建
設
省
道

o

政
発
第
二
七
号
、
道
路
局
長
通
達

(以
下

｢平

成
五
年
通
達
｣
こ
を
も
っ
て
、
平
成
五
年
四
月

o

以
降
も
従
来
の
占
用
料
軽
減
措
置
を
継
続
す
る

　0

と
と
も
に
、
さ
ら
に
拡
充
を
図
っ
た
。

　0

継
続
及
び
拡
充
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り

o

で
あ
る
。

o

①

昭
和
六
三
年
通
達
及
び
平
成
四
年
通
達
が
平

0

成
五
年
三
月
末
に
失
効
す
る
こ
と
に
伴
い
、
地

o

下
埋
設
管
の
占
用
料
を
政
令
額
で
定
め
る
額
ど

0

お
り
に
徴
収
す
る
こ
と
は
、
電
線
類
の
地
中
化

。

の
継
続
的
推
進
の
障
害
と
な
る
と
判
断
さ
れ
た

o

こ
と
。

琵

②

第
二
期
電
線
類
地
中
化
計
画
ゑ

年
前
倒
し

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
平
成
五
年
度
及
び
平

成
六
年
度
に
占
用
者
の
負
担
が
集
中
す
る
た
め
、

こ
れ
を
緩
和
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

③

占
用
許
可
日
以
降
五
年
間
が
経
過
し
た
物
件

に
つ
い
て
も
軽
減
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
占
用
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
今
後
実
施

さ
れ
る
地
中
化
事
業
に
対
す
る
占
用
者
の
意
欲

が
さ
ら
に
期
待
で
き
る
こ
と
。

政
課
長
通
達
))

回

平
成
五
年
通
達
の
内
容

2

刀口
□

･
一

①

平
成
五
年
四
月
以
降
に
地
中
化
す
る
電
線
類

･
既
設
電
線
類

(地
上
機
器
を
含
む
)
を
撤
去
し
、

地
中
化
す
る
場
合

占
用
料
の
額
は
、
当
分
の
間
、
政
令
で
定

め
る
額
の
三
分
の
一
と
す
る
。

*
昭
和
六
三
年
通
達
及
び
平
成
四
年
通
達

で
は
、
占
用
許
可
日
以
降
五
年
間
に
限
っ

て
い
た
。

･
架
空
線
の
な
い
道
路
に
お
い
て
、
当
初
よ
り

電
線
類

(地
上
機
器
を
含
む
)
を
地
中
化
す
る

場
合

占
用
料
の
額
は
、
当
分
の
間
、
政
令
で
定

め
る
額
の
二
分
の
一
と
す
る
。

*
昭
和
六
三
年
通
達
及
び
平
成
四
年
通
達

で
は
、
占
用
許
可
日
以
降
も五
年
間
に
限
っ

て
い
た
。

な
お
、
架
空
線
の
な
い
道
路
に
お
い
て
、
当

初
よ
り
電
線
類
を
地
中
化
す
る
場
合
の
軽
減
対

象
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る
電
線

類
地
中
化
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
基
本

構
想
に
基
づ
き
地
中
化
す
る
物
件
を
対
象
と
す

る
。
(｢電
線
類
地
中
化
に
伴
う
占
用
料
の
額
の

取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成
五
年
三
月
三
一
日
、

建
設
省
道
政
発
第
二
八
号
、
建
設
省
道
路
局
路

②

昭
和
六
三
年
四
月
か
ら
平
成
五
年
三
月
ま
で

に
地
中
化
し
た
電
線
類

昭
和
六
三
年
四
月
か
ら
平
成
五
年
三
月
ま
で

に
地
中
化
し
た
電
線
類
に
つ
い
て
は
、
占
用
許

可
日
以
降
五
年
に
限
っ
て
政
令
で
定
め
る
額
の

三
分
の
一
又
は
二
分
の
一
と
し
て
い
た
が
、
今

回
の
通
達
に
よ
り
、
五
年
間
を
経
過
し
た
物
件

に
つ
い
て
も
、
当
分
の
間
、
減
額
措
置
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
。

回

通
達
の
比
較

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
達
の
趣
旨
を
比
較
す

る
と
表
-
の
と
お
り
と
な
る
。

五

お
わ
“リ
に

今
回
の
継
続
措
置
は
、
電
線
類
の
地
中
化
を
促
進

す
る
た
め
、
そ
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
地
中
化
が
円
滑
に
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
地
中
化
計
画

(第

三
期
)
の
策
定
に
あ
た
り
、
新
た
な
地
中
化
促
進
の

た
め
の
占
用
料
の
取
扱
い
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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表 1

通 達 軽減の前提条件 軽 減 の 対 象 施 設 軽減対象
期 間

占 用 料
徴 収 額

昭和63年通達

平成4年通達

平成5年通達

既設の架空線を地中化
する場合

①既設の架空線を地中化
する場合

②既設の架空線がない道
路において当初から地
中化する場合

①既設の架空線を地中化
する場合

②既設の架空線がない道
路において当初から地
中化する場合

昭和63年 4月 1日 ~平成 5年 3月3l日
までの間に電線類及びこれらと一体不
可分な物件 (地上機器を除く)を地中
化する場合
平成 4年 4月 1日 ~平成 5年 3月31日
までの間に電線類及びこれらと一体不
可分な物件 (地上機器を含む) を地中
化する場合
平成 4年 4月 1日~ 平成 5年 3月31日
までの間に電線類及びこれらと一体不
可分な物件 (地上機器を含む) を地中
化する場合
平成 5年4月 l日から当分の間、電
線類及びこれらと一体不可分な物件
(地上機器を含む)を地中化する場合

平成 5年 4月 1日から当分の間、 電
線類及びこれらと一体不可分な物件
(地上機器を含む)を地中化する場合

占用許可日
以降5年間
(注)

占用許可日
以降5年間
(注)

占用許可日
以降5年間
(注)

当分の間

当分の間

政令額の
1 / 3

政令額の
1 / 3

政令額の
1 / 2

政令額の
1 / 3

政令額の
1 / 2

(注) 軽減対象措置は、平成5年通達により占用許可日以降5年経過後も継続して適用。
(参考)昭和63年通達及び平成4年通達は、 ｢道路占用関係通達集｣ (平成4年11月、建設省道路局路政課

監修) 429頁 ~ 431頁参照。

建設省道政発第28号
平成 5 年 3 月31日

各地方建設局道路部長
北海道開発局建設部長 あて
沖縄総合事務局開発建設部長

建設省 道路局
路 政 課 長

電線類地中化に伴う占用料の額の取扱いについて

標記については、 平成 5年 3月31日付け建設
省道政発第27号をもって道路局長から通達 (以
下 ｢通達｣ という。) されたところであるが、
その運用については下記のとおり取り扱うこと
とされたい。

1 通達中、記 I. 1 (2 ) に規定する対象物
件は、 各ブロックに設置されている電線類地
中化協議会において策定された基本構想に基
づき、都市の再開発等にあわせて総合的な都
市造りの一環として先行的に地中化を行う地
域において地中化する場合に設置する物件を
いうものであること。

2 上記 1の措置は、平成5年4月 1日以降新
たに占用許可を行う物件を対象として占用料
を軽減するものであり、同年3月31日以前に
占用許可を行った物件については、占用許可
日における道路局長通達 (昭和63年通達又は
平成4年通達) 及び路政課長通達 (｢電線類
の地中化に伴う占用料の額の取扱いについ
て｣ (平成4年3月3l日付け建設省道政発第
39号の2 )) に定める物件を占用料の軽減対
象とするものであること。

建設省道政発第27号
平成 5 年 3 月3 1日

蝋襲撃議長}殿

電線類の地中化に伴う占用料の額の取扱いについて

標記については、 昭和63年 3月30日付け建設省道政発第43号 (以下 ｢昭和
63年通達｣ という。) 及び平成 4 年 3月3l日付け建設省道政発第39号 (以下
｢平成 4年通達｣ という。) をもって通知しているところであるが、 平成 5

年4月 1日以降の占用料の額の取扱いについては、 下記のとおりとするので
その運用に遺憾のないようにされたい。

平成5年以降に電線類の地中化を行う物件の取扱い
1. 対象物件
(1) 平成 5年 4月 1日以降、 道路の上空に設置されている
道路の地下に埋設する場合に、新たに占用許可を受け
及びこれらと一体不可分な物件 (変圧器等の地上機器

(2) 平成 5年 4月 1日以降、 既存の架空線がない道路に
路占用を行う際に当初より地中に設ける電線類及びこ
な物件 (変圧器等の地上機器を含む。)

れている電線類
を受けて設置す

を撤去し、
る電線類

器を含む。)
において、 新たに道

ぴこれらと一体不可分

2, 占用料の額
は) 上記 1(1) に係る占用料については、占用許可日以降、当分の間、政

令で定める額の 3分の 1の額を徴収するものとする。
{幻 上記 1 (2) に係る占用料については、 占用許可日以降、 当分の間、 政

令で定める額の 2分の 1の額を徴収するものとする。

□ 昭和63年 4月1日から平成5年3月3l日までに電線類の地中化に伴う占
用許可を行った物件の取扱い
昭和63年 4月 1日から平成 5年 3月31日までに昭和63年通達及び平成 4年

通達により電線類の地中化に伴う占用許可を行った物件については、前記両
通達記2により、占用許可日以降5年間 (最終日の属する月の末日まで) は
政令で定める額の 3分の 1の額又は 2分の 1の額を徴収することとしている
が、 平成 5年 4月 l日以降で、 占用許可日から5 年間を経過した物件につい
ても当分の間、政令で定める額の3分の 1の額又は2分の 1の額を徴収する
ものとする。



訓

諭

議

線
類
地
中
化
に
つ
い
て

東
京
電
力
の
地
中
化
の
取
り
組
み

塞
宗
電
力
株
式
会
社
配
電
部
地
中
配
電
課
副
長

小
田
切
司
朗

体
と
な
っ
て
い
る
。

1

架
空
配
電
設
備
の
構
成

架
空
配
電
設
備
は
図
1
に
示
す
よ
う
に

①
支
持
物
で
あ
る
電
柱

②
六
、
六
〇
〇
ボ
ル
ト
の
高
圧
電
線

③
高
圧
電
線
を
区
分
す
る
柱
上
開
閉
器

(
ス
イ
ッ

チ
)

④
二
〇
〇
ボ
ル
ト
、
一
〇
〇
ボ
ル
ト
の
低
圧
動
力

電
線
及
び
電
灯
電
線

⑥
高
圧
の
電
気
を
低
圧
に
降
圧
す
る
柱
上
変
圧
器

(
ト
ラ
ン
ス
)

⑥
引
込
線
を
分
岐
さ
せ
る
低
圧
分
岐
箱

⑦
お
客
さ
ま
に
電
気
を
お
届
け
し
て
い
る
引
込
線

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一

配
電
設
備
の
概
要

配
電
設
備
は
電
力
設
備
の
中
で
配
電
用
変
電
所
か

ら
お
客
さ
ま
に
至
る
設
備
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
と
し

て
は

･
設
備
が
非
常
に
多
く
、
面
的
に
施
設
さ
れ
る
こ
と

･
お
客
さ
ま
に
直
結
し
、
街
路
と
も
一
体
と
な
っ
た

設
備
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

配
電
設
備
は
大
別
し
て
架
空
配
電
設
備
と
地
中
配

電
設
備
が
あ
る
が

･
需
要
や
地
域
変
動
へ
の
即
応
性
が
あ
る
こ
と

･
建
設
コ
ス
ト
が
安
い
こ
と

･
事
故
時
に
早
期
復
旧
が
可
能
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
、
従
来
よ
り
架
空
配
電
設
備
が
主

電
柱
は
電
力
設
備
以
外
の
電
話
線
･
C
A
T
V

ケ
ー
ブ
ル
、
街
路
灯
、
信
号
機
な
ど
も
設
置
さ
れ
、

多
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

2

地
中
配
電
設
備
の
構
成

地
中
配
電
設
備
は
図
2
に
示
す
よ
う
に

①
ケ
ー
ブ
ル
を
通
す
ル
ー
ト
で
あ
る
管
路

(パ
イ

プ
)

②
六
、
六
〇
〇
ボ
ル
ト
の
高
圧
ケ
ー
ブ
ル

③
高
圧
電
線
を
区
分
す
る
高
圧
開
閉
箱

(
ス
イ
ッ

チ
)

④
二
〇
〇
ボ
ル
ト
、
一
〇
〇
ボ
ル
ト
の
低
圧
ケ
ー

ブ
ル

⑤
高
圧
の
電
気
を
低
圧
に
降
圧
す
る
変
圧
器

(ト

ラ
ン
ス
)
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高圧線 (三相 3線式6,600V )

低圧動力線

(三相 3線式200V )

低圧電灯線
(単相 3線式10OV / 200V )

＼

＼き 騒 ぎ＼
'

図 1 架空配電設備

/引込ケーブル / ~ ｣ - - - - - -
紐圧ケ‐ブル (破線で示す)

高圧ケーブル (実線で示す)

図 2 地中配電設備
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⑥
引
込
ケ
ー
ブ
ル
を
分
岐
さ
せ
る
低
圧
分
岐
箱

⑦
お
客
さ
ま
に
電
気
を
お
届
け
し
て
い
る
引
込

ケ
ー
ブ
ル

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

機
能
面
か
ら
架
空
設
備
と
比
較
す
る
と
、
電
柱
が

管
路
、
電
線
が
ケ
ー
ブ
ル
、
柱
上
開
閉
器
が
高
圧
開

閉
箱
、
柱
上
変
圧
器
が
変
圧
器
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
対

応
し
て
い
る
。

地
中
化
を
行
う
場
合
、
ケ
ー
ブ
ル
の
埋
設
空
間
や

開
閉
箱
、
変
圧
器
、
分
岐
箱
を
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス

が
路
上
に
必
要
と
な
る
。

二

街
並
の
変
化
と
配
電
設
備

配
電
設
備
は
街
路
と
一
体
と
な
っ
た
設
備
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
図
3
に
示
す
よ
う
に
街
路
の
変
化
と
と

も
に
変
遷
し
て
き
て
い
る
。

昭
和
三
〇
年
代

地
中
設
備
は
変
電
所
か
ら
の
引
出
し
や
、
鉄
道
の

横
断
箇
所
な
ど
、
安
全
面
や
技
術
面
か
ら
架
空
設
備

が
難
し
い
箇
所
に
適
用
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年

代
に
な
る
と
、
神
武
景
気
、
岩
戸
景
気
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
景
気
と
好
況
が
相
次
ぎ
、
電
力
需
要
は
昭
和

三
一
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
全
国
平
均
で
一
五
%

の
伸
び
を
記
録
し
た
。こ
の
結
果
、都
心
部
で
は
ビ
ル

化
が
進
み
、
架
空
線
に
よ
る
供
給
が
技
術
的
に
困
難

①昭和30年代 (変電所引出し、フィーダーの地中化)

②昭和40年代 (高圧自家用の地中化供給)

図 3 街並みの変化と配電設備

特集 / 電線類地中化について
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に
な
っ
た
た
め
、
高
圧
で
受
電
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に

つ
い
て
は
、
地
中
設
備
で
供
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2

昭
和
四
〇
年
代

昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
に
よ

り
販
売
電
力
量
は
年
平
均
一
三
･
五
%
の
高
い
成
長

率
を
示
し
、
大
都
市
中
心
部
で
の
過
密
化
と
周
辺
部

へ
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
進
展
し
た
。
こ
の
結
果
、
昭

和
四
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
銀
座
や
新
宿
な
ど
の
繁
華

街
、
主
要
道
路
等
を
中
心
に
、
概
設
の
架
空
配
電
線

の
地
中
化
に
着
手
し
た
。

3

昭
和
五
〇
年
代

昭
和
五
〇
年
代
中
頃
ま
で
は
、

･
架
空
設
備
の
適
用
が
安
全
面
技
術
面
か
ら
困
難
な

箇
所

･
需
要
密
度
が
高
く
ビ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
超
過
密

地
域

.
主
要
道
路
沿
で
、
社
会
的
要
請
、
都
市
計
画
等
に

よ
り
、
特
に
必
要
の
生
じ
た
箇
所

な
ど
の
地
域
で
地
中
化
を
進
め
て
き
た
。
一
方
、
架

空
配
電
設
備
で
は
、
機
器
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
や
架
空

ケ
ー
ブ
ル
使
用
に
よ
る
電
線
の
一
束
化
に
よ
り
都
市

の
変
化
に
適
応
し
て
き
た
。

五
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
都
市
再
開
発
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
の
整
備
等
、
都
市
整
備
が
活

発
化
し
始
め
た
。

4

第
一
期
地
中
化
計
画

こ
う
し
た
な
か
で
昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
国
レ
ベ

ル
で
地
中
化
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
じ
、

昭
和
六
〇
年
四
月
に
関
係
省
庁
と
電
線
管
理
者
等
に

よ
る

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
｣
が
組
織
さ

れ
た
。
そ
の
な
か
で
地
中
化
の
実
施
範
囲
や
地
中
化

方
式
の
考
え
方
を
と
り
ま
と
め
、
計
画
的
に
地
中
化

を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
政
府
の
内
需
拡
大
経
済
政
策
へ
の
協
力

の
一
環
と
し
て
、
地
中
化
計
画
の
大
幅
な
前
倒
し
と

い
う
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
し
た
結
果
、
当
初
一

○
年
間
で
行
う
予
定
の
て

0
0
0
如
の
地
中
化
を

平
成
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
完
了
し
た

(当
社
と

し
て
も
四
七
〇
如
を
実
施
)。

こ
の
間
に
、
地
中
化
が
地
域
活
性
化
や
環
境
美
化

に
大
き
な
効
果
の
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
全
国
的

に
地
中
化
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
社
会
要
請
に
応
え
る
た
め
、
国
や
電
線
管
理
者
が

一
体
と
な
っ
て
今
後
の
地
中
化
推
進
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
、
平
成
四
年
一
月
に
新
し
い
地
中
化

の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

5

第
二
期
地
中
化
計
画

平
成
四
年
に
出
さ
れ
た
新
し
い
地
中
化
方
針
の
特

徴
の
第
一
は
、
地
中
化
を
都
市
開
発
や
地
域
整
備
の

一
環
と
し
て
と
ら
え
て
、
国
や
自
治
体
が
電
線
管
理

者
と
費
用
を
分
担
し
な
が
ら
地
中
化
を
進
め
て
い
く

と
い
う
考
え
方
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

費
用
分
担
の
形
と
し
て
、
自
治
体
が
管
路
設
備
を
整

備
し
、
電
線
管
理
者
が
機
器
や
ケ
ー
ブ
ル
を
施
設
す

る

｢自
治
体
管
路
方
式
｣
が
創
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
こ
の
特
徴
と
し
て
は
、
都
市
再
開
発
地

域
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
な
ど
で
電
柱
の
な
い
町
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
当
初
か
ら
地
中

線
で
設
備
づ
く
り
を
し
た
場
合
に
は
、
先
行
的
地
中

化
と
し
て
評
価
し
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、

･
自
治
体
管
路
へ
の
積
極
的
協
力

･
都
市
再
開
発
地
域
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
な
ど
で

の
地
中
線
供
給

な
ど
、平
成
七
年
度
ま
で
に
全
国
一
、
0
0
0
虹
の
地

中
化
を
目
標
に
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
先
般
の
経
済
対
策
に
積
極
的
に
協
力
し
、

こ
れ
を
平
成
六
年
度
ま
で
に
達
成
す
る
よ
う
、
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

三

配
電
線
地
中
化
に
関
す
る
技
術
開
発

1

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
･
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
の
取
組
み

地
中
化
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
地
中
配
電
設
備



の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
･
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
関
す
る
技
術

開
発
を
推
進
し
て
き
て
お
り
、
高
信
頼
度
化
･
高
機

能
化
し
、
よ
り

一
層
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進
め
て
い

る
。コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
･
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
方
法
は
次
の

よ
う
に
体
系
づ
け
ら
れ
る
。

▽
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
低
減

.
機
器
･
材
料
関
係

(機
能
集
約
化
、
大
容
量
化
、

コ
ン
パ
ク
ト
化
)

･
土
木
工
事
関
係

(共
同
工
事
化
、
プ
レ
ハ
ブ

化
)

▽
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減

.
保
守
作
業
の
軽
減

(防
錆
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
リ
ー
構
造
等
)

･
取
替
頻
度
の
低
減

(高
寿
命
化
)

2

地
中
配
電
用
機
器

川

高
圧
開
閉
箱

当
初
、
配
電
塔
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
箱
の
中
に
、

密
閉
式
気
中
開
閉
器
一
台
と
磁
器
製
の
断
路
器
四
組

を
収
納
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、

①
大
型
で
あ
る
こ
と

(幅
一
m
、
奥
行
○

･
八
m
、

高
さ
二
"

②
断
路
器
で
は
負
荷
開
閉
が
で
き
な
い
た
め
、
作

業
の
た
め
の
停
電
範
囲
が
広
く
な
る
こ
と

③
結
露
や
じ
ん
あ
い
に
よ
る
絶
縁
低
下
が
あ
る
こ

"と

④
充
電
部
が
露
出
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
エ
ポ
キ
シ
モ
ー
ル
ド
製
の
可
動
電
極

と
固
定
電
極
を
組
合
せ
、
五
回
路
分
の
開
閉
器
を
一

体
化
し
た
多
回
路
開
閉
器

(幅

一
m
、
奥
行
○

･

八
m
、
高
さ

一
･
六
m
)
を
開
発
し
、
更
に
現
在
は

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
は
か
っ
た
薄
型
多
回
路
開
閉
器

(幅
一
･
一
m
、
奥
行
○

･
四
五
m
、
高
さ

一
･
四

五
m
)
を
開
発
使
用
し
て
い
る
。

②

変
圧
器

開
閉
器
と
同
様
に
配
電
塔
内
に
架
空
線
で
使
用
す

る
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
ス
イ
ッ
チ

(
ヒ
ュ
ー
ズ
付
断
路

器
)
や
変
圧
器
、
低
圧
開
閉
器
等
を
収
納
し
て
い
た

が
、
昭
和
四
一
年
に
、
こ
れ
ら
を
一
体
化
し
た
変
圧

器

(異
容
量
V
結
線
二
〇
十
八
0
k
V
A
で
、
幅

一
･
三
m
、
奥
行
○

･
八
m
、
高
さ

一
･
三
m
)
を

開
発
し
た
。

そ
の
後
、
歩
道
幅
員
の
狭
い
道
路
に
も
対
応
す
る

た
め
、

一
層
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
鉄
心
の
方
向
性
け
い
素
鋼
板
を
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
に
よ
り
鉄
心
を
小
形
化
し
、
機
器

の
コ
ン
パ
ク
ト
化

(幅

一
･
一
m
、
奥
行
○

･
四

五
m
、
高
さ

一
･
四
五
m
)
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、

低
圧
負
荷
の
多
い
繁
華
街
等
の
地
中
化
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
変
圧
器
台
数
が
非
常
に
多
く
、
設
置

場
所
の
確
保
が
困
難
に
な
る
等
の
問
題
が
発
生
し
始

め
た
た
め
、
寸
法
は
同
じ
で
変
圧
器
容
量
を
ア
ッ
プ

し
た
大
容
量
変
圧
器

(異
容
量
V
結
線
五
○
+
一
二

五
k
V
A
)
を
開
発
し
、
現
在
適
用
し
て
い
る
。

3

土
木
工
事

地
中
化
工
事
費
の
約
六
!
七
割
が
土
木
工
事
費
で

占
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
効
果
は
大

き
い
。

=

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
プ
レ
ハ
ブ
化

こ
れ
ら
の
構
造
物
を
現
場
打
ち
す
る
と
、
型
枠
、

配
筋
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
、
養
生
等
が
必
要
な
た

め
、
工
期
が
長
期
化
す
る
う
え
、
個
々
に
設
計
を
あ

げ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
も
高
い
も
の
に
な
る
。
そ

こ
で
、
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
や
マ
ン
ホ
ー
ル
を
標
準
化
し
、

工
場
で
あ
ら
か
じ
め
成
形
す
る
こ
と
に
よ
り
、
品
質

の
安
定
化
、
工
期
短
縮
化
及
び
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
は

か
っ
た
。
ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
大
形
の
も

の
は
、
い
く
つ
か
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
搬

を
容
易
に
し
た
。

②

浅
膚
埋
設

(土
破
り
0
･
六
m
)
の
展
開

地
中
線
工
事
に
よ
る
掘
削
残
土
は
、
こ
れ
ま
で
再

使
用
が
で
き
な
い
た
め
埋
め
立
て
地
等
に
て
処
分
し

て
い
る
が
、
近
年
処
分
場
が
不
足
し
遠
隔
地
で
処
分

し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、
地
域
環
境
対
策
上
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
埋
戻
し
材
料
と
し
て
は
、
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締
め
固
め
に
適
し
た
川
砂
･
山
砂
等
を
使
用
し
て
い

る
が
、
こ
の
砂
の
採
取
に
伴
う
自
然
破
壊
が
社
会
的

な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
掘
削
残
土
の
減
少
化
並
び
に
工
事
効

率
の
向
上
の
観
点
か
ら
浅
層
埋
設

(歩
道
土
被
り

○

･
六
m
)
工
事
を
展
開
し
て
い
る
。

卷

仮
復
旧
板
工
法

道
路
仮
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
仮
復
旧
板
、
接
続

継
手
、
ス
リ
ツ
ケ
材
の
三
部
材
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

仮
復
旧
材
を
使
用
す
る
工
法
の
適
用
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り

①
仮
復
旧
時
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屑

が
低
減
す
る

②
仮
復
旧
板
等
の
材
料
は
繰
返
し
使
用
が
可
能
で

あ
る

③
工
期
の
短
縮
が
図
れ
る

な
ど
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

回

掘
削
残
土
の
再
生
処
理
に
よ
る
埋
め
戻
し
工
事

資
源
有
効
利
用
･
自
然
環
境
保
護
等
を
目
的
に
、

発
生
し
た
土
砂
に
石
炭
を
添
加
し
、
粒
状
に
加
工
す

る
こ
と
に
よ
り
砂
の
性
質
に
近
づ
け
る
掘
削
土
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

以
上
、
東
京
電
力
に
お
け
る
地
中
化
の
現
状
に
つ

い
て
述
べ
た
。

地
中
線
設
備
を
建
設
す
る
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
埋

設
空
間
や
地
上
用
機
器
が
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
道
路
事
情
を
み
る
と
、

そ
も
そ
も
歩
道
も
な
い
狭
縊
な
道
路
が
多
く
、
地
中

化
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
困
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
整
備
を
十
分
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
街
並
み
が
成
熟
し
な
い
う
ち
に
地
中
化
を

実
施
し
た
場
合
、
需
要
の
変
動
が
大
き
く
、
新
し
い

需
要
が
発
生
す
る
た
び
に
再
掘
削
が
必
要
と
な
っ
た

り
、
地
中
ケ
ー
ブ
ル
や
地
上
機
器
の
移
設
工
事
が
多

発
す
る
な
ど
、
か
え
っ
て
地
域
に
ご
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
余
計
な
繰
り
返
し
工
事
に

よ
り
コ
ス
ト
増
を
招
く
結
果
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
中
化
は
、
都
市
の
再
開
発
や
環

境
改
善
計
画
な
ど
と
整
合
を
と
り
な
が
ら
行
う
こ
と

は
も
と
よ
り
、
建
物
の
高
さ
、
及
び
色
調
の
統
一
、

看
板
類
の
整
理
な
ど
、
よ
り
美
し
い
街
並
み
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
総
合
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
、
技
術
開
発
も
含
め
て
、
今
後
と
も
関
係
者

と
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

携
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n
"郛
《
電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て

電
話
線
の
地
車
化
の
現
状
と

地
中
化
へ
の
取
り
組
み

N
T
T
電
話
サ
ー
ビ
ス
推
進
本
部
設
備
企
画
部
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

土
木
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
土
木
企
画
担
当
課
長

立
花

青
一

一

は
じ
め
に

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
が
中
心

と
な
っ
た
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会

(昭
和
六

○
年
)
に
お
い
て
、
一
0
カ
年
一
、
0
0
o
m

(昭

和
六
一
年
!
)
の
計
画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け

N
T
T
に
お
い
て
も
昭
和
六
〇
年
の
東
京
電
力
と
の

｢地
下
化
問
題
協
議
会
L
に
お
い
て
地
下
配
線
化
計

画
を
策
定
し
、
ビ
ル
街
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
等
の

主
要
な
エ
リ
ア
を
地
下
配
線
化
し
て
き
た
。
一
方
、

同
時
期
に
政
府
の
内
需
拡
大
政
策
及
び
電
力
会
社
の

円
高
差
益
の
還
元
対
策
も
重
な
り
、
建
設
省
の
策
定

し
た
地
中
化
計
画
は
五
年
間
に
繰
り
上
げ
ら
れ
、
平

成
二
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

し
か
し
、
電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の

計
画
後
も
依
然
と
し
て
社
会
的
要
望
が
強
い
た
め
、

そ
の
後
の
地
中
化
推
進
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
設
立
さ
れ
た

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会

議
｣
で
の
地
中
化
計
画
に
も
引
き
続
き
協
力
す
る
こ

と
と
し
て
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
し
て
い
る
。

写
真
1
は
地
下
配
線
化
の
実
施
前
後
の
状
況
を
示

し
て
い
る
。

二

電
気
通
信
設
備
に

お
け
る
地
下
配
線
化

N
T
T
に
お
け
る
所
外
設
備
の
設
備
形
態
を
図
1

に
示
す
。

N
T
T
の
設
備
作
り
に
お
い
て
は
、
加
入
者
幹
線

ケ
ー
ブ
ル
･
市
外
ケ
ー
ブ
ル
は
基
本
的
に
地
中
化
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
約
一

八
万
蹴
、
一
五
万
m
の
ケ
ー
ブ
ル
を
地
中
に
埋
設
し

て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
加
入
者
配
線
ケ
ー
ブ
ル
は
、
需
要
へ
の

即
応
、
経
済
性
等
の
理
由
に
よ
り
主
と
し
て
架
空
設

備
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

加
入
者
配
線
部
分
の
地
中
化
は
、
一
定
の
条
件
を

満
足
す
る
地
域
を
対
象
に
こ
れ
ま
で
に
約
二
万
如
の

ケ
ー
ブ
ル
の
地
中
化
を
実
施
し
て
い
る
。

地
下
配
線
化
へ
の
社
会
的
要
請
が
高
ま
る
中
、
昭

和
六
〇
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
従
来
の
地
下
配
線
方

式
に
つ
い
て
、
工
事
費
コ
ス
ト
、
需
要
変
動
へ
の
即

93

応
性
と
い
う
面
に
お
い
て
な
お
一
層
の
改
善
が
の
ぞ

麓

ま
れ
て
き
た
。

道

こ
の
た
め
、
経
済
性
、
即
応
性
を
向
上
さ
せ
た
新

%

た
な
地
下
配
線
方
式
の
開
発
を
行
い
、
昭
和
六
三
年



度
よ
り
導
入
し
て
い
る

(図
2
、
図
3
参
照
)。

な
お
、
新
地
下
配
線
方
式
の
主
な
改
善
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

接
続
部
の
分
岐
条
数
を
増
加
さ
せ
、
ハ
ン
ド

ホ
ー
ル
ス
パ
ン
の
長
延
化
を
可
能
と
す
る
こ
と
に

よ
り
地
下
配
線
工
事
費
の
軽
減
を
図
っ
た
。

②

任
意
の
個
所
か
ら
引
込
み
ケ
ー
ブ
ル
の
分
岐

を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
需
要
変
動
に
対

す
る
即
応
性
及
び
施
工
能
率
の
向
上
を
図
っ
た
。

マンホール
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三

第
一期
電
線
類
の
地
中
化

(昭
和
六
一年
度
!
平
成
二
年
度
)

従
来
か
ら
の
電
線
類
地
中
化
の
手
段
と
し
て
は
、

一
般
に
直
埋
方
式
、
管
路
方
式
並
び
に
供
給
管
共
同

溝
に
よ
る
方
法
が
あ
る
が
、
加
え
て
、
今
後
の
情
報

化
社
会
に
も
対
応
し
た
地
中
化
の
手
段
と
し
て
キ
ャ

ブ
シ
ス
テ
ム
が
提
案
さ
れ
た
。
キ
ャ
ブ

(
C
A
B
)

　
　　m

歩

と
は
、
ケ
ー
ブ
ル
ボ
ッ
ク
ス

(6
怨
布
切
目
)
の
略

で
、
各
種
ケ
ー
ブ
ル
を
集
約
し
て
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
共
同
で
収
容
す
る
た
め
、
道
路
と
一
体
に

設
け
ら
れ
た
蓋
掛
け
方
式
の
U
字
構
造
物
を
い
い
、

こ
の
キ
ャ
ブ
を
主
体
と
し
た
電
線
類
地
中
化
の
方
式

を

キ
ャ
ブ

シ

ス

テ

ム

(6
害
言

出
会

z
象
毛
合
対

鮒
終
日
)
と
呼
ん
で
い
る
。

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
第

一

ハンドホール対少なくなり

　　　　　　　　
　　 　　　　

に
、
共
同
溝
を
除
く
従
来
の
手
段
で
地
中
化
を
し
た

場
合
に
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
道
路
の
堀
り
返
し
が

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

建
設
省
に
お
い
て
、
電
線
類
の
地
中
化
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
問
題

の
ほ
か
、
地
中
化
地
域
の
範
囲
の
考
え
方
、
費
用
負

担
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
道
路
局
長
の

特集 / 電線類地中化について

引込ケーブル
(各戸引込)

配線ケーブル

図2 新地下配線方式の概要

図 3 東京都中央区勝どき 3丁目での実施例
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諮
問
機
関
と
し
て
六
〇
年
四
月
二
四
日

｢キ
ャ
ブ
シ

一
、
○
○
○
師
を
達
成
し
五
ヵ
年
で
終
了
し
た
が
、

路
を
借
用
し
て
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
す
る

(ケ
ー

ス
テ
ム
研
究
委
員
会
｣
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
間
N
T
T
に
お
、

も
、
ビ
レ
茸
、
タ
ー
ミ

"

し

凡

ま

二
湶

道行セ 93.6 2 7

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
報
告
を
受
け
て
、

昭
和
六
一
年
度
よ
り
当
初
一
〇
カ
年
で
一
、
0
0

0
如
を
目
標
に
地
中
化
を
推
進
し
た
。
第
一
期
電
線

類
の
地
中
化
に
お
け
る
地
中
化
推
進
の
た
め
の
具
体

的
な
方
策
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

地
中
化
優
遇
税
制

法
人
税
に
つ
い
て
は
初
年
度
一
六
%
の
特
別

償
却
額
の
上
積
み
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は

五
年
分
の
固
定
資
産
税
を
、
課
税
標
準
の
2
/

3
軽
減
す
る
措
置
が
制
定
さ
れ
昭
和
六
一
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
開
始
と
な
っ
た
。

②

道
路
占
用
料
の
減
免
措
置

道
路
占
用
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

三
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
末
ま
で
の
五
年
間
に

限
り
、
政
令
で
定
め
る
占
用
料
の
2
/
3
を
減

免
す
る
措
置
が
制
定
さ
れ
た
。

③

N
T
T
に
お
け
る
取
り
組
み

N
T
T
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
と

｢地
下

問
題
協
議
会
｣
を
発
足
さ
せ

(昭
和
六
一
年
一

月
九
日
)、
実
施
計
画
の
調
整
、
共
同
施
工
の

推
進
、
技
術
開
発
、
関
係
省
庁
へ
の
協
力
要
請

等
を
行
っ
た
。

当
初
一
〇
年
計
画
で
開
始
し
た
第
一
期
電
線
類
の

地
中
化
計
画
は
、
平
成
二
年
度
ま
で
に
当
初
目
標
の

こ
の
間
N
T
T
に
お
い
て
も
、
ビ
ル
街
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
周
辺
等
の
主
要
な
エ
リ
ア
を
中
心
に
地
下
配
線

を
行
い
、
政
府
目
標
を
大
幅
に
上
回
る
工
程
を
実
施

し
て
い
る
。

四

第
二
期
電
線
類
の
地
中
化

(平
成
3
年
度
と

)

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
計
画
終

了
後
も
依
然
と
し
て
社
会
的
要
望
が
強
い
た
め
、

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣
が
設
立

(
H
三
,

一
,

二
人
)
さ
れ
、
以
後
五
年
間
の
計
画
及
び
地
中

化
推
進
に
向
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
地
中
化
推
進
の
方
策
を
講
じ
、
地
下

配
線
に
関
わ
る
建
設
費
及
び
維
持
費
を
従
来
よ
り
も

軽
減
し
、
平
成
七
年
ま
で
の
五
年
間
で
一
、
0
0

○
如
を
目
標
と
し
て
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
N
T
T

と
し
て
も
こ
の
政
府
案
に
協
力
し
て
地
中
化
の
推
進

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

地
中
化
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

①

自
治
体
管
路
方
式
の
創
設
に
つ
い
て

電
線
類
地
中
化
を
促
進
す
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
が
自
ら
管
理
す
る
道
路
等
に
地
方
単
独

事
業
と
し
て
管
路
を
設
置
す
る
方
式
を
言
い
、

電
線
管
理
者
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
自
治
体
管

ブ
ル
等
の
布
設
費
用
等
は
電
線
管
理
者
が
負

担
)
も
の
で
あ
る
。

②

道
路
占
用
料
も
建
設
費
の
軽
減
措
置
に
つ
い

て
埋
設
深
度
に
つ
い
て
は
、
各
戸
引
込
み
管
を

含
め
原
則
と
し
て
0
･
六
m
と
し
、
ま
た
キ
ャ

ブ
建
設
負
担
金
の
算
出
に
あ
た
っ
て
も
同
様
の

埋
設
深
度
で
算
出
す
る
こ
と
と
し
、
建
設
費
の

軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
道
路
占
用
料
に
つ
い
て
は
従
来
の
措

置
に
加
え
て
先
行
的
に
地
中
化
を
行
う
も
の
に

つ
い
て
政
令
で
定
め
る
額
の
1
/
2
減
免
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

③

優
遇
税
制
に
つ
い
て

地
中
化
優
遇
税
制

(法
人
税
、
固
定
資
産

税
)
に
つ
い
て
は
従
来
の
措
置
の
延
長
に
加
え

て
、
先
行
的
に
実
施
す
る
地
中
化
設
備
に
つ
い

て
も
適
用
対
象
と
な
っ
た
。

④

地
下
配
線
化
費
用
の
負
担
基
準
に
つ
い
て

地
下
配
線
化
は
、
地
域
と
の
調
和
を
図
り
つ

つ
、
社
会
資
本
の
一
環
と
し
て
、
関
係
者
間
で

密
接
な
協
力
の
下
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
下
配
線
化
の
建
設
費
用
等
に
つ
い
て

国
･
自
治
体
が
分
担
し
て
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。



電
線
管
理
者
が
費
用
負
担
す
る
基
準
を
ク
ラ

イ
テ
リ
ア
と
い
い
、
N
T
T
に
お
い
て
は
、
以

下
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
通
信
需
要
密
度

(加

入
者
密
度
)
が
高
く
、
需
要
の
安
定
し
た
区
間

に
お
い
て
、
自
ら
地
中
化
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

①

整
備
効
果
の
高
い
地
域

需
要
密
度
が
高
く
、
都
市
環
境
向
上
の
効

果
が
高
い
地
域
と
す
る
。

②

将
来
の
土
地
利
用
計
画
と
の
整
合

(街
並
み
の
成
熟
度
、需
要
の
安
定
性
の
考

慮
)需

要
が
変
化
し
て
い
る
地
域
で
は
、
繰
り

返
し
工
事
が
発
生
し
て
、
不
要
な
投
資
、
工

事
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
迷
惑
を
惹
起
す
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
並
み
が
成
熟
し
、

需
要
の
安
定
し
た
地
域
と
す
る
。

具
体
的
な
地
中
化
実
施
箇
所
は
、
そ
の
必
要
性
、

整
備
効
果
等
が
高
い
以
下
の
地
中
化
対
象
地
域
の
中

か
ら
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

0

需
要
密
度
及
び
需
要
の
安
定
性
、
施
工
の
難

易
性
並
び
に
景
観
保
持
の
重
要
性
か
ら
キ
ャ
ブ

シ
ス
テ
ム
委
員
会
報
告
に
お
け
る
地
中
化
地
域

の
範
囲
に
相
当
す
る
地
域

⑭

都
市
の
再
開
発
等
に
合
わ
せ
て
総
合
的
な
都
市

造
り
の
一
環
と
し
て
先
行
的
に
地
中
化
を
行
う
、

上
記
･1
の
地
域
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
地
域

⑱

上
記
･1
又
は
肛
に
該
当
し
な
い
地
域
で
あ
っ

て
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市

災
害
の
防
止
、
都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か

ら
特
に
地
中
化
の
必
要
性
が
高
い
地
域

五

地
中
化
工
程
の
追
加

･
前
倒
し
に
つ
い
て

第
二
期
電
線
類
の
地
中
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
現

在
計
画
半
ば
で
あ
る
が
、
昨
今
の
経
済
情
勢
等
が
勘

案
さ
れ
、
｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議

(第
四

回
ど

に
よ
り
、
当
初
計
画
よ
り
一
年
早
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
可
能
な

限
り
の
事
業
の
前
倒
し
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
六
年
度
に
は
、
平
成
七
年
度
ま
で
の
計
画
を
概

ね
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

地
中
化
工
程
の
前
倒
し
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の

よ
う
な
地
中
化
推
進
の
施
策
が
制
定
さ
れ
た
。

①

道
路
占
用
料
の
減
免
措
置
に
つ
い
て

従
来
の
減
免
措
置
は
、
昭
和
六
三
年
!
平
成

四
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
地
中
化
設
備
に
つ
い

て
建
設
後
五
年
間
に
限
り
減
免

(政
令
の
1
/

3
、
先
行
地
中
化
は
1
/
2
)
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
減
免
期
間
が
当
分
の
間
継
続
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
ま
た
今
後
建
設
す
る
設
備
に
つ

い
て
も
減
免
措
置
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

②

設
備
分
担
方
式
の
推
進
に
つ
い
て

国
、
自
治
体
が
建
設
す
る
キ
ャ
ブ
、
自
治
体

管
路
方
式
が
積
極
的
に
前
倒
し
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

N
T
T
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
推
進
施
策
に
よ
り

政
府
計
画
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六

今
後
の
電
線
類
地
中
化
の

進
め
方
に
つ
い
て

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
、
自
治

体
、
電
力
会
社
及
び
地
域
住
民
等
と
の
調
整
を
と
り

な
が
ら
計
画
･
実
施
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
･
自
治
体
等
に
よ
る
設
備
建
設
費
の
分
担

方
式
の
推
進
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
拡
充
及
び
道

路
占
用
料
軽
減
の
拡
充
等
に
つ
い
て
、
国
家
的
見
地

か
ら
の
支
援
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の

防
止
、
都
市
環
境
の
向
上
、
施
設
の
信
頼
性
の
向
上

等
に
向
け
て
、
今
後
と
も
関
係
の
皆
様
と
調
整
を
図

り
つ
つ
、
電
線
類
の
地
中
化
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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動

議
潔
電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て

関
東
に
お
け
る
電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長

三
木
幸

l
一

一

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て

道
路
は
貴
重
な
都
市
空
間
と
し
て
通
勤
、
通
学
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
通
行
施
設
、
日

常
生
活
や
産
業
活
動
に
欠
か
せ
な
い
物
資
輸
送
路
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
路
上
は
、
街

灯
、
交
通
標
識
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
設
置
場
所

に
利
用
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
火
災
や
地
震

時
の
避
難
路
、
避
難
場
所
な
ど
の
防
災
空
間
と
し
て
、

あ
る
い
は
緊
急
避
難
路
、
緊
急
輸
送
路
と
し
て
幅
広

い
働
き
を
有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
は
、
道
路
上
空
に
縦
横
に
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
る
電
線
類
や
歩
道
の
一
部
を
占
有
し
て

い
る
電
柱
が
幾
つ
か
の
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

特
に
近
年
は
高
度
情
報
社
会
の
著
し
い
進
展
、

ニ
ュ
!
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
対
応
と
相
ま
っ
て
快
適
な

都
市
空
間
の
確
保
、
都
市
防
災
の
強
化
、
都
市
景
観

の
向
上
等
、
道
路
空
間
の
有
効
利
用
が
叫
ば
れ
道
路

を
と
り
ま
く
環
境
整
備
の
確
保
か
ら
、
架
空
電
線
の

地
中
化
に
対
す
る
要
請
と
対
応
が
急
が
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
地
中
化
の
歴
史
は
、
表
1
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
各
省
庁
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
地
中
化
の
検
討

を
進
め
て
き
た
。

昭
和
五
九
年
建
設
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

｢
ロ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
懇
談
会
｣
で
、
最
大
の
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
配
電
線
の
地
中
化
問
題
に
つ
い
て
、
建

設
、
通
産
両
者
間
で
基
本
的
認
識
の
一
致
を
見
る
に

至
り
、
道
路
管
理
者
、
電
力
事
業
者
、
通
信
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
た
形
で
電
線
類
地
中
化
事
業
の
本
格

化
へ
向
け
て
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。

和46年 鰯壊縄耐鱈饑鞠
0

刎
綾

は
瀝

社
が檜

鈍邇莇
省
計

産
化

通
代

和53年 穀i"~礬捌査調挑
も

関
れ

に
ら

用
め

利
進

性
が鑓硼

間
る囃鮒

道
に
｢
化

に
中

内
地

省
れ

設
さ

建
置

和54年 蟄
ね

桜
&

斜
変

踞
父

鰯
幼

鱒
橈灘晒な鬘

芻
拗
裸槻

猟
隊、謝構

俶錦電れ
和59年 軌鑓,"“

0
鯰
繖

燃
皓気嬬榊永

区
俶

殿
鮴織物

諮
線勘

頃
大
に

設
月

建
6

鑓
鰤

が
ル

斜
げ籟鰻

柵鞆
袴
付

わ
離

喀
又

区
鰍

靴
畿

離
職
0

諮
れ
た

診
朗
執

局

、
定

路
れ
指

道
さ
が

l未ロ60年

鋒

婢

婢

咋

纖

糯

機

織
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特集 / 電線類地中化について 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

建
設
省
で
は
、
委
員
会
報
告
に
基
づ
き
ヱ

ボ
ッ
ク
ス
内
に
機
能
的
に
集
約
整
理
し
て

新
た
な
地
中
化
方
式
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム

切
o
x
z
の什"
o
べ封
の
で
れ
胃
｣
を
開
発
し
た
。

ボ 得 が 問
ッ 建 た 設 機 翌
ク 雪凡 0 着 、

翌
、
昭
和
六
〇
年
四
月
二
四
日
に
道
路
局
長
の
誉

問
機
関
で
あ
る

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
｣

が
設
置
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
二
一
日
委
員
会
報
告
を

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
構
造
上
道
路
と
一
体
不
可

分
の
関
係
が
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
道
路
空
間
の
有
効

利
用
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
秩
序
あ
る
道
路

▲キャブ施工前 △キャブ施工後

馬喰町一丁目交差点付近

地中化の効果
効 果 項 目 内 容

都

市

防

災

の

向

上

A . 火災時の消防活動
の円滑化

A - 1 . はしご車、 シュノーケル車の消火 ･救助活動支障の解消

A - 2 . (支障電線切断による停電に伴う)
建築防災設備の機能支障、避難支障の解消

B . 大震災時の
被害低減

B‐ 1.震災時の配電設備被害の低減、及び停電発生による都市活動支障の低減

B - 2. 電柱倒壊、変圧器落下、電線垂れ下り等による避難支障の解消

B - 3 . 震災時の消防活動支障の解消
(B - 1、 B - 2を原因とするA - 1、 A - 2 効果)

C . 安定供給の促進
C - 1 , 台風、 霊、 雪、 塩害等による配電設備被害の低減

C - 2. 大容量、高圧需要家 (地区) への供給信頼性の確保

D . 感電事故の防止
D - 1. 架空設置に伴う労務災害 (高所作業、感電事故)の防止

D - 2 . 沿道建設工事や子供の遊び (タコ上げ等) に伴う感電事故の防止

E . 道路交通の円滑化

E - 1. 狭あい道路、交差点等での車両交通障害の防止

E - 2 . 電柱、交通標識の接近による交通標識誤認の防止

E - 3. 歩道部設置に伴う歩行者 ･乳母車 ･車イス ･自転車等通行支障の解消

快

適

性

の

向

上

F , 都市景観の向上

F - 1. (代表的市街地、商業業務地区での地中化)
地区イメージアップ :商業業務価値の向上

F - 2. (観光地、文化施設、文化財地区での地中化)
文化 ･観光資源の保全

F - 3 , (主として居住地区での地中化)
眺望 ･開放感阻害要因の除去

G･ 離 稠等の
G - 1. 道路上の植栽空間、歩行者通行空間等の拡充

G - 2. 道路占用施設 (鏑灯 ･信号 ･諸標識 ･修景施設等)の設置融通性

G - 3 . 宅地側での建築限界 (制約) の解消

H . 都市機能の
安定性確保

H - 1 . 上記C - 1、 C - “こ対応
(事故時の迅速な復旧への配慮を含む)

の
使
用
を
図
る
こ
と
は
道
路
管
理
者
の
責
務
で
あ
る

こ
と
、
道
路
管
理
者
等
の
公
益
物
件

(道
路
照
明
、

道
路
情
報
用
ケ
ー
ブ
ル
等
)
も
収
容
す
る
こ
と
、
ま

･配電設備被害の低減については、 被害時の復旧の迅速性についても考慮する必要がある。道路空間の適正利用に関する調査 (昭和54年)

;◇ 道ネテセ 93,6



た
、
道
路
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
情
報
空
間

が
創
出
で
き
る
こ
と
か
ら
、
道
路
本
体
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て

H

共
同
溝
を
除
く
従
来
の
手
段

(管
路
方
式
)
で

地
中
化
を
し
た
場
合
に
、
予
想
さ
れ
る
道
路
の
掘

り
返
し
が
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
抑
制
さ

れ
る
こ
と
o

o

収
容
さ
れ
る
ケ
｢
ブ
ル
類
の
維
持
管
理
が
容
易

に
行
え
る
こ
と
o

③

道
路
空
間
の
有
効
利
用
が
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑭

新
た
な
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
需
要
に
対
し
て
容
易
に

対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
に
よ
り
、

従
来
道
路
構
造
等
へ
の
影
響
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
道
路
上
層
部
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

二

関
東
地
区
の
電
線
類
地
中
化
の
現
状

関
東
地
区
は
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
山
梨
県
、

長
野
県
、
川
崎
市
、
横
浜
市
、
千
葉
市
の
一
部
八
県

三
政
令
指
定
市
を
擁
し
、
面
積
で
は
国
土
の
一
三
･

三
%
を
占
め
て
お
り
、
電
力
、
電
話
の
需
要
も
全
国

一
と
な
っ
て
い
る
が
、
防
災
空
間
、
環
境
空
間
等
か

ら
要
請
さ
れ
る
地
中
化
率
は
電
力
が
東
京
電
力
㈱
管

内
で
六
･
九
%

(平
成
四
年
三
月
末
)、
電
話
が
N

T
T
東
京
支
社
管
内
の
区
部
で
、

一
四
･
二
%
、

(全
ケ
ー
ブ
ル
で
六
一
･
四
%
)
多
摩
地
区
で
二
･

二
%

(全
ケ
ー
ブ
ル
で
三
二

･
二
%
)、
N
T
T
関

東
支
社
管
内
で
三
･
0
%

(全
ケ
ー
ブ
ル
で
二
六
･

0
%
)
(平
成
三
年
三
月
末
)
と
、
全
国
と
の
比
較

に
お
い
て
は
高
率
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
諸
外
国
の

例
か
ら
見
る
と
か
な
り
遅
れ
て
い
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

関
東
地
区
の
電
線
類
地
中
化
は

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ

ム
研
究
委
員
会
L
の
報
告
に
基
づ
き
、
昭
和
六
〇
年

=
一月
に
通
産
、
郵
政
、
警
察
、
道
路
管
理
者
、
電

線
管
理
者
か
ら
な
る

｢関
東
地
区
電
線
類
地
中
化
協

議
会
｣
(別
図
1
)
を
発
足
し
こ
の
協
議
会
で
の
調

整
を
踏
ま
え
、
道
路
管
理
者
の
設
置
す
る
キ
ャ
ブ
シ

ス
テ
ム
は
道
路
管
理
者
が
、
単
独
地
中
化
は
各
電
線

管
理
者
が
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で

の
五
ヶ
年
間
の
地
中
化
を
地
区
別
、
年
次
別
、
地
中

化
方
式
別
に
計
画
立
案
し
、
｢関
東
地
区
電
線
類
地

中
化
五
ヶ
年
基
本
構
想
｣
を
策
定
し
た
。
こ
の
基
本

構
想
に
基
づ
き
各
関
係
者
と
の
調
整
及
び
協
力
を
得

な
が
ら
、
計
画
的
に
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
年
度
末
で
全
国
一
、
○

0
0
蝿
の
電
線
類
地
中
化
を
達
成
し
、
関
東
地
区
で

は
、
東
京
都
を
中
心
と
し
て
各
主
要
都
市
に
お
い
て

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
六
五
m
、
単
独
地
中
化
で
三
六

〇
如
、
関
東
地
区
全
体
で
四
二
五
蝿
の
地
中
化
を
達

成
し
た
。

平
成
三
年
度
は
次
期
電
線
類
地
中
化
五
ヶ
年
の
初

年
度
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
地
中
化
計
画
の
方
策
が

決
定
し
な
か
っ
た
た
め
暫
定
措
置
と
し
て
継
続
の
形

で
実
施
し
た
。
関
東
地
区
で
の
電
線
類
の
地
中
化
は
、

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
一
二
如
、
単
独
地
中
化
で
七

六
如
、
関
東
地
区
全
体
で
八
人
師
の
地
中
化
が
実
施

さ
れ
た

(別
紙
1
)。

一
方
、
平
成
三
年
度
よ
り
の
新
た
な
地
中
化
計
画

を
策
定
す
る
た
め
に

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会

議
｣
が
平
成
二
年
度
に
設
置
さ
れ
、
平
成
四
年
一
月

道行セ 93.6 3I



別図 1 関東地区電線地中化協議会組織図

協 議 会

　 　 　 　　
　 　1‐ 目 的

計 画 部 会 技 術 部 会
① 道路管理者、電線管理者が策定

する基本構想に関する調整。
② キャブシステムに係る技術的事
項の審謠義

③ その他、電線類の地中化に関す
る必要事項の審議。

2 . 構 成

会 長 建設省関東地建
副会長 通産省東京通産局

部会長 建設省関東地建 道路計画第一課長 部会長 建設省関東地建 道路管理課長
専門委員 " 道路管理課長 専門委員 道路管理課長補佐

" 東京国道

道路管理課長
路政課長補佐
副所長郵政省関東電気通信監理局 電気通信部長

委 員 建設省関東地建
通産省東京通産局 施設課長

" 名古屋通産局 施設課長補佐
郵政省関東電気通信管理局

通産省名古屋通産局 施設課長
郵政省信越電気通信監理局 電気通信部長

関東管区警察局
警視庁交通部
東京都 建設局
神奈川県 土木部
千葉県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
山梨県
長野県
横浜市 道路局
川崎市 土木局
N T T 東京総支社

" 関東総支社
" 信越総支社

東京電力㈱ 配電部
首都圏室

東部電力㈱ 長野支店
㈱東急ケーブル

電波部長
保安部長
交通規制課長
道路管理部長
技 監

道路部長
道路部長
設備企画部長

副部長
室 長
配電計画課長

電気通信事業課長
有線麟纈

郵政省信越電気通信管理局
電気通信事業課長
都線放送纈

警察庁関東管区警察局交通調査官
警視庁 交通課 規制課管理官
東京都建蟠設局 道路管理部

安全施設課長
“ N T T 東京総支社 局外調整担当部長

関東総支社 渉外企画室長
信越総支社 渉外担当課長

東京電力㈱ 配電部 地中配電課長
" 地中配電課副長

中部電力㈱長野支店 地中配電課副長
㈱東急ケーブル

テレビジョン 計画部長

放送部長
道路情報管理官
東京国道事務所長
施設課長

建設省東京国道 建設専門官
通産省東京通産局 施設課長補佐
警視庁交通部 管制課管理官
N T T東京総支社 共同溝課長

" 関東総支社 土木施設課長
東京電力㈱配電部 道路調整担当課長

" 地中配電課副長
幟東急ケーブル

テレビジョン 計画二課課長

道路部長
公益事業部長

① 計画部会、技術部会で検討
審議した事項を周知する。

② 各部会相互の意見調整を図
る。

幹事長 建設省関東地建 道路情報
管理官

計画部会、技術済部会の部会長
と専門委員全員

① 地中化基本構想の策定

② 地中化方式の検討

① キャブシステムの設計、 施工、
管理に関する事項の検討。

② 試験施工の技術的事項

テレビジョン 専務取締役



一
七
日
に
会
議
報
告

(別
紙
2
は
基
本
的
事
項
を
掲

載
)
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
は
、
電
線
管
理
者
の
地
中
化

推
進
を
支
援
す
る
た
め
電
線
類
を
地
中
化
し
た
物
件

に
対
し
て
占
用
料
の
軽
減
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

関
東
地
区
電
線
類
地
中
化
協
議
会
は
、
推
進
検
討

会
議
報
告
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
、
地
方
自
治
体
、

電
線
管
理
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

｢第
二
期
電
線

類
地
中
化
五
ヶ
年
基
本
構
想
｣
の
策
定
に
入
り
、
ま

だ
未
調
整
の
箇
所
が
多
少
あ
る
も
の
の
、
約
五
〇

○
如
を
目
標
と
し
て
各
関
係
者
と
協
力
し
て
地
中
化

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
成
三
、
四
年
度
で
約
一
五
〇
如
の
地

中
化
が
実
施
さ
れ
、
残
り
三
五
○
鹸
を
三
年
間
で
実

施
す
る
に
は
、
単
純
に
計
算
し
て
も
約
三
一○
如
/

年
の
地
中
化
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
、
地
方
自

治
体
、
電
線
管
理
者
等
の
関
係
者
間
の
密
接
な
調
整

と
努
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
、
第
二
期
電
線
類
地
中
化
計
画
の
半
ば
で

あ
る
平
成
五
年
四
月
一
三
日
の
経
済
対
策
閣
僚
会
議

努

に
、
景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
、
民
間
事
業
の
投
資

6

も
誘
発
で
き
る
電
線
の
地
中
化
が
盛
り
込
ま
れ
、
電

セ

力
･

電
話
等
の
設
備
投
資
が
追
加
さ
れ
た
。
翌
、
四

断

月
一
四
日
に

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣
が

開
か
れ
、
各
関
係
省
庁
は
相
互
に
密
接
な
連
携
を
図

り
つ
つ
、
次
の
と
お
り
そ
の
円
滑
な
執
行
に
努
め
る

こ
と
と
し
た
。

珍

型

濾

蝋

緬

E

總

綱

離

洲

緬

副

署

編

*

轉

緬

跛

田

緬

ボ

織

緬

番

期

三

漏

三

覇

計

鼓

縣

嵜

掛
洲
壤
〔轄
州
)

洲
孤
費
(図
覊
)

細
拙
靭
(圃
硼
)

審

図

哉

u
は
･N①N

こ
の院

"
の鎚

編
む
髭

｣"
ミ
ー

局
船
飢

"
‐のgの

総
斡
訴

一g.8
鱒

｣u･Ngの

ムぴ･一ゞ
ぴ

の鋲･Nのの

Nのび･箋
｣

器
･縊
切

諺
濶
瀬

(白
)

ム器
･の館

心･qのO

の･の盤

｣①‐qNO

一M･のの〇

□
‐qg

.のむ
綵

拐
磁
器

一斧
“田

｣①}oou

報
わ
8

のの･NN。

NN｣‐gq。

一野
合馬

爾
瀞

(目)

搬

靜

祷

讓

｣OA-
-①N

の･のAO

｣な
の帆

ムーg①○

鯛･NAO

--が
〇

の･0の心

心･0①◇

の辷
-o

AygNO

一切し
き

仝鬘
8

仝g･のgo

ド
ハ"
④

田

に
窃ご
N｣

一し
8 の船

◎
-:

の･節のO

N
鱒のO

鱒･ONO

の･ogo

ムーの韻
一･び0〇

蛾
N
-o

…}
①①〇

飢N
doo

の･のgo
総

船
･総
O o

器
。

N
｣“○

N･Nqo,

①ゞ
○

gg

の･ゞ
NO

好
き
O

詩
o

N･二心O

心秘
い〇

綴
“-①◇

一む
き

罐

ム
ー･心切切 o

一戸
説
。

望
○

一ひ
き の8 の"

一し
き 料

お

N
ご
5

｣‐○"

N
一の〇

翳
し
の。

一･NのO

y
u

8
な
" 。

のき
一･8
0

｣b
oo 。

瀉
。

N･びqの
二
N

一･gAO

N･潴
O

-し
き

寓
、錐
。

ーあ
の①

N

コ
･報
の o

のき
｣･NN。

一･OAO

飢･@8

の･AAO

｣○･Nqo

合･ののの

“
▲
｣“

9
一g

二
心
8

甥
gAO

N
の8

の

説
あ
のり

ド
ームび

虚
A

N
Nのの

“
盤
｣

の･M釧飢

q･のq①

ド
総
O

N
]Aq

今･艘
樅

5
.鱒
計

N
8
の

一の･織
｣

一途
の謎

濶
癩

@

枡

寸

"

の･の覇 朗報 に
o

報
の o りの

Ngo
"
切 o o

｣‐①鳥 o
の計

N
Jき
の

の一

No.①-の

“
熊
総 o

g鳥 ｣" 溌
一

瀉
｣

衾
の

一･認
め

肝
心8

“
詩
。

帆0〇

ド
総
の

心し
鶉

倦

"
し
鰹 q寝 の報 NB ｣"

一な
のび

--｣①の
套
済

u潴

N
OO筑

N
の湾 当

の

功一00の

"
精
"

鎚

の･弁のg
のg o 。

時
瞬

｣‐"中心

｣な
さ の5 o

無
さ

のき 袰
さ

｣)N宝
｣ご
緋

ua

馬
。報

-ご
" o o

飢韶
｣“㈱
◇

N
等
の

Ng o 。
のき のg

野
N愈

テ
ー箋

N

｣○‐N
瀦

のぷ o

--8
0

剱
さ

]‐①舘 の0O o
NAO o

拠
お o

の･。uの

約
陰
鬱

の

曲

峠

紐
群
-

法
図
鑑
･
港
廿
幹
対
拂
澱
･
型
回
鞘
労
組こ謝
鞠
蝸



特集/ 電線類地中化について 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 号8 8 8 8 8 8 8 8

別紙 2 新たな電線類地中化計画について

1. 経緯及び現状
電線類の地中化は、 昭和60年10月の ｢キャプシステム研究委員会報告｣ (以下、 ｢委員会報告｣ という。) に基づき、

電力及び通信の需要が安定している大都市中心部の主要道路を主体として昭和6l年度より積極的に推進し、平成2年度ま
での5年間で約l,00okmの地中化を達成した。電線類の地中化は、安全で快適な通行空間の確保、都市災害の防止、都市
景観の向上等その多様な整備効果から高い評価を得ており、近年、ゆとりと豊かさが求められる時代を迎え、社会的要請
は一層高まってきている。

2, 検討経緯
これまでの実績を踏まえ、地中化を推進する上での課題の解決を図りながら、新たな地中化計画を策定するため、平成

3年 1月28日に関係省庁、関係事業者等からなる ｢電線類地中化推進検討会議｣を設置し、検討を進めてきた。この結果、
平成 4年 1月17日に開催した第 3回検討会議において、 基本的事項について合意が得られた。

3, 基本的内容 ,

田 地中化の規模
電線類の地中化は、今後、平成7年度までの5年間でL oookm程度を目標に進めるものとする。

(2) 地中化実施箇所
地中化実施箇所は、その必要性、整備効果等が高い以下の地中化対象地域の中から選定する。

① 需要密度が高く需要が安定している、従来実施してきた地域
② 都市の再開発等に合わせて先行的に地中化を行う、上記①の地域となることが見込まれる地域
⑧ 上記①又は②に該当しない地域であって、安全で快適な通行空間の確保、都市災害の防止、都市景観の向上等の観
点から特に地中化の必要性が高い以下の地域

･地域活性化に資する地方都市の主要道路沿道地域
･比較的大規模な商業業務地域
･地域住民等多数の人が集まる文化施設周辺地域
･主要官公庁等事務所が集中しているオフィス街
･主要な駅の周辺等街の玄関口を中心とする地域
･ニュータウン開発地域

･歴史的風土保存 ･形成地区
･都市計画法のおける風致地区、美観地区

圏 地中化の方式
電線類の地中化方式は、キャプシステム及び皆路方式とする。なお、省略方式等には、地方自治体が管路設備を整備

する方式 (以下 ｢自治体管路方式｣ という。) と電線管理者が単独で実施する方式 (以下、 ｢単独地中化方式｣ とい
う。) がある。

(の 地中化の推進組織
電線類の地中化を実施するに際しては、道路管理者、電線管理者、地方自治体等から成る電線類地中化協議会 (全国

10ブロック毎に設置済)において、協議により地中化の実施箇所等をまとめた5年間の基本構想を策定して計画的に進
めるものとする。

同 費用負担方法の改正点
① キャプシステム

鰯③の地域であって、需要密度が比較的高位で安定している地域等(2⑪に準じた地域において実施する場合におい
ては、道路管理者は、従来の費用に加え、電線管理者の行う設備の移設費用に対して補償を行う。

② 自治体管路方式 (創設)
管路設備の材料費及び敷設費を地方自治体が負担し、残りを電線管理者が負担する。

⑧ 例えば以下の地域であって、需要密度が比較的低いなど上記(2X①又は②のいずれの地域にも該当しないものの、地
中化の実施に係る技術的問題が回避できる地域については、地中化方式にかかわらず、原則として全額需要者が負担
して実施する。

･ニュータウン開発地域

･歴史的風土保存 ･形成地区
･都市計画法における風致地区、美観地区
･国際観光施設周辺地域 等

回 その他の支援措置
① 税制措置の継続、拡充 (固定資産税、法人税、所得税)
② 道路占用料の軽減措置の延長、拡充
③ 浅層垣設化
④ 自治省における自治体の支援措置 (都市生活環境整備特別対策事業)

努 道行セ 93.6
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。
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が
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。
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縮
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台
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狭
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テ
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。
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狭
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縮
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縮
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す
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す
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同
施
工
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
占
用
許
可
を
行
う
際
に
将
来
の
キ
ャ
ブ
計

画
を
考
慮
し
た
埋
設
位
置
を
調
整
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

0
移
設
費

今
回
の
会
議
報
告
よ
り
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
満
足
し

て
い
な
い
地
域
に
キ
ャ
ブ
を
施
工
す
る
場
合
、
電
線

管
理
者
に
一
部
移
設
補
償
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
今
後
更
に
キ
ャ
ブ
実
施
に
お
け
る
道
路
事
業
費

の
増
額
の
確
保
が
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
管
類
を
移
設
す
る
際
の
補
償
費
も
、
歩
道

の
現
場
施
工
条
件
等
が
狭
小
と
な
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
人
力
に
よ
り
施
工
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
補

償
額
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
移
設
費

を
少
な
く
す
る
に
は
前
述
に
も
あ
る
が
細
密
な
占
用

調
整
が
必
要
で
あ
る
o

3

自
治
体
管
路
方
式

自
治
体
管
路
方
式
は
、
平
成
四
年

一
月
一
七
日

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣
で
新
た
に
創
設

さ
れ
た
方
式
で
あ
る
。

整
備
手
法
は
、
地
方
自
治
体

(道
路
管
理
者
以
外

の
自
治
体
)
が
電
線
を
収
容
す
る
鞘
管
を
設
置
し
、

電
線
管
理
者
が
鞘
管
を
使
用
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
等
の

配
電
設
備
等
を
行
う
方
式
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
に
お
い
て
初
め
て
実
施
す
る
方
式
の

た
め
、
事
務
手
続
き
の
方
法
、
予
算
措
置
の
方
法
及

び
財
源
の
確
保
等
に
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

次
の
事
項
は
、
地
方
自
治
体
と
調
整
を
行
っ
た
際

;6 道イテセ 93,6
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に
で
た
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

H

地
方
自
治
体
内
部
に
お
い
て
地
中
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
理
解
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
く
財
政

面
か
ら
支
援
が
受
け
に
く
い
。

□

財
政
支
援
措
置
と
し
て
起
債
が
認
め
ら
れ
て
い

る
が
各
自
治
体
と
も
財
源
に
余
裕
が
無
く
償
還
の

方
法
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
交
付
団
体
へ

の
支
援
措
置
が
無
い
た
め
自
治
体
内
だ
け
で
予
算

確
保
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
予
算
の
捻
出
に
苦
慮

し
て
い
る
。

◎

自
治
体
管
路
を
電
線
管
理
者
に
委
託
す
る
際
の

事
務
手
続
き
が
確
立
し
て
い
な
い
の
で
統
一
さ
れ

た
い
。

な
ど
の
声
が
あ
り
今
後
、
自
治
体
管
路
方
式
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
各
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
必

要
と
し
て
い
る
。

四

あ
と
が
き

電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
す
る
う
え
で
、
財
政
的
、

制
度
的
、
技
術
的
な
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
道
路
管
理
者
、
地
方
自
治
体
、
電
線
管
理
者

を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
の
密
接
な
連
携
の
も
と
一

致
協
力
し
て
、
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

4

単
独
地
中
化
方
式

単
独
地
中
化
方
式
は
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
整
備
が
不
可
能
な
場
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
が

歩
道
幅
員
が
二
･
五
m
以
下
で
の
地
中
化
を
す
る
と

な
る
と
地
上
機
器
の
設
置
ス
ペ
ー
ス

(主
に
電
力
)

と
歩
行
者
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
今
後
各
電
線
管
理
者
の
技
術
革
新
に
よ
り
、

地
中
化
地
域
の
拡
大
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。



副
《
◎
《

電
線
類
地
中
化
に
つ
ぃ
て

大
分
県
に
お
け
る
電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て

大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
課
道
路
整
備
促
進
室
主
幹

飯
田

峯
生

大
分
県
は
今
、
新
し
い

｢豊
の
国
｣
づ
く
り
に
向

か
っ
て
一
村
一
品
運
動
等
、
県
民
の
一
人
ひ
と
り
が

物
心
両
面
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
、
ま
た
個
性
豊
か
で
多
様
性
に
富
ん
だ
地
域

づ
く
り
を
基
本
と
し
、
物
も
豊
か
心
も
豊
か
な

｢世

界
に
開
か
れ
た
"豊
の
国
“づ
く
り
｣
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
の
が
道
路
整
備
、｢豊
の
国
の
道
づ
く
り
｣
で
あ
る
。

こ
の

｢豊
の
国
の
道
づ
く
り
｣
は

"活
力
あ
る
地

方
圏
を
つ
く
る
道
づ
く
り
“
"大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
え
る
道
づ
く
り
“
“地
域
の
生
活
を
支
え
る
道

づ
く
り
"
"街
の
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
道
づ
く
り
"

“災
害
に
強
く
、
安
全
な
道
づ
く
り
“
“人
に
や
さ

し
い
自
然
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
“
の
六
つ
の
目
標

を
掲
げ
、
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て
も
、
こ
の
目
標
達
成
の

一
環
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

本
県
の
場
合
、
県
人
口
の
四
四
%
が
集
中
す
る
大

分
･
別
府
の
両
市
で
電
線
類
地
中
化
を
実
施
し
て
お

り
、
中
で
も
大
分
市
に
つ
い
て
は
、
J
R
大
分
駅
前

か
ら
商
店
街
、
県
庁
前
に
い
た
る
中
心
部
に
お
い
て

直
轄
国
道
一
〇
号
、
補
助
国
道
一
九
七
号
、
県
道
大

分
港
線
、
市
道
･
中
央
通
り
線
、
遊
歩
公
園
線
、
府

内
一
〇
号
線
、
羽
衣
町
浜
町
線
、
府
内
長
浜
線
の
八

路
線
一
○
･
四
如
、
ま
た
別
府
市
に
つ
い
て
は
別
府

駅
前
か
ら
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
直
轄
国
道
一

〇
号
線
、
県
道
別
府
停
車
場
線
、
市
道
･
富
士
見
通

り
線
の
三
路
線
三
･
一
蹴
、
合
計
一
〇
路
線
一
三
･

五
如

(内
六
･
七
軸
は
第
1
次
電
線
類
地
中
化
五

箇
年
計
画
で
完
了
)
に
つ
い
て
C
A
B
方
式
、
単
独

地
中
化
方
式
及
び
自
治
体
管
路
方
式
に
よ
り
電
線
類

の
地
中
化
を
推
進
し
て
い
る
。

第
↑
次
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
に

つ
い
て
(昭
和
六
一
年
度
と
平
成
三
年
度
)

本
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
一
年
当
時
、
歩
道
上

に
は
電
柱
が
わ
が
も
の
顔
に
立
ち
、
道
路
上
空
に
は

架
空
電
線
類
が
街
路
樹
と
接
触
し
な
が
ら
入
り
乱
れ

て
走
り
、
歩
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
当
た
り
前

の
時
代
、
電
柱
の
な
い
、
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
さ

れ
た
歩
道
な
ど
、
大
都
会
か
外
国
の
遠
い
世
界
の
話

で
地
方
都
市
に
と
っ
て
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
社
会
経
済
の
好
転
に
伴
い
、

ま
た
電
力
会
社
、
N
T
T
な
ど
の
円
高
差
益
の
還
元
、

38 道行セ 93,6
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消
防
活
動
の
円
滑
化
等
の
都
市
災
害
防
止
上
の
必
要

性
、
良
好
な
歩
行
者
空
間
確
保
等
の
質
の
向
上
を
望

む
社
会
的
要
請
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
方
都
市
で
も
電

線
類
地
中
化
が
本
格
化
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
早

速
本
県
の
地
中
化
協
議
会
で
地
中
化
計
画
を
策
定
、

九
州
地
区
電
線
類
地
中
化
協
議
会
の
承
認
を
受
け
、

事
業
実
施
に
取
り
掛
か
っ
た
が
、
な
に
し
ろ
道
路
管

理
者
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

試
行
錯
誤
の
連
続
で
工
事
着
手
に
至
る
ま
で
に
は
相

当
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。

こ
の
主
な
原
因
の
一
つ
に
は
支
障
埋
設
物
の
取
扱

い
の
問
題
が
あ
る
。
占
用
申
請
図
面
に
記
載
さ
れ
て

　が

靜

ージ写真

い
る
占
用
位
置
や
占
用
深
さ
が
実
際
の
も
の
と
相
違

し
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
、
一
番
や
っ
か
い

だ
っ
た
の
は
占
用
申
請
が
な
さ
れ
て
な
い
不
法
埋
設

物
が
あ
っ
た
た
め
試
掘
調
査
箇
所
が
増
加
し
た
こ
と
、

C
A
B
事
業
に
当
た
り
埋
設
物
件
の
監
督
処
分
に
よ

る
移
設
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
赤
字
会
計
の
上
水
道

や
経
営
規
模
の
あ
ま
り
大
き
く
な
い
事
業
者
は
負
担

が
か
か
り
過
ぎ
る
と
難
色
を
示
し
た
た
め
、
移
設
に

至
る
ま
で
に
は
相
当
の
絹
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
当
時
、
電
柱
に
添
加
し
不
法
に
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
た
音
楽
放
送
線
の
問
題
が
あ
る
。
音
楽
放
送

線
各
社
を
呼
び
占
用
の
正
常
化
を
前
提
に
キ
ャ
ブ
シ

ス
テ
ム
ヘ
の
入
線
を
勧
め
て
い
た
が
交
渉
が
難
航
し
、

や
む
を
得
ず
c
A
B
事
業
を
早
く
進
め
る
う
え
で
の

臨
時
の
措
置
と
し
て
、
当
面
C
A
B
事
業
区
間
に
つ

い
て
の
み
五
年
前
に
遡
り
占
用
料
を
支
払
い
正
常
化

す
る
と
し
た
条
件
を
提
示
し
、
一
度
は
そ
の
線
で
話

が
つ
い
た
が
事
業
着
手
直
前
に
な
っ
て
決
裂
す
る
な

ど
そ
の
た
め
無
駄
な
時
間
を
要
し
た
の
も
、
そ
の
原

因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
も
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ

ム
予
定
路
線
は
市
街
地
の
幹
線
道
路
の
た
め
、
占
用

企
業
者
の
電
力
供
給
、
通
信
回
線
に
と
っ
て
も
幹
線

と
な
っ
て
い
る
路
線
が
多
く
、
特
に
通
信
回
線
に
つ

い
て
は
十
数
条
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が
埋
設

さ
れ
他
の
占
用
物
件
の
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
の
関
係
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か
ら
A
B
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

し
て
は
、
大
分
市
道
･
中
央
通
り
線
が
あ
る
。
本
路

り
広
げ
、
暗
く
寒
い
冬
の
夜
は

"光
の
シ
ャ
ワ
ー
“

な
く
、
や
む
な
く
片
側
を
単
独
地
中
化
方
式
に
変
更

線
は
J
R

ト
駅
の

に
立

隠
し
、
沿
首
に
は

"
‐

ツ
リ
ー

′

"
質

し
一
方
を
C
A
B
方
式
と
し
た
路
線
も
あ
っ
た
。
こ

の
場
合
単
独
地
中
化
方
式
に
変
え
た
区
間
に
つ
い
て

は
C
A
B
で
な
い
こ
と
か
ら
補
助
採
択
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ず
、
歩
道
舗
装
や
道
路
照
明
灯
、
街
路
樹

等
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
予
算
確
保
に
苦
労
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

各
道
路
管
理
者
と
も
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
、
一
歩
一
歩
解
決
し
て
行
き
、
本
県
に

お
い
て
も
第
1
次
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
は
目

標
ど
お
り
無
事
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

本
県
に
お
け
る
、
第
1
次
地
中
化
五
箇
年
計
画
の

中
で
、
特
筆
す
べ
き
成
果
を
あ
げ
た
代
表
的
箇
所
と

　　
　
　
　　　

　キ

ーD
D
D

□

』

線
は
J
R
大
分
駅
の
正
面
に
位
置
し
、
沿
道
に
は
百

貨
店
、
大
型
ス
ー
パ
ー
、
銀
行
証
券
各
社
及
び
ホ
テ

ル
等
が
立
地
し
て
お
り
、
ま
た
県
下
最
大
の
商
店
街

が
隣
接
す
る
、
商
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
最
も
人
通

り
の
多
い
賑
や
か
で
活
気
溢
れ
る
大
分
の
“顔

“
と

も
言
え
る
場
所
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
大
分
市
は
、
昭
和
六
一
年
C

A
B
事
業
の
補
助
採
択
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、

電
柱
の
林
立
す
る
雑
然
と
し
た
街
並
を
、
安
全
で
豊

か
な
生
活
と
、
親
し
み
心
の
ふ
れ
合
う
美
し
い
街
並

に
す
る
べ
く
、
並
々
な
ら
ぬ
決
意
と
沿
道
の
企
業
、

地
元
関
係
者
の
全
面
的
協
力
と
支
援
を
受
け
、
道
路

空
間
を
よ
り
有
効
、
円
滑
に
活
用
す
る
た
め
電
柱
を

撤
去
し
、
道
路
全
体
の
幅
員
構
成

(断
面
図
参
照
)

を
変
え
、
中
央
分
離
帯
を
狭
め
歩
道
を
車
道
に
出
し
、

広
く
な
っ
た
歩
道
部
に
は
C
A
B
ボ
ッ
ク
ス
を
埋
設

し
、
そ
の
上
に
格
調
高
い
タ
イ
ル
舗
装
、
木
製
の
植

栽
ボ
ッ
ク
ス
、
煉
瓦
調
花
壇
、
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
照
明
灯
、
さ
ら
に
は
バ
ス
レ
ー
ン
の
カ

ラ
ー
舗
装
化
等
々
を
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら
設
置

し
見
違
え
る
ば
か
り
の
道
路
空
間
、
街
並
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
。

本
路
線
は
ま
た
、
夏
の
夕
べ
に
は
歩
行
者
天
国
に

開
放
し
、
｢七

夕
祭
り
｣
四
二
万
人
広
場
の
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
市
民
総
踊
り
等
々
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
繰

"電
飾
ツ
リ
ー
“

の
光
で
道
路
を
包
む
光
の
ぺ
-

ジ
ェ
ン
ト
等
、
心
豊
か
な
魅
力
あ
る
大
分
を
創
出
し

て
い
る
。
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◎
第
ー
次
電
線
類
地
中
化
計
画
の
反
省
点

1

占
用
埋
設
物
件
の
管
理
の
徹
底
、
今
後
社
会
情

勢
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
予
測
出
来
な
い
道
路
空

間
利
用
の
必
要
性
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
、
特
に

都
市
部
に
お
い
て
は
道
路
管
理
者
が
支
障
無
く
使

用
が
出
来
る
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。

2

第
1
次
計
画
で
は
、
や
や
も
す
れ
ば
地
中
化
延

長
確
保
が
優
先
し
、
単
独
地
中
化
区
間
の
一
部
で

は
電
線
類
を
撤
去
し
た
の
み
で
、
歩
道
舗
装
の
カ

ラ
ー
化
等
の
高
級
化
が
図
ら
れ
て
な
く
、
せ
っ
か

く
の
地
中
化
の
効
果
が
半
減
し
て
い
る
箇
所
が
あ

り
、
今
後
、
該
当
道
路
管
理
者
に
対
策
を
考
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

3

地
中
化
と
同
時
に
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
し
た
、

歩
道
上
に
自
動
車
が
駐
車
し
、
快
適
な
歩
行
空
間

を
阻
害
し
た
り
、
舗
装
の
沈
下
が
見
ら
れ
る
た
め

駐
車
防
止
柵
等
設
置
に
よ
る
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
。

4

C
A
B
ボ
ッ
ク
ス
内
の
換
気
に
つ
い
て
、
計
画



当
初
C
A
B
ボ
ッ
ク
ス
の
換
気
は
自
然
換
気
方
式

が
主
流
と
な
っ
て
い
た
が
、
途
中
か
ら
強
制
換
気

方
式
に
な
り
強
制
換
気
に
変
更
し
た
が
、
そ
れ
以

前
に
設
置
し
た
自
然
換
気
方
式
の
分
に
つ
い
て
は

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
今
後
取
り
替
え
の
必
要

が
あ
る
。

5

C
A
B
ボ
ッ
ク
ス
に
隣
接
し
た
部
分
の
ブ
ロ
ッ

ク
舗
装
が
、
埋
め
戻
し
土
の
締
め
固
め
等
工
事
を
、

入
念
に
施
工
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
等
沈
下

が
見
ら
れ
今
後
の
工
事
に
際
し
て
は
工
法
の
再
検

討
が
必
要
。

ま
た
、
そ
の
他
の
こ
と
と
し
て
、
第
1
次
電
線
類

地
中
化
五
箇
年
計
画
に
当
た
り
地
中
化
要
望
の
強

か
っ
た
県
道
･
別
府
停
車
場
線
が
あ
る
。
本
路
線
は

温
泉
で
全
国
で
も
有
名
な
別
府
市
の
、
J
R
別
府
駅

の
正
面
、
｢国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
｣
の
表
玄
関

に
位
置
す
る
、
別
府
市
の
顔
と
な
る
通
り
と
し
て
重

要
な
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
沿
線
に
は

老
朽
化
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
、
道
路
上
に
は
雑
然
と
電

線
類
が
走
り
、
都
市
防
災
上
ま
た
、
観
光
都
市
別
府

の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
点
が
多
く
改
善
の
要

望
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
電
線
類
地
中
化
を
す
る
に

は
本
路
線
の
南
側
に
木
造
二
階
建
て
の
店
舗
が
運
担

し
て
お
り
当
時
の
地
中
化
規
準
の
一
つ
で
あ
る
ビ
ル

化
率
の
点
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
処
理
、
ま
た
当
市
が
戦

災
に
あ
っ
て
な
く
温
泉
管
等
、
地
下
に
何
が
埋
設
さ

れ
て
い
る
か
把
握
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た

が
、
一
番
の
問
題
は
駅
前
の
再
開
発
が
絡
み
、
単
な

る
地
中
化
事
業
で
は
中
途
半
端
な
も
の
に
な
り
か
ね

ず
、
地
元
商
店
街
、
市
に
よ
る
整
備
計
画
を
待
つ
こ

と
と
し
次
期
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
に
委
ね
る

と
し
た
経
緯
が
あ
る
。

第
2
次
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
に

つ
い
て
(平
成
二
年
度
!
平
成
七
年
度
)

第
2
次
電
線
類
地
中
化
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
①

第
1
次
電
線
類
地
中
化
計
画
で
形
成
さ
れ
た
既
存
の

地
中
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
②
各
種
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
街
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
路
に
係
わ
る
も
の

を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
地
中
化
路
線
の
選

定
に
当
た
り
、
平
成
四
年
度
当
初
か
ら
各
道
路
管
理

者
、
電
線
企
業
者
及
び
県
警
察
か
ら
な
る
大
分
･
別

府
地
区
電
線
類
地
中
化
協
議
会
に
お
い
て
、
地
中
化

計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
①
の
既
存
地
中
化

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
つ
い
て
は
、
第
1
次
地
中
化

五
箇
年
計
画
で
都
市
中
心
部
の
地
中
化
を
完
了
し
、

今
回
の
計
画
は
都
市
中
心
部
の
端
に
当
た
る
た
め
、

今
回
の
新
た
な
地
中
化
規
準
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
テ
リ

ア
に
準
じ
る
地
区
に
該
当
す
る
も
の
の
、
道
路
管
理

者
、
電
線
企
業
者
と
も
、
単
独
地
中
化
方
式
と
す
る

か
自
治
体
管
路
方
式
と
す
る
か
、
第
1
次
地
中
化
計

画
期
間
内
で
生
じ
た
種
々
の
経
緯
か
ら
議
論
の
別
れ

スし　

　

、＼

-

た
路
線
が
一
部
に
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
｢電
線
類

地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣
の
管
路
方
式
の
地
中
化
は

原
則
自
治
体
管
路
と
す
る
と
の
答
申
の
主
旨
を
踏
ま

え
、
地
中
化
事
業
、
積
極
推
進
の
観
点
か
ら
自
治
体

管
路
方
式
と
す
る
こ
と
で
合
意
を
し
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
大
分
県
立
病
院
移
転
先
の
ア
ク
セ

ス
道
で
あ
る
補
助
国
道
二
一
〇
号
、
“魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
“
の
日
田
市
道
･
丸
山
五
和
線
、
及
び
佐

伯
市
道
･
馬
場
先
新
女
島
線
の
三
路
線
の
候
補
が
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あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
路
線
と
も
現
時
点
で
は
沿
道

電
力
需
要
密
度
が
四
万
K
W
/
H
以
下
と
ク
ラ
イ
テ

リ
ア
に
満
た
な
い
路
線
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
地
中

化
計
画
へ
の
組
み
入
れ
を
見
送
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
協
議
を
経
て
、
大
分
･
別
府
地
区

第
2
次
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
が
出
来
上
が
り
、

平
成
四
年
八
月
の
九
州
地
区
電
線
類
地
中
化
協
議
会

で
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
地
中
化
五
箇
年
計
画
で
特
徴
的
な
も
の
と

し
て
は
、
前
回
の
五
箇
年
計
画
で
は
条
件
が
整
わ
ず新聞切り抜き

見
送
り
の
形
と
な
っ
た
県
道
･
別
府
停
車
場
線
に
つ

い
て
、
そ
の
後
別
府
市
が

｢別
府
駅
前
通
り
整
備
基

本
計
画
｣
を
策
定
し
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
キ
ャ
ブ

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
、
市
の
街
路
事
業

(シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
事
業
)
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
分
市
の
市
道
･
府
内
長
浜
線

(通
称
若

松
通
り
)
で
は
若
松
通
り
商
店
街
の
再
開
発
に
併
せ

て
自
治
体
管
路
方
式
に
よ
る
電
線
類
地
中
化

(新
聞

切
り
抜
き
)
を
行
い
、
よ
り
質
の
高
い
ユ
ニ
ー
ク
な

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

第
2
次
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
直
轄
国
道
、
市
道
事
業
に
つ
い
て
は

平
成
四
年
度
末
か
ら
、
ま
た
、
補
助
国
道
、
県
道
事

業
に
つ
い
て
は
平
成
五
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
地

中
化
の
緒
に
付
い
た
ば
か
り
と
い
う
の
が
実
情
と

な
っ
て
い
る
。

本
年
四
月
の
総
合
経
済
対
策
閣
僚
会
議
の
結
果
を

受
け
、
第
2
次
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
の
一
年

前
倒
し
す
る
こ
と
と
な
り
、
九
州
地
区
で
も
九
州
地

区
地
中
化
協
議
会
の
臨
時
幹
事
会
が
召
集
さ
れ
、
事

務
局
よ
り
当
地
区
に
お
い
て
も
、
早
急
に
前
倒
し
計

画
を
立
て
そ
れ
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
が

あ
っ
た
。

こ
の
要
請
に
基
づ
き
、
本
県
の
地
中
化
協
議
会
に

お
い
て
、
五
年
当
初
計
画
一
･
九
如
に
二
･
三
如
を

追
加
す
る
地
中
化
前
倒
し
計
画
を
立
て
、
現
在
、
補
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藤
燈
離
州麟
鬘
鰓瀰
憲
機
機
構
惹
猷
搬
撥
感
機
麓
獺

オ
シ
ャ
レ
な
街
に
変
身
舎
兀成
予
想
図
)

着
工
す
る
商
店
街
の
再
開
発
中
央
交
差
点
ま
で
を
二
番
の
分
析
を
し
た

に
向
け
て
、具
体
的
な
計
画
街
、
中
…茶
釜
蟹
窓
技
涌
終歩
･う
え
で
の
計
画

を
つ
く
っ
た
。
ア
寸
ケ
ー
ド

公
団
側
入
り
口
ま
で
を
三
番

だ
け
に
、
桝
永

は
撤
去
、
電
柱
苓
煙
申
に
｣還
街
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
の
･理
事
長
は
｢細

殺
し
、
落
葉
樹
を
"鰐
へ
御
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
こ
か
い
部
分
の
手

彫
石
を
使
い
カ
ラ
事
舗
装
一を
と
。
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら

直
し
は
す
る

再開発の基本計画できる

･す
る
℃,商
店
街
入
り
口
に
は
検
討
を
重
ね
る
が
、
一番
街
が
、
基
本
的
に

高
さ
約
六
崩
の
ス
テ
ン
レ
ス
は
府
内
会
館
を
生
か
し
、
二
は
こ
の
計
画
で

製
の
円
柱
を
設
置
、
生
ま
れ
-番
街
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し

い
き
た
い
。
今

変
わ
った
商
店
街
の
シ
ン
ポ
て
、
三
番
街
は
遊
歩
公
園
が
後
、
各
商
店
の

ル
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
ら
の
回
遊
を
楽
し
め
る
散
策
意
見
を
問
い

ベ
ン
チ
"
水
飲
み
場
な
こ憩
路
の
本
隊
嬢
…能
を
持
た
せ
て
、
さ
ら
に
煮

い
の
設
備
や
待
ち
合
わ
せ
煽
る
予
定
。

詰
め
て
い
く
｣

所
の
目
印
に
な
る
時
計
も
あ

同
商
店
街
理
事
会
に
設
置
と
話
し
て
い

る
。

さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ク
ル
ー
る
。



正
予
算
案
の
要
望
、
事
業
執
行
計
画
等
の
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
前
倒
し
は

来
年
度
事
業
着
手
予
定
の
路
線
を
本
年
度
に
着
手
す

る
こ
と
や
、
本
年
度
新
規
着
手
し
た
路
線
の
全
区
間

を
一
年
で
完
成
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
測
量

や
設
計
及
び
試
掘
調
査
等
も
十
分
で
な
い
現
在
、
今

後
、
事
業
の
執
行
に
は
相
当
な
覚
悟
と
努
力
が
必
要

と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

電
線
類
の
地
中
化
は
、
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、

都
市
災
害
防
止
機
能
の
向
上
等
そ
の
整
備
効
果
に
つ

い
て
は
、
本
県
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
今
後
も
一
層
要
望
は
強
く
な
る
と
思
わ
れ

る
。ま

た
、
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
け
る

交
通
安
全
施
設
整
備
計
画
の
中
で
も
、
高
齢
化
社
会

等
に
向
け
、
人
に
や
さ
し
い
、
障
害
物
の
な
い
歩
道

整
備
が
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
よ
う
に
電
線
類
地
中
化
計
画
が
前
倒
し
さ

れ
る
と
、
引
き
続
き
第
3
次
地
中
化
五
箇
年
計
画
も

早
い
時
期
に
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今

後
路
線
選
定
等
の
検
討
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
期
計
画
を
立
て
る
中
で
、
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
る

の
は
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
第
1
次

計
画
、
第
2
次
計
画
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

を
満
足
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
準
じ
る
地
域
に
つ
い
て

ほ
ぼ
計
画
路
線
に
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
地
中
化
を

し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
場
所
と
し
て
は
、
多
く
の

人
が
集
ま
る
商
店
街
の
再
開
発
、
公
園
、
学
校
、
各

種
会
館
施
設
、
各
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
及
び
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
関
連
す
る
道
路
の
中
か
ら
選
定
し

て
行
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
殆
ど
の
場
所
が
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を

満
足
し
て
お
ら
ず
、
今
の
ま
ま
の
規
準
で
は
地
中
化

の
事
業
は
要
請
者
全
額
負
担
と
云
う
財
政
面
で
の
問

題
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
期
五

箇
年
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
の
設
定

規
準
の
緩
和
が
是
非
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

時
宜
を
得
、
電
線
類
地
中
化
事
業
の
推
進
に
よ
る

質
の
高
い
社
会
資
本
整
備
事
業
に
携
る
こ
と
が
出
来
、

ま
た
こ
の
よ
う
に
本
県
の
地
中
化
の
実
情
を
述
べ
る

機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
建
設
省
は
じ
め
関
係
各
省
庁
の
ご
指
導
の

も
と
各
電
線
企
業
者
の
協
力
を
得
、
事
業
推
進
に
努

力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Jリ
ン
/
!
//

特集 / 電線類地中化について



到
≦
芝
電
線
類
地
中
化
に
つ
ぃ
て

細
街
路
整
備
と
電
線
類
地
中
化

-
金
沢
市
ー

金
沢
市
土
木
部
み
ち
筋
整
備
課

野
崎

竜
行

　　
　
　
　

　
　

、い
き
紙
滋}

　　
　
　
　

　

　
　

写真 1 金沢市

は
じ
め
に

金
沢
市
は
犀
川
･
浅
野
川
は
じ
め
数
多
く
の
水
の

流
れ
や
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
加
賀
百
万

石
の
城
下
町
と
し
て
名
勝
兼
六
園
を
中
心
に
格
調
高

い
伝
統
を
継
承
し
繁
栄
し
て
き
た
、
文
化
都
市
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
高
度
経
済
成
長
の
も
と
都
市
化

へ
の
変
貌
が
進
み
、
昭
和
四
三
年
に
全
国
に
さ
き
が

け
て

｢金
沢
市
伝
統
環
境
保
存
条
例
｣
を
制
定
し
、

伝
統
的
街
並
み
や
自
然
景
観
の
保
全
･
育
成
に
つ
と

め
て
き
た
。
そ
し
て
市
制
百
周
年
を
迎
え
た
平
成
元

年
に
こ
の
条
例
を
継
承
･
発
展
さ
せ
、
未
来
に
向
け

た

｢金
沢
市
に
お
け
る
伝
統
環
境
の
保
存
及
び
美
し

い
景
観
の
形
成
に
関
す
る
条
例

(都
市
景
観
条
例
と

を
制
定
し
、
よ
り
総
合
的
な
景
観
形
成
に
向
け
て
新

た
な
歩
み
を
始
め
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
昭
和
夫
三
年
度
よ
り
市

中
心
部

(長
町
武
家
屋
敷
周
辺
)
の
一
部
で
電
線
類

道イテセ 93.6 4,



の
地
中
化
に
着
手
し
、
現
在
市
内
で
約
一
三
蹴
の
完

成
を
み
て
い
る
。

歩
け
る
み
ち
筋
整
備
事
業

戦
災
を
受
け
ず
城
下
町
の
面
影
を
残
す
金
沢
は
、

歴
史
的
、
ま
た
地
形
的
に
も
特
徴
あ
る
景
観
を
残
し

て
い
る
が
、
大
通
り
か
ら
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と

曲
り
く
ね
っ
た
細
街
路
に
車
や
二
輪
車
、
歩
行
者

図 2 伝統環境保存区域 ･近代的都市景観創出区域

対象区域面積……2,oooha (旧市街地)
路線延長

囮窒事柴対象区域 総延長……………………… 61,610 m
整備済延長…………………… 9,820m
整備延長…………………… 51,790m図

6

　

　

　

妓

区象

詑

対

勘

QJ図

46

景
観
都
市
富
三=□

(平
成
4
年
3
月
23
日
議
決
)

私
た
ち
の
ま
ち
金
沢
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
地
形
を
背
景
に
、
歴
史

的
な
街
並
み
や
、
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
文
化
を
い
ま
に
伝
え
、
美
し

く
、
個
性
豊
か
で
魅
力
的
な
ま
ち
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。

私
た
ち
す
べ
て
の
市
民
は
、

乍
.

美
し
い
自
然
と
風
土
を
保
全
す
る
景
観
づ
く
り

↑
.
伝
統
的
･
文
化
的
な
資
産
を
継
承
す
る
景
観
づ
く
り

ー
.

環
境
に
調
和
し
た
新
し
い
都
市
空
間
を
創
造
す
る
景
観
づ
く
り

を
基
本
に
、
さ
ら
に
金
沢
ら
し
い
都
市
景
観
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を

宣
言
す
る
。

特集 / 電線類地中化について



が
混
在
し
、
と
く
に
高
齢
者
や
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は

｢歩
き
に
く
い
｣
道
路
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
細
街
路
を
中
心
に
、
交
通
弱
者
の
保
護
に

も
配
慮
し
た
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
創
造
を
目

的
に
、
平
成
三
年
度
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
る
。

｢
城
下
町
み
て
歩
き
コ
ー
ス
｣
を
核
に
、
金
沢
の

魅
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
特
に
景
観
向
上
に
重

点
を
置
い
た

｢潤
い
の
道
づ
く
り
事
業
｣、
ま
た
生

活
道
路
を
対
象
に
歩
き
や
す
さ
に
配
慮
し
た

｢安
全

な
裏
通
り
整
備
事
業
｣、
歴
史
や
眺
望
に
優
れ
て
い

る
坂
路
の
修
復

｢歴
史
の
坂
路
修
景
事
業
｣、
市
街

地
を
流
れ
る
数
多
く
の
用
水
並
び
に
用
水
沿
い
の
道

筋
を
修
景
整
備
す
る

｢用
水
景
観
整
備
事
業
｣
、
老

朽
化
橋
を
修
景
整
備
す
る

｢ふ
れ
あ
い
の
橋
整
備
事

業
｣
等
の
事
業
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
歩
け
る
み

ち
筋
整
備
事
業
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
際
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の

道
路
施
設
整
備
の
み
な
ら
ず
、
ソ
フ
ト
面
で
の
交
通

規
制
を
織
り
込
み
、
安
全
性
･
快
適
性
を
追
及
し
事

業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
沿
道
で
用
地
確
保
が
可
能

で
あ
れ
ば
買
収
し
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
の
築
造
も
行

い
、
景
観
形
成
上
重
要
な
箇
所
で
は
電
線
類
の
地
中

化
も
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

平
成
四
年
度
末
に
完
成
し
た

｢潤
い
の
道
づ
く
り

か
す
え

事
業
L
旧
主
計
町
地
内
道
路
修
景
整
備
工
事
及
び
電

線
類
地
中
化
工
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

旧
主
計
町
道
路
修
景
整
備
事
業

〔事
業
の
概
要
〕

主
計
町
の
由
来
は
大
阪
夏
冬
の
両
役
に
功
を
た
て

た
加
賀
藩
士
･
富
田
主
計
の
邸
地
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
金
沢

の
三
茶
屋
街
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
も
伝
統
的
な
家

並
み
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り

｢金
沢
城
下
町
見
て
歩

き
コ
ー
ス
｣
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境

　　 　　　
　　　　　　 　　　　　　　

写真 2 修景工事完成

に
調
和
し
た
質
の
高
い
修
景
整
備
を
目
標
に
、同
時

に
電
線
類
地
中
化
も
実
施
し
た
。

〔工
事
概
要
〕

セ一丁

o
工

事

名

旧
主
計
町
地
内
道
路
修
景
整
備
工
事

"道

旧
主
計
町
地
内
電
線
類
地
中
化
工
事

o
工
事
場
所

金
沢
市
尾
張
町
二
丁
目
地
内

o
工

期

平
成
三
年
一
〇
月
一
六
日
!
五
年

三
月
三
一
日＼

＼

マ

＼

“
#“/
!

′
“

　
　

◇
"..
＼　　　

　

＼

｣

-
‐



o
工

期

(地
中
化
工
事

平
成
四
年
八
月

一
七
日
!
五
年
三
月
三
一
日
)

o
工

費

道
路
修
景
工
事
費一

一
、
0
0
0
万
円

電
線
類
地
中
化
工
事
費

(全
額
要
請
者
)

一
0
、
八
〇
〇
万
円

合
計

ニ
ー
、
八
〇
0
万
円

o
工
事
延
長

L
=
二
五
0
m

o
道
路
中
員

W
=
三

･
九
m

o
御
影
石
張
り
舗
装
工

A
=
八
二
三
髭

o
護
岸
バ
ラ
ペ
ッ
ト
化
粧
工

0
道
路
照
明
工

ガ
ス
灯

(六
基
)

電
気
灯

(四
基
)

o
植
樹
帯
･
植
栽
工

o
消
雪
装
置
設
置
工

◎
電
線
類
地
中
化
工
事

特集/ 電線類地中化についてて

1

御
影
石
張
り
舗
装
工

い

伝
統
環
境
保
存
区
域
内
で
も
特
に
景
観
形
成
上
重

つ

要
な
場
所
で
あ
り
、
都
市
景
観
審
議
会
の
委
員
の

方
々
と
現
地
で
の
色
合
わ
せ
な
ど
十
分
検
討
し
、
御

影
の
石
張
り
舗
装

(色
調
は
桜
色
…
小
桜
色
…
白
色

=
七
…

-
…
-
●
と
し
、
風
情
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

け
る
道
路
に
整
備
し
た
。

2

護
岸
バ
ラ
ペ
ッ
ト
化
粧
エ

パ
ラ
ペ
ッ
ト
道
路
側
に
表
面
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
施
工
し
、
仕
上
げ
は
淡
い
ク
リ
ー
ム
色
で
ア
ク
リ

キ･
ム
ス
コ

ル
リ
シ
ン
吹
付
を
行
い
、
周
辺
家
並
の
木
虫
篭
模
様

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

3

道
路
照
明

歴
史
的
家
並
や
時
代
性
を
重
視
し
グ
リ
ー
ン
系
色

の
ガ
ス
灯
六
基
、
電
気
照
明
灯

(ガ
ス
灯
風
灯
具
)

四
基
を
設
置
し
、
隣
接
す
る
鏡
花
の
道
か
ら
一
連
の

ガ
ス
灯
風
灯
具
に
統
一
し
た
。

4

植
栽

既
存

｢さ
く
ら
｣
の
周
辺
に
植
樹
帯
を
設
置
し
、

日
本
古
来
の
地
被
類

｢
タ
マ
リ
ュ
ウ
｣

･
｢
シ
ュ
ン

ラ

ン
｣

.

｢寒

ツ
バ
キ
｣

･

｢
日
光
キ
ス
ゲ
｣

･

｢
キ
チ
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
｣
を
植
樹
し
た
。

5

電
線
類
の
地
中
化

(工
事
概
要
)

前
述
の
よ
う
な
質
の
高
い
道
路
整
備
に
合
わ
せ
、

よ
り
景
観
の
向
上
を
求
め
、
電
線
類
地
中
化
計
画
が

具
体
化
し
、
技
術
的
に
も
非
常
に
難
し
い
当
地
区
に

お
い
て
電
線
管
理
者
･
道
路
管
理
者
･
河
川
管
理
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写真3 地中化施工前



基本協定書

金沢市道電線類地中化に伴う基本協定書

金沢市 (以下 ｢甲｣という)と (以下 ｢乙｣ という)

とは、金沢市道電線類地中化工事に関して次のとおり協定を締結
する。

(目的)

第 1条 本協定は、甲の要請により甲の金沢市道準幹線501号堀

川 ･桜町線、片町 1丁目線9号 ･ 2連区線25号、東山 1丁
目6号 ･15号の道路修景工事に伴う電線類地中化工事によ

り設置する管路設備に、乙が乙の事業の用に供する地上設
置機器及びケーブルを収容する場合の費用負担等の基本的
事項について定めることを目的とする。

(設備形態)

第2条 乙の使用する管路設備の形態、仕様、規格等は乙の定め

る管路設備の形態、仕様規格を満足するものとする。
2 乙の使用する管路設備は、乙が専用で使用できるものと
し、 電話業者等との設備の混用は行わないものとする。

3 乙の使用する管路設備は、将来において乙が使用を予定

する皆路 (予備管路を含む)を見込んで建設するものとす
る。

(資産の区分)

第3条 管路設備は甲の資産とし、ハンドホール、引込み管路

(宮地内区分)等の地下構造物を含むものとする。
2 地上設置機器及びケーブルは乙の資産とする。

(設備の建設)

第4条 甲は乙の使用する管路の建設に関する調査設計、施工に

ついて電気事業者の了解を受けた建設業者に発注するもの
とする。

(建設費等の負担)

第5条 地上設置機器及びケーブルの地中化に要する費用は全額
甲が負担するものとする。

2 管路設備は甲が工事を発注し施工するものとし、地上設
置機器及びケーブルの敷設等の建設は甲の負担により乙が

施工するものとする。
3 管路設備を増設及び更新するための費用は甲が負担する
ものとし、 それ以外の費用は乙が負担するものとする。

4 道路管理者の監督処分等により管路設備を移設するため

の費用は甲が負担するものとする。但し地上設置機器及び

ケーブルは乙の負担とする。

(設備の維持管理)

第6条 甲は乙の使用する管路設備の維持管理を乙に委託するも

のとし、別途契約を締結するものとする。

(設備の使用料及び維持管理費)

第7条 乙が使用する管路設備は甲が乙に維持管理を委託するも

のとし、維持管理費及び使用料は無償とする。

(地上設置機器及びケーブルの占用料)

第8条 管路設備内に施設する地上設置機器及びケーブルは乙の
占用物件とし、占用料については完成後10年間は免除する

(負担金の清算並びに支出)

第9条 乙は地上設置機器及びケーブルの敷設等に要した費用を

清算しその結果を甲に通知し、確認を受けるものとする。
2 甲は請求書により乙に対して負担金を支払うものとする

(諸手続き)

第10条 工事の施工に伴う諸手続きは ｢甲｣ ｢乙｣ の責任におい

てそれぞれが行うものとする。

(その他)

第11条 本協定に定めない事項又は内容に疑義が生じた場合は、
その都度甲乙が協議して定めるものとする。

本協定の締結を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名捺印

のうえ各1通を保有する。

平成 年 月 日

(甲) 金 沢 市 長

道行セ 93,6 49



者
･
地
元
等
と
も
幾
度
も
協
議
を
重
ね
地
中
化
が
完

②

既
設
埋
設
物
調
査

金
沢
市
発
注
設
計
コ
ン

(電
気
事
業
法
等
の

成
し
た
。

サ
ル
タ
ン
ト

有
資
格
者
)

圏
地
中
化
方
式

管
路
方
式

③

占
用
位
置
調
整

金
沢
市

⑨

既
設
埋
設
管
移
設

金
沢
市

圏
費
用
負
担

全
額
要
請
者
負
担

④

概
略
設
計
(電
線
類
及
び
機
器
)
各
々
電
線

⑲

道
路
及
び

鬮
資
産
区
分

管
路
設
備
は
金
沢
市
、機
器
及
び

類
管
理
者

河
川
二
次
占
用
申
請

各
電
線
類
管
理
者

ケ
ー
ブ
ル
は
各
電
線
類
管
理
者

⑤

地
元
説
明
会

金
沢
市

⑪

工
事
施
工

(工
事
内
容
)

⑥

実
施
設
計
(管
路
設
備
)

(電
線
類
及
び
機
器
)

“

･
地
中
化
延
長

L
=
二
五
0
m

金
沢
市
発
注
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

圏
調
査

･
電
力
用
ケ
ー
ブ
ル
総
管
路
延
長

(電
線
類
及
び
機
器
)

既
設
地
下
埋
設
物
及
び
土
質
は
手
掘
り
に
よ
り
確

“
=
二
、

一
〇
五
m

各
々
電
線
類
管
理
者

認
を
行
っ
た
。

管
径

"

-
0
0
鬮

⑦

道
路
及
び
河
川
占
用
申
請

金
沢
市

0
地
下
埋
設
物

下
水
道
管

多
八
〇
〇
獅

の
七
五
m

⑧

工
事
施
工
(管
路
設
備
)
金
沢
市
発
注
業
者

土
被
り
H
=
二

･
八
m

材
質

s
v
p

･
電
話
用
ケ
ー
ブ
ル
総
管
路
延
長

“
=

一
、
一
七
三
m

管
径

の
五
○
畑

材
質

鋼
管

･
テ
レ
ビ
電
波
障
害
解
消
ケ
ー
ブ
ル
･
音
楽
放
送

用
ケ
ー
ブ
ル
総
菅
路
延
長

“
=
八

一
一
m

管
径

の
八
〇
面
･
の
五
○
禰

　
　
　
　

2900(Gの

②　　
　
　
　
　
　　
　　

材
質

s
v
p

　

　

断

行

　

　

に
〕

′)

図

･
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
総
数

N
=

一
六
箇
所

圏
地
中
化
工
事
実
施
分
担

内

容

実
施
担
当

①

事
前
打
合
せ
開
催

金
沢
市

特集/ 電線類地中化について



水
道
管

の
一
〇
〇
脚

･
景
観
に
配
慮
し
た
民
地
内
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

①

隣
接
す
る
市
管
理
の
公
園

H
=

一
.
二
m

ガ
ス
管

の
一
五
〇
鬮

H
=

一
･
o
m

0
土

質

砂
質
土
･
民
地
側
に
下
水
道
工
事

仮
設
C
C
P
杭

国
地
中
化
方
式
の
選
定

掘
り
返
し
の
抑
制
や
ケ
ー
ブ
ル
の
維
持
管
理
面
で

有
利
な
キ
ャ
ブ
方
式
も
検
討
し
た
が
、
工
費
及
び
河

川
占
用
条
件
等
か
ら
管
路
方
式
に
決
定
し
た
。

鬮
管
路
設
計

金
沢
市
発
注
の
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
各
電

線
類
管
理
者
が
設
計
し
た
線
路
設
計
を
参
考
に
管
路

設
計
を
行
っ
た
。

(設
計
条
件
)

0
埋
設
位
置

河
川
占
用
条
件
に
よ
り
管
路
位
置
は
民
地
側
へ
、

ま
た
既
設
埋
設
物
の
位
置
関
係
で
土
被
り
が
と
れ
な

く
電
力
用
ケ
ー
ブ
ル
管
路
、
電
波
障
害
ケ
ー
ブ
ル
管

路
は
材
質
が
s
v
p
で
あ
り
工
事
中
及
び
将
来
の
安

全
性
を
考
慮
し
て
防
護
板
の
設
置
を
行
っ
た

(図

5
)
0･

水
路
横
断
部

別
図
の
と
お
り
水
路
が
深
く
、
周
辺
状
況
か
ら
下

越
し
は
難
工
事
と
な
る
た
め
検
討
の
結
果
、
特
殊
床

板
構
造
と
し
管
路
設
計
を
行
っ
た

(図
6
)。

の
化
粧

周
辺
環
境
に
配
慮
し
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
木
で

囲
い
化
粧
を
行
っ
た

(図
7
)。

･
電
力
用
路
上
機
器
設
置
場
所

き均
さ
養

②

市
買
収
用
地

③

道
路
敷
空
地

回
管
路
工
事
施
工

セ

金
沢
市
の
発
注
に
よ
り
電
気
事
業
法
有
資
格

断

者
が
施
工
を
行
っ
た
。

剛
工
程
表

(既
貢
参
照
)

国
電
線
類
及
び
機
器
の
設
計
･
施
工

各
電
線
管
理
者
が
個
々
に
設
計
･
施
工
を

行
っ
た
。

93.6 5!

　
　

?

写

写真5
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囮
維
持
管
理

･
一
般
的
事
項

電
力
及
び
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
の
機
能
を
確
保
す
る

と
共
に
円
滑
な
管
理
運
営
を
図
る
。

･
管
理
契
約

基
本
協
定
書
に
基
づ
き
維
持
管
理
契
約
を
締
結
。

･
管
路
設
備
の
使
用
及
び
維
持
管
理

電
線
管
理
者
が
使
用
す
る
管
路
設
備
の
通
常
の
維

持
管
理
は
各
電
線
管
理
者
に
委
託
し
、
使
用
料
と
相

殺
す
る
。
た
だ
し
災
害
等
に
よ
る
故
障
、
損
傷
の
復

旧
は
別
途
協
議
と
す
る
。

･
通
常
の
維
持
管
理

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
附
近
の
路
面
段
差
･
排
水
･
換
気

等
の
巡
回
点
検
整
備
。

･
台
帳
等
の
整
備

収
容
物
件
の
把
握
及
び
緊
急
時
の
対
応
の
た
め
。

管
路
施
工
業
者
が
作
成
。
市
及
び
電
線
管
理
者
双
方

で
保
有
。

お
わ
り
に

本
市
の
地
中
化
の
現
況
は
主
要
幹
線
道
路
の
一
部

･
長
町
武
家
屋
敷
な
ど
で
整
備
が
完
了
し
て
い
る
が
、

今
後
幹
線
道
路
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
伝
統
的
な
町
並
、

風
致
地
区
を
含
め
全
市
域
を
対
象
に
地
中
化
構
想
を

策
定
し
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

道ネテセ 93,6 幻

工程表

　

　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

籤

引

-ー
!
-
!
!

-

-l

l

･!
'
!
l

i
l
l
-!
!
-!

l
li
'l

l
1
-!
-
‘!
!
-±

‐!
'
--!
!
‐

-!
-
!i

'1
l
!
'

!
-'

'!
'
‐±

!

‘!
,
!
,
,,!
,ー
,
,!
,

=

　　　
　
　　　
　　

　

　

　

　

月

.:
‐
:
:
;
;

:
"

-

-:
-
:

!
!
細

:
:
:
:
‐
:
:

!

:
:
:
:

　　
　　　

　

　　
　

　　

エ
月
2

:
:

:::
"“:
::

!
.
!
:,
:

:‘:‘
:;
!
:
,';
:‘:

:':
:';
:‘:
‐

　　
　

　　

　
　
　

　
　　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

　　
　

　
　
　

　

　

　

　　　

　

　　　

　　
　
　　
　　
　

　

　　

線

!
---
----
-高
-----
--

----
---

--.--
-‘--
‐-‐-
‐---
----

電

乳

"
ゴ'!!‐i
ll
l
l
↓
‐

I'l
1

11
･i
･1'
'

内

"憲一'
‘-‐-
'‘1
'1
1
‘
-'

‐-''
!

地
月

"±
,;
,!,
:::
::::下
'

:;
:

!
:-‘
‘:
:::

:::
‐:

町

""▲
,,,‘
,,.･
･.:
‐
;

‐:
‐
:

-±

!
-‐!
･ー
!
-

-!
‐
!

‐;

‐‐!
!
‐
i
‐
‐!‐-
‐‐!

‐!

‐-!

　
　
　

　　
　　
　
　
　　　
　

　　
　

　　　　
　　
　
　

　　
　　
　
　
　

　　　
　
　

主

.‘±-･
･!
-
‐‐‐･
･.･･.
!

‐-‐-
-'

''‐--
----
.-‐‘
‐!
‐
!
‐‐‐
.･･.
･･.
･-!

日

　　
　
　

　

　

ハ

管

･

I

:

'

‘

8

備

考



特集 / 電線類地中化について 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

維持管理契約書

金沢市道電線類地中化に伴う維持管理契約書

金沢市 (以下 ｢甲｣という)と (以下 ｢乙｣ という)

とは、 ｢金沢市道電線類地中化に伴う基本協定書く平成4年10月
1日締結)｣ 第6条に基づき、次のとおり維持管理契約を締結す
る。

(目的)

第 1条 本契約は、甲が乙に委託する管路設備の維持管理の対象
設備及び業務内容について定めることを目的とする。

(維持管理の対象設備)

第2条 甲が乙に維持管理を委託する管路設備 (予備費路を含
む)の設備内訳等は別表及び別図のとおりとする。

(維持管理業務の内容)

第 3条 甲が乙に委託する維持管理は乙の定める技術基準に従い
実施するものとし、その業務内容は次のとおりとする。
(1) 設備記録図の保管及び現行維持
(2) 第 3者による工事に伴う設備確認のための立会業務

(3) 機能維持のための設備の点検修理、但し管路設備の破
損等の補修は実費を乙が甲に請求出来るものとする。

2 前項各号に該当しない維持管理業務は、甲乙協議のうえ
実施するものとする。

(維持管理業務の制限)

第4条 本契約に定める維持管理業務には、天変地異文は乙の責

に帰すべからざる事由により生じた故障及び損傷は含まな
いものとする。

但し、甲の要請がある場合、乙は、甲乙別途協議して甲の
要請する業務を行うものとする。

(契約の変更)

第5条 甲又は乙はやむを得ない事由により契約の内容を変更す
る必要が生じたときは、 甲乙協議のうえ、 これを変更する

ものとする。

(その他)

第6条 本契約に定めない事項又は内容に疑義が生じた場合は、
その都度甲乙が協議して定めるものとする。

本契約の締結を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名捺印
のうえ各 l通を保有する。

平成 年 月 日

(甲) 金 沢 市 長

潔 道行セ 93,6
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翁
ふ

く
竃
線
類
地
中
化
に
つ
い
て

仙
台
市
に
轟
け
る
電
柱
の
無
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て

仙
台
市
建
設
局
道
路
部
計
画
課
長

久
保
田
克
彦

は
じ
め
に

仙
台
市
は
宮
城
県
の
中
央
に
位
置
し
、
北
緯
三
八

度
付
近
と
比
較
的
高
緯
度
に
あ
り
な
が
ら
、
海
岸
気

候
の
た
め
、
寒
暖
の
差
が
少
く
、
ま
た
季
節
の
区
分

は
明
確
で
あ
り
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
は
四
季
折
々

に
彩
り
を
か
え
、
市
民
に
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

市
域
の
北
端
か
ら
西
端
に
か
け
て
は
奥
羽
山
脈
が

走
り
、
蔵
王
国
定
公
園
を
は
じ
め
、
船
形
自
然
公
園
、

二
口
渓
谷
と
い
っ
た
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
東
に
は
広
い
丘
陵
地
が
続
い
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
山
地
、
丘
陵
地
の
間
を
七
北
田
川
、

広
瀬
川
、
名
取
川
が
東
流
し
て
仙
台
湾
に
注
ぎ
、
こ

れ
ら
三
河
川
の
堆
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
平
野
が

丘
陵
地
の
東
側
に
広
く
連
な
っ
て
い
ま
す
。

仙
台
市
は
、
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
が
目
指

す
多
極
分
散
型
国
土
形
成
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
都

市
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
今
後
、
東
北
地
方
全
体

の
発
展
を
前
提
と
し
た
街
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
道
路
整
備
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
を
念
願
に
お
き

大
き
く
二
つ
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

一
つ
は

"東
北
の
中
核
都
市
を
担
う
道
づ
く
り
“

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
"社

の
都
に
ふ
さ
わ
し
い

道
づ
く
り
“
で
あ
り
ま
す
。

特
に

“杜
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
道
づ
く
り
“
で
は
、

道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
あ
わ
せ
、
こ
れ

ま
で
の
交
通
機
能
の
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
景

観
の
形
成
、
防
災
空
間
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
の

確
保
な
ど
い
わ
ば

｢都
市
の
公
共
空
間
L
と
し
て
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

電
線
類
の
地
中
化
を
は
じ
め
と
し
た
無
電
柱
化
は
、

こ
の
公
共
空
間
の
整
備
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
効
果
も
大

き
な
評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
技
術
的
問
題
の
回
避
や
費
用
な
ど
電

線
管
理
者
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
多
大
な
る
ご
理
解

及
び
ご
協
力
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、
仙
台
市
の
電
柱
の
無
い
街
づ
く
り
の

状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
を
踏
ま
え
ご
紹
介
し
ま

す
。一

電
線
地
中
化
の
は
じ
ま
り

仙
台
市
は
、
藩
祖
伊
達
政
宗
公
が
慶
長
五
年

(
一

六
0
0
年
)
国
分
氏
の
旧
千
代
城
を
修
築
し
居
城
と



定
め
て
か
ら
城
下
町
と
し
て
発
展
し
、
市
街
地
が
大

担
金
割
合
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、
昭
和
二
五
年
は

市
の
範
と
す
る
に
足
り
る
。

年
寺
山
、
青
葉
山
、
北
山
な
ど
の
森
林
に
囲
ま
れ
て

じ
め
に
次
の
六
路
線
を
無
電
柱
化
す
る
事
を
決
定
し

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
寺
社
の
社
が
あ
る
こ

ま
し
た
。

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
寺
社
の
社
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
｢社
の
都
｣
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
社
の
都
と
し
て
親
し
ま
れ
城
下
町
の
面

影
を
残
す
仙
台
の
街
が
大
空
襲
に
因
り
、
市
街
地
の

中
央
部
そ
の
他
を
合
わ
せ
約
九
五
七
話
が
一
夜
に
し

て
瓦
礫
の
山
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
〇
年
七
月
の

こ
と
で
す
。

昭
和
二
〇
年
一
二
月
三
〇
日

｢戦
災
復
興
計
画
基

本
方
針
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
仙
台
市
も
こ
の
方
針
に

従
い
、
復
興
計
画
を
た
て
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
重
要
課
題

と
し
て
、
｢社
の
都
｣
の
再
現
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
街
地
中
心
部
の
幹
線
道
路
沿
線
に
は
将
来
高
層

建
築
物
の
建
築
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
景

観
、
都
市
防
災
の
見
地
か
ら
電
柱
及
び
架
空
線
に
対

し
て
何
か
ら
の
処
置
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
結
果
架
空
線
を
地
下
配
線
に
し
、
電
柱
を
撤

去
す
る
た
め
昭
和
二
四
年
四
月
に
東
北
電
力
株
式
会

社

(当
時
は
東
北
配
電
株
式
会
社
)、
仙
台
通
産
局
、

東
北
電
気
通
信
局
と
、
復
興
事
業
施
工
者
で
あ
る
仙

台
市
の
四
者
で

｢電
気
施
設
復
興
委
員
会
L
を
設
置

し
、
十
数
回
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
、
具
体
策
と
負

一

仙
台
駅
川
内
線

金
目葉
通
)

九
四
四
m

二

元
寺
小
路
川
内
線
(広
瀬
通
)

九
七
二
m

三

長
町
提
線

九
二
七
m

四

束
一番
丁
線

八
三
八
m

五

東
二
番
丁
線

八
九
二
m

六

定
禅
寺
通
錦
町
線

七
一
四
m

以
上
六
路
線
の
事
業
負
担
割
合
は
、
東
北
電
力
株

式
会
社
分
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
と
折
半
と
し
、
電

話
線
に
つ
い
て
は
、
東
北
電
気
通
信
局
の
負
担
と
し

ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
街
路
樹
の
育
成
に
は
極
め
て
有
効
で

あ
り
、
現
在
の
仙
台
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
通
り
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
青
葉
通
や
定
禅
寺
通
の
ケ
ヤ
キ
並

木
は
こ
の
計
画
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
本
計
画
は
昭
和
三
四
年
七
月
一
〇
日
第
一

一
国
建
設
祭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
建
設
大
臣
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。表

彰

状

宮
城
県
仙
台
市

昭
和
二
十
一
年
以
来
約
十
億
円
余
を
投
じ
て
戦
災
復

興
の
事
業
の
完
成
に
努
め
、
今
回
完
成
の
日
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
特
に
主
要
幹
線
街
路
に
無
電

柱
地
帯
を
計
画
し
之
を
実
現
せ
し
め
た
こ
と
は
他
都

建
設
大
臣

二

無
…電
柱
化
路
線
の
拡
大

戦
災
復
興
に
お
け
る
無
電
柱
化
の
精
神
は
、
そ
の

後
の
流
通
団
地
や
宅
地
造
成
な
ど
の
市
街
地
開
発
事

業
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
区
域
内
の
都
市
計
画

道
路
に
つ
い
て
、
東
北
電
力
株
式
会
社
と
日
本
電
信

電
話
と
日
本
電
信
電
話
公
社
と
協
議
を
行
い
無
電
柱

化
し
た
も
の
で
、
流
通
団
地
で
は
、
三
路
線
延
長
約

三
、
三
〇
0
m
、
鶴
ケ
谷
新
住
宅
地
区
及
び
茂
庭
団

地
で
は
八
路
線
延
長
九
、
一
〇
0
m
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
公
営
の
開
発
事
業
に
伴
う
新
設
道
路

で
電
線
管
理
者
側
に
お
い
て
も
、
需
要
予
測
が
た
て

や
す
く
地
下
埋
設
工
事
に
要
す
る
費
用
は
す
べ
て
電

線
管
理
者
の
負
担
と
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
中
で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
幹
線

道
路

(無
電
柱
路
線
)
以
外
で
も
道
路
の
有
効
幅
員

確
保
と
、
掘
り
返
し
抑
制
の
た
め
道
路
有
効
幅
員
以

外
に
電
柱
敷
地
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鶴
ケ
谷
新
住
宅
地
区
に
お
い
て
道
路
の

有
効
幅
員
以
外
に
縦
一
･
○
、
横
○
･
五
m
の
敷
地

を
設
け
、
電
柱
は
す
べ
て
こ
の
敷
地
内
に
設
置
す
る

こ
と
に
し
電
力
、
電
電
共
架
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

一
見
す
る
と
道
路
敷
地
内
に
は
一
本
の
電
柱
も
無
い

% 道行セ 93.6
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と
い
う
珍
し
い
街
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
一
年
六
月
に
｢無
電
柱
化
推
進
委
員
会
｣を

開
催
し
無
電
柱
化
路
線
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
、

昭
和
五
三
年
六
月
に
仙
台
東
地
区
区
画
整
理
事
業
区

域
で
次
の
内
容
の
と
お
り
地
中
化
す
る
事
を
決
定
し

ま
し
た
。

①

幅
員
三
○
!
五
0
m
の
街
路
と
す
る
。

②

工
事
は
舗
装
先
行
工
事
と
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル

設
置
、
配
管
を
完
了
す
る
。

③

需
要
増
が
あ
る
ま
で
、
暫
定
ボ
ー
ル
に
よ
り

空
中
架
線
と
す
る
。

　
　
　

き
ジ繊
麗

　
　　
　
　

　

　
　
　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

　　
　

　
　

　

こ

れ

　

　

　
　

無電柱化された宮城野通り

き諫

ま
た
、
既
に
地
中
化
さ
れ
た
東
一
番
丁
通
り
沿
い

は
、
戦
前
か
ら
東
北
を
代
表
す
る
商
店
街
で
あ
っ
た

が
東
一
番
丁
連
合
会
が
全
町
に
亘
っ
て
ア
ー
ケ
ー
ド

を
設
置
し
た
の
を
か
わ
き
り
に
、
こ
れ
と
交
差
す
る

中
央
通
り
の
各
商
店
会
で
も
電
柱
を
排
除
し
全
蓋

ア
ー
ケ
!
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
、
二

つ
の
通
り
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
街

と
し
て
安
心
し
て
買
い
物
や
散
歩
が
楽
し
め
、
特
に

仙
台
七
夕
祭
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
も
な
り
、
東

北
一
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

三

無
電
柱
指
定
路
線

昭
和
四
〇
年
代
の
後
半
よ
り
高
速
鉄
道

(地
下

鉄
)
の
建
設
に
伴
う
四
路
線
の
新
設
都
市
計
画
道
路

に
つ
い
て
、
延
長
約
四
、
五
〇
0
m
の
無
電
柱
化
を

実
施
し
ま
し
た
。

①
元
寺
小
路
郡
山
線

(延
長

七
〇
0
m
)

②
鶴
ヶ
谷
荒
巻
青
葉
山
線

(延
長

一
、
八
〇
0
m
)

③
川
内
南
小
泉
線

(延
長

一
、
二
六
0
m
)

④
仙
台
駅
旭
ヶ
丘
線

(延
長

七
五
0
m
)

こ
の
よ
う
に
、
新
設
さ
れ
る
都
市
計
画
道
路
で
電

柱
の
排
除
が
可
能
な
路
線
や
地
中
化
を
完
了
し
た
路

線
に
つ
い
て
は

｢仙
台
市
道
路
占
用
許
可
基
準
｣
の

中
で
無
電
柱
路
線
の
指
定
を
し
、
新
た
な
電
柱
及
び

架
空
線
に
よ
る
占
用
を
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
四
年
度
末
現
在
の
無
電
柱
指
定
路
線

は
、
三
五
路
線
、
総
延
長
は
約
二
万
八
、
八
五
0
m

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四

電
線
地
中
化
第
三
次
五
カ
年
計
…画

鰄　

道
路
局
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

･キ
ヤ
ブ
シ
ス
テ

断

ム
研
究
委
員
会
｣
の
報
告
を
受
け
、
仙
台
市
が
建
設

省
よ
り
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
東

北
地
方
建
設
局
に
お
い
て
立
町
キ
ャ
ブ

(国
道
四
八

号
)
の
試
験
施
工
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
策
定
さ
れ
た

五
ヵ
年
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
仙
台
市
で
も
建
設
省

の
指
導
の
も
と
に
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、
電

線
管
理
者
に
よ
る
単
独
地
中
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

、みば
も
メ

↓
^
′
、蓉
ミ
グ
露

蓬

,
黒
ま、"ゞ
ぶん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　　　

　

　　

　　　
　
　
　
　
　
　　　

　　

　　

　　
　　
　
　　
　
　
　

し
、
で̂

‘

き
さ

さ
平成 3 年度にモール化されたクリスロード



キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
は
中
心
市
街
地
モ
ー

電
線
管
理
者
の
工
事
完
了
後
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
と

ル
化
事
業
に
基
づ
き
、
試
行
錯
誤
な
が
ら
各
路
線
毎

同
様
の
歩
道
整
備
を
進
め
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
化
粧
蓋

に
独
自
の
模
様
を
し
た
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
や
デ
ザ
イ
ン

や
機
器
類
の
色
彩
も
電
線
管
理
者
の
配
慮
を
い
た
だ

照
明
灯
を
採
用
し
、
単
独
地
中
化
路
線
に
お
い
て
も

い
て
い
ま
す
。

仙台市キャブシステム第一次五カ年計画

市役所の

¥慾鍔＼
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間

号

行

化

区

番

4

5

4

1

0

5

2

2

0

6

計

道

　

　

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

C

単

地

対図番号 路 線 番 号 施工区間 キャブ延長 61年度事業 62年度事業 63年度事業 H元年度事業

104 多門道元常盤丁線 520m 1
,
040m 520m 520m

l05 " 700m 1
,
250m 545m 705m

124 " 500m 500m 500m

101 細 横 丁 線 400m 400m 400m

110 長 町 堤 町 線 280m 幼 綸
115 " 350m 鮒 勁
112 狐小路上染師町線 870m 踰 駒122 北 四 番 丁 線 410m ぬ 靴
110 上 杉 通 線 340m 鮒 ･

鮒
l06 多門道元常盤丁線 400m 纖 鰤 鰤

合 計 4
,
770m 蹴 鞠 獅 幼 幼



キャブ概念図

五

電
線
地
中
化
第
二
次
五
カ
年
計
画

第
一
次
五
ヵ
年
計
画
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

を
満
た
す
地
域
の
地
中
化
が
概
ね
完
了
し
た
が
、
ク

ラ
イ
テ
リ
ア
に
準
じ
る
地
域
で
も
地
中
化
に
対
す
る

強
い
要
請
が
多
く
、
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
の
策
定
で

は
そ
れ
ら
の
地
域
を
中
心
に
電
線
管
理
者
と
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。
協
議
の
な
か
で
電
線
管
理
者
と
の
意

向
に
大
き
な
開
き
が
あ
っ
た
が
、
平
成
四
年
一
月
一

七
日
付
け
の

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
報

告
｣
を
受
け
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
新
し
く
創
設
さ

れ
た
制
度
を
取
り
入
れ
、
従
来
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
満

1 第一次五ヵ年計画実績表

N

電

キ

表 第二次五カ年基本計画
(平成3年度~平成7年度)

直轄国道 県 道 仙台市道 区醸螂 合 計
N T T 2

,
180m 纖 輸 綸 綸電 力 3

,
ooom 衡 駒 織 嗽キャブ om 伽 鰯 飼 衡

(昭和61年度~平成2年度)

直轄国道 県 道 仙台市道 合 計
N T T 6超60m om 3

,
080m 9

,
740m

電 力 6
,
940m 伽 鰔 蹴キャブ

幼 鎌 郷 蹴注 :く ) 内はキヤブ本体延長

た
さ
な
い
た
め
地
中
化
で
き
な
か
っ
た
地
域
の
整
備

促
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
し
く
創
設
さ
れ
た
制
度
の
な
か
で
、
自
治
体
管

6

路
方
式
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
手
法
で
あ
る

セ

た
め
･

実
施
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
調
整
に
時
間

断

を
要
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
ど
基
本
協
定

及
び
個
別
契
約
を
締
結
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。六

無
電
柱
化
の
問
題
点

戦
災
復
興
事
業
に
始
ま
っ
た
仙
台
市
の
電
線
の
地

中
化
は
、
都
心
部
を
中
心
に
徐
々
に
地
域
を
拡
大
し
、

今
後
も
同
様
の
傾
向
を
た
ど
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
電
柱
や
架
空
線
を
排
除
さ
れ
る
道
路
は
広

幅
員
の
歩
道
を
有
す
る
幹
線
道
路
等
に
限
定
さ
れ
、

こ
れ
と
交
差
す
る
枝
道
は
幹
線
道
路
か
ら
排
除
さ
れ

た
設
備
の
し
わ
寄
せ
を
被
る
こ
と
に
も
成
り
か
ね
な

い
こ
と
か
ら
、
狭
小
道
路
に
お
い
て
も
架
空
線
の
集

約
化
な
ど
道
路
占
用
に
際
し
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
も
地
中
化
を
併

せ
た
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
基
盤
整
備
の
み
な

ら
ず
建
築
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
電
線
管
理
者
が

参
入
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。



｢国
は
、
建
設
大
臣
の
指
定
す
る
主
要
な
都
道
府
県

道
若
し
く
は
市
道
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

場
合
、
第
七
七
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
調

査
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
又
は
資
源
の
開

発
、
産
業
の
振
興
、
観
光
そ
の
他
国
の
施
策
上
特
に

道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
新
設
又
は
改

築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の
一
以
内

を
、
道
路
に
関
す
る
調
査
又
は
指
定
区
間
外
の
国
道

の
修
繕
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
三
分
の
一

以
内
を
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
補
助
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
｣

②

前
回
の
主
要
地
方
道
の
追
加
指
定

(昭
和
五
七
年
四

月
)
以
後
、
ま
す
ま
す
自
動
車
交
通
の
役
割
が
増
大
し
、

一

は
じ
め
に

昭
和
五
七
年
以
来
、
約
一
一
年
振
り
に
主
要
地
方
道
の

追
加
指
定
が
、
平
成
五
年
五
月

=

日
付
け
建
設
省
告
示

第
三
一七
〇
号
で
な
さ
れ
た
。
以
下
そ
の
概
要
を
簡
単
に

紹
介
す
る
。

二

主
要
地
方
道
の
役
割
と
指
定
の
必
要
性

の

主
要
地
方
道
は
、
道
路
法
第
五
六
条

(注
、
参
照
)

の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
主
要
な
都
道
府

県
道
若
し
く
は
市
道
で
あ
り
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び

一
般
国
道
と
一
体
と
な
っ
て
広
域
交
通
を
分
担
す
る
広

域
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
整
備
に
対

し
て
国
は
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(注
)
道
路
法
第
五
六
条

特
に
地
方
部
の
自
動
車
保
有
が
進
む
と
と
も
に
、
広
域

的
交
通
が
増
大
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
地
方
的

な
幹
線
道
路
網
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

全
国
的
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
的

な

｢地
域
集
積
圏
｣
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
の
延
長
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
現
在
、

四
八
、
八
五
八
如
で
あ
っ
た
が
、
平
成
四
年
四
月
の
一

般
国
道
追
加
指
定
の
結
果
、
四
三
、
二
七
四
m
に
な
る

と
見
込
ま
れ
、
一
般
国
道
の
延
長
五
0
、
三
一
四
皿
に

比
し
て
道
路
網
構
成
上
不
均
衡
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

(同
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
九
二
年
四
月
号
参
照
)。

60 , 道イテセ 93,6

主
要
地
方
道
の
追
加
指
定
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
路
政
課



こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般
国
道
追
加
指
定
に
引
き
続

き
、
主
要
地
方
道
の
追
加
指
定
等
、
道
路
網
の
再
編
成
を

行
い
、
均
衡
の
と
れ
た
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
図
る
こ
と

が
緊
要
と
な
っ
て
い
る
。

三

追
加
指
定
路
線
の
選
定

追
加
指
定
路
線
の
選
定
に
際
し
て
は
、
主
要
地
方
道
と

し
て
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
路
線
に
係
る
集

積
の
度
合
い

(路
線
人
口
)、
主
要
地
方
道
以
上
の
道
路

網
の
粗
密
の
程
度

(網
内
面
積
)
の
基
礎
的
指
標
に
つ
い

て
の
選
定
基
準
を
も
と
に
、
さ
ら
に
、
今
回
の
追
加
指
定

の
規
模
、
各
都
道
府
県
の
道
路
網
構
成
等
を
勘
案
し
つ
つ
、

地
域
間
交
流
の
強
化
、
地
域
集
積
圏
の
形
成
、
地
域
振
興

の
支
援
等
の
観
点
か
ら
、

国

高
規
格
幹
線
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ

ス
路
線

⑮

一
般
国
道
を
補
完
す
る
路
線

⑯

都
市
部
に
お
け
る
環
状
路
線
等

@

地
方
中
心
都
市
と
周
辺
市
町
村
を
連
結
す
る
路
線

◎

交
通
拠
点

(空
港
、
港
湾
、
新
幹
線
駅
等
)
と
の

連
絡
に
資
す
る
路
線

①

各
種
地
域
振
興
施
策
を
支
え
る
路
線

⑧

離
島
、
半
島
地
域
等
特
に
今
後
開
発
を
促
進
す
べ

き
地
域
の
路
線

に
配
慮
し
、
総
合
的
に
評
価
し
て
選
定
を
行
っ
た
。

四

追
加
指
定
路
線
の
概
要

以
上
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
追
加
指
定
路
線
は
、
七
五
〇

路
線

(新
規
追
加
六
六
六
路
線
、
概
存
主
要
地
方
道
の
延

伸
八
四
路
線
)
一
二
、
0
七
三
如
で
あ
る
。
(詳
細
は
平

成
五
年
五
月

=
日
付
け
建
設
省
告
示
第
三
一七
〇
号
を

参
照
さ
れ
た
い
。)

な
お
、
一
般
国
道
の
追
加
指
定
に
と
も
な
う
残
区
間
の

整
理
等
に
よ
り
、
既
存
の
主
要
地
方
道
か
ら
一
九
五
m
の

指
定
を
解
除
す
る
た
め
、
主
要
地
方
道
の
延
長
増
と
し
て

は
、

一
一
、
八
七
八
m
と
な
る
。

表1 主要地方道追加指定延長･県別内訳
(単位 :km)

県 名
定
長

指加迫
延 県 名 増加迫

延

北海道 937 京 者胚 l91

青 森 270 大 阪 1l2

岩 手 390 兵 庫 306

宮 城･ 280 奈 良 148

秋 田 304 和歌山 254

山 形 258 鳥 取 142

福 島 480 島 根 262

茨 城 338 岡 山 350

栃 木 257 広 島 324

群 馬 182 山 □ 203

埼 玉 224 徳 島 156

千 葉 274 ‘‐･････--･･･
香 鱒

東 京 42 媛愛 312

神奈川 鯰 知高 227

山 梨 135 岡福 郷
長 野 郷 賀佐 96

新 潟 388 崎長 167

富 山 212 本熊 303

石 川 邸 分大 261

岐 阜 353 崎宮 252

静 岡 288 鵜 320

愛 知

燭
縄中

I 140

三 重 285

福 井 鱗
滋 賀 騰 計A

□ 鰔政令指定都市は県に含む。

表 2 道路網構成比 (単位 :km, % )

一般国道追加指定後
主要地方道追加指定前

一般国道追加指定後
主要地方道追加指定後

延 長 シェア 延 長 シェア

道

道

道

国

方

線

般
讓

一

主

一

鰓
鱗

鸚
猟
鰓

箋
鱗

鑓
搬



一

ま
え
が
き

本
州
四
国
連
絡
道
路

｢瀬
戸
中
央
自
動
車
道
｣、
愛
称

｢瀬
戸
大
橋
｣
が
平
成
五
年
四
月
一
〇
日
に
開
通
五
周
年

を
迎
え
た
。
こ
の
道
路
は
本
州
四
国
連
絡
道
路
三
ル
ー
ト

の
う
ち
、
最
初
に
完
成
し
た
ル
ー
ト
で
、
本
州
側
の
早
島

I
C
か
ら
四
国
側
の
坂
出
I
C
ま
で
の
全
長
三
七

･
三
如

で
あ
る
。
路
線
名
は
、
一
般
国
道
三
〇
号
で
あ
る
が
自
動

車
専
用
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
高
規
格
幹
線
道
路

網
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
海
峡
部
の
橋
梁
に
は
鉄

道

(現
在
は
在
来
線
複
線
、
将
来
は
新
幹
線
も
設
置
可

能
)
が
併
設
さ
れ
て
お
り
J
R
瀬
戸
大
橋
線
と
し
て
連
行

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
開
通
五
周
年
を
記
念
し
て
祝
賀
式
典
及
び
橋

を
利
用
し
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン
･
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
オ
ー
ク
が
実

施
さ
れ
た
の
で
、
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
五
年
間
の
利
用

状
況
、
地
域
に
与
え
た
効
果
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
五
周

年
記
念
事
業
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
利
用
状
況

=

本
州
四
国
間
交
通
の
所
要
時
間
の
短
縮

本
州
四
国
間
の
所
要
時
間
は
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

の
供
用
及
び
関
連
高
速
道
路
等
の
整
備
効
果
に
よ
り
、

従
来
の
フ
ェ
リ
ー
利
用
に
比
べ
、
大
幅
に
短
縮
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
岡
山
市
か
ら
四
国
主
要
都

市
間
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
成
五
年
四

月
時
点
で
、
高
松
市
ま
で
が
、
約
一
時
間
二
〇
分
と

な
り
約
五
〇
分
短
縮
さ
れ
、
高
知
市
･
松
山
市
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
知
自
動
車
道
･
松
山
自
動
車

道
の
整
備
効
果
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
半
分
程
度
の

約
二
時
間
三
〇
分
、
三
時
間
一
〇
分
に
な
っ
て
い
る
。

@

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
利
用
交
通

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
供
用
初
年
度

(昭
和
六
三
年

度
)
の
利
用
交
通
は
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
瀬
戸
大

橋
の
観
光
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
○
、
八
二

三
台
/
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
は
観
光
ブ
ー
ム

の
落
ち
着
き
に
伴
い
、
交
通
量
は
多
少
落
ち
込
ん
だ

も
の
の
、
そ
の
後
の
交
通
量
は
順
調
に
伸
び
、
平
成

三
年
度
は
一
一
、
二
六
二
台
/
日
、
(平
成
四
年
度

は

=
、
九
七
四
台
/
日
)
に
至
っ
て
い
る
。

本
州
四
国
間

(県
境
断
面
)
の
交
通
量
に
つ
い
て

み
る
と
、
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
供
用
前
年
の
二
○
、

五
三
七
台
/
日
に
対
し
、
平
成
三
年
度
は
三
○
、
五

六
六
合
/
日
と
約
五
0
%
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
点

か
ら
言
っ
て
も
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
が
本
州
四
国
間

62 道行セ 93,6

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

開
通
五
周
年

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
企
画
開
発
部
企
画
課
調
査
役

岸
本
!
穂
◇字



"中国横断白熱3食道 近畿自動水道敦賀線

/
/ 、＼

、
、

い 姫既鳥取線
、、

中国縦貫自動キ彰追 加腸自動事道

て1離職轉繁く逍

“

山陽自動i挺道

中国横断自動車道
尾道松江線

尾道 自動車道

○
出 l因島大橋 l一 合
-向

(s‐58‐12‐4供用)
-3 島
尾道水道

胆道大橋四車続丑
くH .10年度完成予定)

◎ /
広島

向島

西神地区

(H .9年度完成予定)

!(児島‐坂出ルート) l
(S .63.4.10供用)

権石島橋

下津井瀬戸大橋 櫃石島

下津野ヲ約獺戸

大阪

明石海峡

関西国際空謎線

(神戸 棚門!か の

和歌山

尾道

水
島

なき嵐襲用)} 錘愈ゑ瀞が妙

田
熊
出
入

生口島

(H JO年度完成予定)

^ 伯方島
　　　　　(S .54.5.13供用)

大三島

西瀬戸自動車道

見近島
l伯方.大鵬大橋｣(S .63.1.17供用)

大農

医轉鬮
今治･

(H J O年度完成予定) 今治
来島第二大橋 来島第三大橋

来島第一大橋

馬島

来 島 海峡

自動車道

松山

徘 こコ 供用中 園国 ェ事中
平成 5年 4月現在

図 1 本州四国連絡橋図



の
自
動
車
交
通
の
誘
発
、
さ
ら
に
は
本
州
四
国
間
の

地
域
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
述
べ

る
と
乗
用
車
を
主
体
と
す
る
普
通
車
の
ウ
エ
イ
ト
が

高
く
、
平
成
四
年
度
に
お
い
て
は
全
通
行
台
数
に
対

日
の

ま

　
　
　
　

び貨物の動向について｣ (四国運輸局) ･本四公団資料
フェリーの航送台数及び昭和63年度の瀬戸中央自動車道は、
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昭

平

平

料
)

資
注

･ ｢瀬戸大橋供用後の旅客及び貨物の動向についてJ (
1. 昭和62年度、昭和63年度のフェリーの航送台数及び氾

4月10日~ 3月31日の数字。
2. 昭和62年度フェリーの航送台数には廃止航路を含む。

図 2 本州四国間自動車交通量の変化

し
て
七
○
%
を
占
め
て
い
る
が
、
貨
物
車
が
大
部
分

を
占
め
る
大
型
車
に
つ
い
て
も
昭
和
六
三
年
度
｢

一
ニ
ニ
六
合
/
日
か
ら
、
平
成
四
年
度
は
二
、
二
九
六

合
/
日
に
増
加
し
、
全
通
行
台
数
の
約
二
0
%
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瀬
戸
大
橋
の
利
用
目
的

は
、
供
用
当
初
の
観
光
目
的
か
ら
、
業
務
目
的
や
日

常
的
な
交
通
の
利
用
へ
と
年
々
変
化
し
て
い
く
傾
向

が
見
ら
れ
る
o

な
お
、
瀬
戸
大
橋
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
与
島
に
は
、

瀬
戸
内
海
と
瀬
戸
大
橋
の
美
し
い
景
観
を
堪
能
で
き

る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
瀬
戸

中
央
自
動
車
道
か
ら
直
接
利
用
し
、
さ
ら
に
、
こ
こ

で
U
タ
ー
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
与
島
パ
ー
キ
ン
グ
で
の
観
光
を
目

的
と
し
て
利
用
さ
れ
る
お
客
様
も

(平
成
四
年
度
の

U
タ
ー
ン
台
数
が
三
七
三
台
/
日
)
多
く
瀬
戸
中
央

自
動
車
道
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

三

架
橋
効
果

の

昭
和
六
三
年
四
月
一
〇
日
に
開
通
し
た
瀬
戸
中
央
自

動
車
道
は
、
こ
れ
ま
で
海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
た

本
州
と
四
国
を
、
道
路
と
鉄
道
に
よ
り
最
短
時
間
で
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
輸
送
時
間
の
短
縮
、
輸
送
の
安

定
化
効
率
化
を
通
じ
て
、
四
国
!
中
国
間
、
四
国
!
京

阪
神
間
等
の
人
的
、
物
的
交
流
が
円
滑
化
し
、
関
係
地

域
、
特
に
四
国
地
方
の
発
展
を
促
進
し
、
均
衡
あ
る
国

土
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
関
係
地
域
に
お
い
て
は
、

①

生
産
物
市
場
の
拡
大
、
企
業
立
地
の
進
展
等
に
よ

り
、
地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

②

教
育
、
文
化
、
医
療
、
買
物
、
レ
ジ
ャ
ー
の
各
領

域
で
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便
性
が
増
大
す
る
と
と

も
に
生
活
圏
が
拡
大
す
る
。

③

国
立
公
園
と
し
て
の
瀬
戸
内
海
と
日
本
の
橋
梁
技

術
の
粋
を
結
集
し
た
瀬
戸
大
橋
と
の
取
り
合
せ
が
、

瀬
戸
内
海
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
き
な
観
光

需
要
を
創
出
す
る
。

等
の
効
果
が
当
初
期
待
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

供
用
後
五
年
間
の
具
体
の
経
済
効
果
は
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①

本
州
･
四
国
間
交
通
の
活
性
化

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
供
用
に
伴
い
、
地
域
間
の

所
要
時
間
が
短
縮
し

(岡
山
!
高
松
間
一
三
〇
分
↓

八
○
分
)
誘
発
交
通
の
発
生
が
促
さ
れ
た
こ
と
及
び

従
来
の
フ
ェ
リ
ー
等
の
海
上
輸
送
に
比
べ
信
頼
性
、

安
定
性
が
確
保
さ
れ
た
こ
の
な
ど
の
理
由
か
ら
、
本

州
四
回
間
交
通
は
、
前
述
の
よ
う
に
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
高
知
自
動
車
道
の
開

通
な
ど
関
連
高
速
道
路
の
整
備
の
進
捗
に
よ
り
、
本

四
間
の
所
要
時
間
は
一
層
短
縮
さ
れ
て
お
り
、
瀬
戸

中
央
自
動
車
道
の
優
位
性
を
よ
り
高
め
て
い
る
。
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②

観
光
客
の
増

昭
和
六
三
年
度
は
、
昭
和
六
二
年
度
に
比
べ
、
本

州
側
で
は
後
楽
園

(
一
･
六
倍
)、
大
原
美
術
館

(
一
･
四
倍
)
を
は
じ
め
と
す
る
岡
山
県
の
観
光
地
、

四
国
側
で
は
栗
林
公
園

(香
川
県
、
二
･
五
倍
)、

道
後
温
泉

(愛
媛
県
、
一
･
七
倍
)
等
、
全
国
的
に

有
名
な
観
光
地
で
大
幅
に
観
光
客
が
増
加
し
た
。
な

お
、
平
成
元
年
度
以
降
も
減
少
傾
向
に
は
あ
る
も
の

の
、
供
用
前
の
昭
和
六
二
年
度
と
比
較
す
れ
ば
高
水

準
で
推
移
し
て
お
り
瀬
戸
大
橋
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
持

続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③

企
業
立
地
の
進
展
等

瀬
戸
大
橋
近
傍
を
中
心
と
し
て
工
場
立
地
が
増
加

し
て
い
る
。
岡
山
県
で
は
昭
和
六
三
年
は
六
二
年
に

比
べ
、
立
地
件
数
一
･
七
倍
、
敷
地
面
積
二
･
一
倍

と
増
加
し
た
。

香
川
県
で
も
立
地
件
数
三
･
0
倍
、
敷
地
面
積

五
･
0
倍
、
四
国
全
体
で
も
立
地
件
数
一
･
人
情
、

敷
地
面
積
二
･
二
倍
と
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、
平

成
元
年
度
以
降
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
関
連
産
業
業
種
を
中
心
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
業
の
活
性
化
に
伴
い
、
雇
用
機
会
も
着
実
に
拡

大
し
て
い
る
。

④
生
活
圏
の
拡
大

J
R
瀬
戸
大
橋
線
の
通
勤
･
通
学
定
期
旅
客
数
を

み
る
と
、
連
絡
船
時
代

(昭
和
六
二
年
一
〇
月
)
と

く
ら
べ
、
昭
和
六
三
年

(
一
〇
月
)
は
二
六
.
六
倍
、

　　　 　 　 　　　 　
　

鱸 讓繍茨糯圓迩騙鬮鰹 ‐
^

　　　 　 　

平
成
元
年

(
一
〇
月
)
五
七
･
六
倍
、
平
成
二
年

(
一
〇
月
)
は
八
二
･
七
倍
、
平
成
三
年

(
一
〇

月
)
は
九
九
･
八
倍
と
飛
躍
的
に
増
加
し
て
お
り
、

岡
山
県
と
香
川
県
の
結
び
つ
き
が
以
前
に
も
増
し
て

緊
密
に
な
っ
て
い
る
。

む
す
び

瀬
戸
大
橋
の
供
用
は
、
輸
送
時
間
の
短
縮
や
輸
送
の
安

定
化
･
効
率
化
、
輸
送
コ
ス
ト
の
節
約
と
い
っ
た
交
通
･

輸
送
条
件
の
改
善
を
実
現
し
、
そ
の
結
果
、
本
四
間
の
人

や
物
の
移
動
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
経

済
効
果
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

四
国
が
本
土
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
特
に
四
国
地

方
の
住
民
に
と
っ
て
、
地
域
意
識
の
変
化
及
び
生
活
圏
の

拡
大
に
よ
る
交
流
の
活
発
化
等
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
地
域
間
交
流
に
よ
る
競
争

と
協
調
を
通
じ
た
地
域
発
展
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
更
に
地
域
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
産
業

基
盤
、
生
活
基
盤
等
の
地
域
総
体
と
し
て
の
地
域
環
境
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

四

五
周
年
記
念
事
二葉
…

ー

記
念
式
典

瀬
戸
大
橋
の
開
通
五
周
年
を
記
念
し
て
、
祝
賀
式
が
、

四
月

一
○
日

(土
)
午
前
一
一
時
か
ら
瀬
戸
大
橋
の
中
央

部
に
あ
た
る
与
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
第
一
駐
車
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
、
岡
山
県
、
香
川
県
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
の
三
者
共
催
、
式
に
は
、
瀬
戸
大
橋
を
供
用
す
る
道
路

(瀬
戸
中
央
自
動
車
道
)
と
鉄
道

(J
R
瀬
戸
大
橋
線
)

を
所
管
す
る
中
村
建
設
、
越
智
運
輸
の
両
大
臣
を
始
め
、

地
元
か
ら
は
岡
山
･
香
川
両
県
選
出
の
国
会
議
員
、
多
数



の
住
民
代
表
、
主
催
者
と
し
て
、
長
野
岡
山
県
知
事
、
平

井
香
川
県
知
事
、
萩
原
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
裁
等
約

三
五
〇
人
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

祝
賀
式
で
は
、
ま
ず
長
野
岡
山
県
知
事
が

｢生
活
圏
の

拡
大
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
経
済
文
化
圏
の
形
成
と
発
展

の
可
能
性
を
与
え
た
｣
と
瀬
戸
大
橋
の
意
義
を
述
べ
、
今

後
は
中
四
国
横
断
新
幹
線
の
実
現
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示

し
た
。
ま
た
、
平
井
香
川
県
知
事
か
ら
は

｢瀬
戸
内
三
橋

時
代
の
二
一
世
紀
へ
向
け
中
四
国
の
連
携
、
交
流
を
一
層

深
め
て
い
き
た
い
｣
と
の
地
元
の
期
待
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。
続
い
て
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
萩
原
総
裁
が

｢瀬
戸
大
橋
は
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。
今
後
は
残
る
本
四
架
橋
二
ル
ー
ト
の
完
成
に

全
力
を
挙
げ
た
い
｣
と
式
辞
を
述
べ
、
こ
の
後
、
両
大
臣

及
び
岡
山
、
香
川
両
県
選
出
国
会
議
員
を
代
表
し
て
岡
山

側
か
ら
は
平
沼
赳
夫
衆
議
院
議
員
、
香
川
側
か
ら
平
井
卓

志
参
議
院
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
瀬

戸
大
橋
と
姉
妹
縁
組
を
し
て
い
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ

(米
国

･
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
)
を
管
理
す
る

金
門
橋
高
速
運
輸
営
団
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ

･
し
･
ハ
ー
ペ
ソ

ン
総
裁
が

｢
こ
の
五
年
間
に
私
た
ち
の
友
情
は
深
ま
り
、

太
平
洋
を
越
え
た
日
米
両
国
民
の
相
互
理
解
を
は
ぐ
く
ん

で
き
た
。
今
後
ま
す
ま
す
姉
妹
橋
と
し
て
の
友
好
提
携
が

進
む
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
｣
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上

げ
た
。

最
後
に
、
瀬
戸
大
橋
を
は
さ
ん
で
交
流
し
て
い
る
倉
敷

市
立
下
津
井
西
小
と
坂
出
市
立
西
部
小
の
児
童
代
表

(瀬

戸
大
橋
が
開
通
し
た
時
に
新
一
年
生
と
な
り
今
は
六
年
生

の
男
女
各
二
人
)
に
よ
る
友
好
交
流
の
誓
い
が
あ
り
、
式

は
瀬
戸
大
橋
を
介
し
た
交
流
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

午
前
三

時
五
〇
分
に
終
了
し
た
。

2

健
康
マ
ラ
ソ
ン
･
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
オ
ー
ク

一
般
市
民
の
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
四
月
一
一
日
の
日

曜
日
に
実
施
さ
れ
た
。
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
前
日

と
は
違
い
、
強
風
と
時
折
降
る
雨
に
た
た
ら
れ
た
が
大
き

な
事
故
も
な
く
好
評
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

写真 2 イベント開催中の状況

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 3 14 15 16 17 18 9 20 21

9.oo (上り線使用) 16.00

健康マラソン ･ブリッジウォーク

　
　　　　　　　 　 　 　　　

　　
一皺

匹
｣. 7.30

せり交通規制i作業 l　
　

4

つ3図 4 月11日のタイムスケジュール
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
す
る
。

国

イ
ベ
ン
ト
の
概
要

イ
ベ
ン
ト
は
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
と
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
オ
ー
ク

と
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
場
所
は
い
ず
れ
も
瀬
戸
中

央
道
の
上
り
線
(四
国
か
ら
本
州
に
向
か
う
車
線
)で
、時

間
を
ず
ら
せ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
は

岡
山
香
川
の
両
県
で
、
公
団
の
ほ
か
関
係
府
県
市
は
後
援

と
し
て
参
加
し
た
。
公
団
は
規
制
作
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
協
力
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。

マ
ラ
ソ
ン
は
、
実
施
場
所
が
供
用
中
の
道
路
の
片
側
車

線
で
あ
り
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
安
全
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
競
技
と
し
て
順
位
を
競
う
こ
と
な
く

楽
し
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
健
康

マ
ラ
ソ
ン
と
称
し
た
。
参
加
人
数
は
両
県
そ
れ
ぞ
れ
二
、

○
○
0
人
ず
っ
と
し
、
一
般
の
応
募
の
中
か
ら
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
次
の
二
コ
ー
ス
と
し
た
。

岡
山
側

鷲
羽
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
付
近
か
ら
与
島
で
折

り
返
し
、
櫃
石
島
ま
で
の
約
一
〇
畑

香
川
側

坂
出
北
I
C
か
ら
櫃
石
島
の
約
一
二
如

ス
タ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
に
行
い
、
一
時
間

半
程
度
で
ゴ
ー
ル
に
到
着
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
は
そ
の
後
、

バ
ス
で
出
発
地
点
に
送
っ
た
。

ブ
リ
ッ
ジ
ウ
オ
ー
ク
は
次
の
六
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

岡
山
側

渡
り
き
り

鷲
羽
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
付
近
か

ら
坂
出
北
I
C
ま
で
の
約

一

香
川
側

渡
り
き
り

U
タ
ー
ン

参
加
人
数
は
渡
り
き
り
が
そ
れ
ぞ
れ
三
、
0
0
0
人
、

U
タ
ー
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五
、
0
0
0
人
の
合
計
三
六
、

0
0
0
八
と
し
た
。
こ
ち
ら
も
応
募
の
中
か
ら
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
た
。
最
高
倍
率
は
岡
山
側
か
ら
の
渡

り
き
り
コ
ー
ス
の
二
三
･
一
倍
で
全
体
で
約
二
三
万
人
の

応
募
が
あ
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
の
後
、
渡
り
き
り
コ
ー
ス
の
参

加
者
か
ら
歩
き
は
じ
め
た
。
両
県
か
ら
の
参
加
者
が
橋
上

で
出
会
っ
た
与
島
高
架
橋
付
近
で
、
両
県
知
事
、
公
団
総

裁
ら
が
参
加
し
て
交
流
式
が
行
わ
れ
た
。
途
中
、
一
時
的

に
強
風
が
吹
き
、
参
加
者
の
中
で
転
倒
に
よ
り
傷
を
負
っ

た
方
も
あ
っ
た
が
、
大
き
な
事
故
も
な
く
午
後
四
時
頃

ウ
オ
ー
ク
も
終
了
し
た
。

四
如

鷲
羽
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
付
近
か

ら
与
島
付
近
で
折
り
返
し
の
約

三
一如

岩
黒
島
で
折
り
返
し
の
約

八
如櫃

石
島
で
折
り
返
し
の
約

五
如

坂
出
北
I
C
か
ら
鷲
羽
山
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
付
近
ま
で
の
約

一

四
如

坂
出
北
I
C
か
ら
与
島
付
近
で

折
り
返
し
の
約
エ
ハ
蜘

U
タ
ー
ン

②

イ
ベ
ン
ト
実
施
の
課
題

道
路
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
例
は
全
国
的
に
め
ず
ら

し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
瀬
戸
中
央
道
の
よ
う
に
供
用
中

の
有
料
自
動
車
専
用
道
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
例
と
し

て
は
日
光
宇
都
宮
道
路
で
開
催
さ
れ
た
自
転
車
の
世
界
選

手
権
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
海
を
渡
っ
て
い
る
と
い
う

地
理
的
条
件
か
ら
新
た
な
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対

応
の
た
め
主
催
者
で
あ
る
両
県
は
公
団
と
協
力
し
て
関
係

機
関
と
の
調
整
を
行
っ
た
。
主
な
課
題
は
次
の
も
の
で

あ
っ
た
。

①

関
係
法
令
の
ク
リ
ア

②

本
四
道
路
利
用
者
対
策

③

イ
ベ
ン
ト
開
催
中
及
び
交
通
規
制
作
業
中
の
安
全

対
策

各
課
題
の
内
容
と
対
応
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

①

関
係
法
令
の
ク
リ
ア

供
用
中
の
有
料
目
専
道
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
際
、
関
係
す
る
法
令
は
道
路
法
と
道
路
交

通
法
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
道
路
法
に
お
い
て
は
、
第
四
八
条
の
五

｢出
入
の
制
限
等
｣
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
条
文
に

お
い
て
は

｢何
人
も
み
だ
り
に
自
動
車
専
用
道
路
に

立
ち
入
り

･･････

し
て
は
な
ら
な
い
｣
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
通
常
は
p
A
や
s
A
な
ど
以
外
で
は
八

の
歩
行
を
禁
止
し
て
い
る
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
歩

く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
を
ク
リ
ア
す
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図 4 対面交通規制概要図

9
r
I

る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
交
通
規
制
と
安
全
対
策
を
十

分
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
車
道
上
の
八
の
歩
行
が

｢
み
だ
り
｣
で
は
な
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
と
さ
れ

た
。道

路
交
通
法
で
は
第
七
七
条

｢道
路
の
使
用
の
許

可
｣
が
関
係
す
る
。
主
催
者
で
あ
る
両
県
は
そ
れ
ぞ

れ
県
警
の
指
導
を
受
け
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
公
団

と
調
整
を
行
っ
た
上
で
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
及
び
走
行

車
両
に
対
す
る
十
分
な
安
全
対
策
を
立
て
、
道
路
使

用
許
可
を
得
た
。
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
次
で
説
明

す
る
。

な
お
、
目
専
道
を
利
用
し
た
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
は
道
路
利
用
者
を
含
め
社
会
的
に
影
響
が
大
き
い

た
め
、
実
施
の
意
志
決
定
に
あ
た
っ
て
は
法
令
以
前

の
問
題
と
し
て
、
そ
の
公
共
性
や
公
益
性
に
つ
い
て

吟
味
し
、
一
般
の
理
解
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。

②

本
四
道
路
利
用
者
対
策

イ
ベ
ン
ト
実
施
の
た
め
に
本
四
道
路
を
全
面
通
行

止
め
と
す
る
こ
と
は
影
響
が
大
き
い
た
め
、
本
線
下

A ▲▲▲

▲
▲
こ

　
　

　　　　
石

‐0　
島

｣

　こ
錫

用

外
　　

り
車
線

(本
州
か
ら
四
国
へ
む
か
う
方
向
)
を
対
面

鯰

通
行
と
し
交
通
処
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に

虎

伴
い
本
四
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
々
に
い
く
つ
か
の

道

御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

8

ま
ず
、
通
常
八
○
如
/
h
の
規
制
速
度
が
対
面
通

も
ゞ
▲

　　　
　

ゞ
｣▲　

｣



行
で
あ
る
た
め
四
〇
師
/
h
と
制
限
さ
れ
、
追
い
越

し
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
坂
出
北
I
C
の
O

N
ラ
ン
プ
が
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
本
線
へ
の
進
入
路

と
し
て
使
用
さ
れ
た
た
め
、
利
用
さ
れ
る
方
々
は
坂

出
I
C
へ
の
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

イ
ベ
ン
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
る
区
間
に
あ
る
与
島
p

A
や
、
島
民
用
出
入
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
上
り
方
向

か
ら
は
で
き
な
く
な
り
、
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

こ
れ
ら
利
用
者
へ
の
御
迷
惑
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
短
時
間
と
な
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
前
後
の
準
備

片
付
け
作
業
時
間
の
短
縮
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、

事
前
に
十
分
な
広
報
周
知
を
図
り
、
当
日
も
看
板
等

に
よ
る
案
内
に
努
め
た
。

③

安
全
対
策

安
全
対
策
に
は
走
行
車
両
へ
の
対
策
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
へ
の
対
策
、
及
び
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
と
走
行

車
両
と
の
関
係
の
三
種
類
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
対
策
の
立
案
実
施
に
あ
た
っ
て
は
主
催
者
、
公
団
、

県
警
が
緊
密
な
連
絡
調
整
を
行
い
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
に
お
い
て
万
全
を
き
し
た
。

ま
ず
、
走
行
車
両
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
対
面
通

行
時
の
安
全
確
保
の
た
め
ラ
バ
ー
コ
ー
ン
を
五
m
間

隔
で
配
置
し
た
。
必
要
個
数
を
確
保
す
る
た
め
日
本

道
路
公
団
の
御
協
力
も
い
た
だ
い
た
。
紙
面
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
る
し
だ
い
で
あ
る
。
ま
た
、
四

〇
如
/
h
を
示
す
臨
時
の
標
識
を
立
て
る
こ
と
や
車

線
シ
フ
ト
部
で
の
誘
導
表
示
を
十
分
に
行
っ
た
。
な

お
、
車
両
事
故
に
よ
る
車
線
閉
鎖
を
懸
念
し
、
通
常

供
用
時
の
事
故
処
理
よ
り
極
力
短
時
間
で
処
理
で
き

る
よ
う
体
制
を
と
っ
て
い
た
が
、
幸
い
心
配
し
た
よ

う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、
参

加
者
が
防
護
柵
に
接
近
し
な
い
よ
う
端
部
か
ら
内
側

へ
一
m
の
と
こ
ろ
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
そ
れ
か
ら
外

へ
は
出
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
供
用
車
線

側
に
は
非
常
用
走
行
帯
を
設
け
参
加
者
と
走
行
車
両

の
隔
離
を
図
る
と
と
も
に
緊
急
車
両
の
走
行
を
可
能

と
し
た
。

ラ
バ
ー
コ
ー
ン
の
配
置
や
車
線
シ
フ
ト
部
で
の
中

央
分
離
帯
閉
口
作
業
及
び
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
こ
れ

ら
の
復
旧
作
業
は
、
走
行
中
車
両
の
安
全
や
作
業
そ

の
も
の
の
安
全
に
配
慮
し
て
夜
間
作
業
を
極
力
減
ら

す
こ
と
と
し
、
午
前
四
時
に
作
業
を
開
始
し
、
午
後

七
時
に
撤
去
を
完
了
し
通
常
の
四
車
線
供
用
に
戻
し

た
。

五

あ
と
が
き

瀬
戸
中
央
道
は
、
有
料
道
路
と
し
て
の
採
算
性
の
面
か

ら
は
充
分
と
は
い
え
な
い
な
が
ら
も
、
そ
の
利
用
は
着
実

に
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
岡
山
･
香
川
両
県
の
み
な
ら
ず
周

辺
地
域
へ
も
架
橋
効
果
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
こ
の
こ
と
が
一
般
的
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
恐
れ
も
あ
っ
た
。
五
周
年
記
念
事
業
を
契
機

と
し
て
、
従
来
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
た
本
州
と
四
国
が
橋

で
結
ば
れ
た
こ
と
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、
橋
を
生

か
し
た
地
域
整
備
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
も
の
と
確

信
し
て
い
る
。

本
四
道
路
の
他
の
二
ル
ー
ト
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す

れ
ば
、
神
戸
鳴
門
ル
ー
ト
の
明
石
海
峡
大
橋
は
塔
工
事
が

概
ね
完
了
し
引
き
続
き
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
行
う
。
陸
上
部

の
道
路
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
平
成
九
年
度
の
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。
尾
道
今
治
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、

来
島
海
峡
で
三
つ
の
吊
橋
の
基
礎
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て

お
り
、
多
々
羅
大
橋
の
基
礎
工
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。
尾

道
大
橋
は
現
橋
が
二
車
線
で
あ
る
た
め
、
新
橋
を
架
け
別

線
四
車
化
を
行
う
工
事
に
ま
も
な
く
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
o本

四
･
三
ル
ー
ト
の
完
成
は
数
年
先
に
迫
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
が
十
分
に
活
用
さ
れ
、
二
一
世
紀
へ
の
財
産
と
な

る
よ
う
公
団
と
し
て
も
関
係
各
位
と
協
力
し
、
努
力
し
て

い
き
た
い
。
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北
緯
三
二
度
五
〇
分
二
秒
、
東
経

一
三
〇
度
五
一
分
二
七
秒
、
標
高
一

九
二

･
七
m
、
こ
こ
は
熊
本
の
空
の

玄
関

｢熊
本
空
港
｣
で
あ
る
。

着
陸
す
る
と
き
、
眼
下
に
は
我
が

熊
本
を
代
表
す
る
美
し
い
緑
の
田
園

風
景
が
あ
る
。
一
望
す
れ
ば
、
滑
ら

か
な
稜
線
を
描
く
阿
蘇
外
輪
と
、
そ

れ
に
連
な
る
草
原
の
淡
い
緑
を
借
景

に
、
高
遊
原
台
地
に
広
が
る
畑
と
谷

筋
に
残
さ
れ
た
緑
が
、
訪
れ
る
人
を

小天

熊本

杉並木
5 7号

し　

　

歓
迎
し
、
感
動
さ
せ
ず
に
は
お
か
な

い
。

｢よ
う
、
来
な
は
っ
た
。
熊
本

に
。｣
(熊
本
の
方
言
で

｢よ
く
来
て

く
れ
ま
し
た
。L
の
意
味
)

今
日
は
、
皆
さ
ん
を
こ
こ
熊
本
空

岳

港
を
起
点
に
、
"躍

動
す
る
く
ま
も

繞

と
“
を
創
る
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
道
路

阿

や
歴
史
の
息
吹
を
今
に
伝
え
る
史
跡

劇
へ
の
道
な
ど

で

ま
も
と
の
あ
の
道

写

こ
の
道
“
を
い
く
つ
か
ご
案
内
し
て

み
た
い
。

概略図

緑
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

(第
二
･
第
三
空
港
線
)

さ
て
、
空
港
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗

り

･熊
本
市
内
へ
｣
と
言
え
ば
、
運

転
手
は
御
機
嫌
に
二
つ
返
事
で
こ
の

道
を
走
っ
て
市
内
へ
約
二
〇
分
、
そ

れ
が
初
め
に
御
紹
介
す
る
第
二
空
港

線
で
あ
る
。
第
二
空
港
線
は
空
港
と

熊
本
市
街
地
や
県
南
の
各
地
域
と
結

ぶ
国
道
五
七
号
･
国
道
三
号
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
昭
和
五
二
年
度
に
着
工
し
、

昭
和
六
二
年
に
全
線
供
用
開
始
し
た

70 道行セ 93.6

くまもとの道今昔

くまもと

ゆたかを多彩

熊本県土木部道路維持課長 増見 豊彦

　　 　シリーズ 窃 @ 這 呂②逼

処)%人吉



シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
あ
る
。
道
の
両

側
に
一
、
六
三
一本
の
県
の
木
で
あ

る
楠
木
が
植
栽
さ
れ
、
正
に
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
ハ
イ
ウ
ェ
ー
の
感
が
あ
る
。

特
に
、
新
緑
の
候
、
若
葉
が
繁
り
そ

の
緑
の
素
晴
ら
し
さ
は
目
を
見
張
る

ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
こ
の
路

線
は
、
本
県
が
他
県
に
先
駆
け
て
制

定
し
た
景
観
条
例
の
中
で
、
景
観
形

成
地
域
と
し
て
特
に
指
定
し
、
屋
外

広
告
物
等
の
規
制
指
導
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
ケ
バ
ケ
バ
し
た
大
小
看
板第2空港線

類
が
見
え
な
い
。
緑
の
中
を
ゆ
る
や

か
な
線
形
を
描
き
な
が
ら
車
は
快
適

に
走
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
気
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
樹
木
の
成
長
が
早
い
の
で

あ
る
。
隣
接
す
る
農
作
物
に
日
照
障

害
を
起
こ
し
は
し
な
い
か
、
病
害
虫

が
発
生
し
は
し
な
い
か
、
建
築
限
界

を
侵
し
は
し
な
い
か
。
ま
た
、
｢信

号
機
･
標
識
が
見
づ
ら
い
、
看
板
が

隠
れ
る
。｣
な
ど
の
苦
情
も
矢
張
り

あ
る
。
早
め
早
め
の
対
応
を
と
心
掛

け
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を
求
め
な

が
ら
維
持
管
理
に
精
を
出
し
て
い
る

が
、
緑
化
は
結
構
、
気
と
金
を
使
う

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
信
号
が
少
な
く
緑
に
囲
ま

れ
た
快
適
な
道
路
で
あ
る
た
め
、
高

速
道
と
勘
違
い
し
た
よ
う
な
ス
ピ
ー

ド
を
出
す
車
、
若
者
の
暴
走
等
も
出

て
き
て
お
り
、
交
通
安
全
に
は
特
に

気
を
使
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

こ
の
第
二
空
港
線
に
連
結
し
て
昨

年
の
=
一月
に
第
三
空
港
線
が
供
用

写真3 大津街道杉並木

開
始
し
た
。
第
二
空
港
線
同
様
景
観

に
充
分
配
慮
し
た
樫
並
木
の
新
道
で

あ
る
。
四
、
五
年
も
す
れ
ば
棒
の
ト

ン
ネ
ル
の
中
を
か
ろ
や
か
に
走
る
車

が
想
像
で
き
る
。
こ
の
道
は
阿
蘇
･

県
北
と
熊
本
を
結
ぶ
国
道
五
七
号
、

三
二
五
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
国
道
五
七
号
は
、
熊
本
が
世

界
に
誇
る
観
光
地
阿
蘇
山
へ
の
ル
ー

ト
で
あ
り
、
そ
の
昔
熊
本
と
大
分
を

結
ぶ
豊
後
街
道
と
し
て
江
戸
参
勤
交

替
の
道
と
な
り
、
歴
史
を
背
負
っ
た

道
で
も
あ
る
。
そ
の
途
中
に
あ
る
か

つ
て
加
藤
清
正
公
が
植
え
た
と
さ
れ

る
屋
久
杉
約
一
、
0
0
0
本
の
大
津

街
道
杉
並
木
は
余
り
に
も
有
名
で
あ

る
。新

し
い
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
第
二
空

港
線
の
楠
木
も
第
三
空
港
線
の
樫
も

こ
の
杉
並
木
の
よ
う
に
、
将
来
き
っ

と
く
ま
も
と
発
展
の
歴
史
の
生
き
証

人
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

天
草
ロ
マ
ン
へ
の
道

さ
て
、
熊
本
か
ら
一
路
、
阿
蘇
と

ミ＼
泳
ぎ

　

　
　

ゞ

＼き



並
び
有
名
な
観
光
地

"殉
教
と
ロ
マ

ン
の
島
“
天
草
へ
の
道
を
辿
る
。

九
州
本
土
か
ら
有
明
海
に
突
き
出

た
宇
土
半
島
を
国
道
五
七
号
に
の
り

一
時
間
。
い
よ
い
よ
天
草
。
目
の
前

に
天
草
一
号
橋
が
現
れ
る
。
天
草
五

橋
は
、
国
道
二
六
六
号

(起
点
…
牛

深
市
、
終
点
…
熊
本
市
)
の
う
ち
、

道
路
公
団
が
建
設
管
理
し
た
九
州
本

土
と
五
つ
の
島
の
あ
い
だ
に
掛
か
る

島
民
悲
願
の
夢
の
か
け
橋
で
あ
っ
た
。

架
橋
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和
一
一

年
、
森
慈
秀
氏

(昭
和
四
人
年
没
、

写真 4 天草五橋

元
大
矢
野
町
長
、
県
議
)
が
県
議
会

で

｢生
産
性
の
低
い
天
草
の
開
発
は

架
橋
の
他
な
い
｣
と

｢夢
の
か
け
橋

構
想
｣
を
打
ち
上
げ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
こ
の
時
は
、
誇
大
妄
想
的
発
言

と
一
笑
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
離
島

の
不
便
さ
を
痛
感
し
て
い
た
島
民
に

よ
る
一
円
運
動
な
ど
の
強
い
熱
意
と

取
組
み
に
実
現
の
機
運
が
次
第
に
高

ま
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
三
一
年
、
道
路
公
団
に
よ
る

調
査
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
七
年
着

工
、
当
時
の
架
橋
技
術
の
粋
が
集
め

ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
二
ヶ
月
、

難
工
事
の
末
天
草
島
民
す
べ
て
の
悲

願
で
あ
っ
た
夢
の
か
け
橋
は
完
成
し

た
。
昭
和
四
一
年
九
月
で
あ
る
。
離

島
で
あ
っ
た
天
草
と
九
州
本
土
が
一

体
と
な
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
天
草
の

人
々
の
歓
喜
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

天
草
は
、
藍
よ
り
青
い
海
、
多
く

の
島
々
か
ら
な
る
松
島
な
ど
素
晴
ら

し
い
自
然
景
勝
は
も
と
よ
り
、
歴
史

的
に
も
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
哀
話
を

秘
め
た
殉
教
の
地
で
あ
り
、
近
世
初

期
、
天
草
四
郎
を
押
し
立
て
島
原
の

乱
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
は
余
り
に

も
有
名
で
あ
る
。
こ
の
ロ
マ
ン
の
島

天
草
と
ユ
ニ
ー
ク
で
美
し
い
五
橋
を

も
と
め
て
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
く
る
。
五
橋
開
通
時
、
道
路

公
団
が
通
行
車
両
を
一
日
当
た
り
約

七
〇
〇
台
と
予
測
し
て
い
た
の
に
対

し
、
五
橋
ブ
ー
ム
で
初
年
度
だ
け
で

も
、
一
日
平
均
約
四
、
0
0
0
台
と

予
想
を
大
き
く
上
回
り
、
昭
和
四
九

年
九
月
通
行
料
金
は
無
料
化
さ
れ
た
。

わ
ず
か
九
年
で
償
還
を
終
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
公
団
の
嬉
し
い
見
込
み
違

い
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
〇
年
、
天
草
は
、
今

72 道行セ 93,6
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日
も
自
然
･
歴
史
の
観
光
資
源
と
豊

今
、
天
草
で
は
、
島
原
･
天
草
･

富
な
海
の
幸
を
生
か
し
た
リ
ゾ
ー
ト

観
光
拠
点
と
し
て
、
そ
の
地
位
を
確

立
し
、
更
に
大
き
く
し
て
い
る
と
言

え
る
。
橋
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
在

の
交
通
量
は
、
約
一
九
、
0
0
0
台

/
日
と
な
っ
て
い
る
。

管
理
者
は
県
に
代
わ
っ
て
も
、
五

つ
の
橋
は
か
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
あ
る
美
し
い
姿
で
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
海
や
緑
の
島
々
と
見
事

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
天
草
の
存
在
が
大
き
く

な
り
、
.

五
橋
の
ウ
ェ
ー
ト
が
増
せ
ば

増
す
ほ
ど
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
塩
害
対
策
、
鋼
橋
の

塗
装
塗
り
替
え
、
風
速
監
視
な
ど
、

そ
の
維
持
管
理
に
は
神
経
を
使
う
。

ま
た
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
等
の
車
の
渋

滞
が
慢
性
化
し
て
き
て
お
り
、
時
間

短
縮
等
難
し
い
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

五
橋
生
み
の
親
の
森
翁
が
夢
の
架

け
橋
を
唱
え
て
五
十
数
年
た
っ
た
今

日
、
天
草
ロ
マ
ン
の
炎
は
尽
き
る
こ

と
な
く
、
架
橋
へ
の
夢
は
更
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

長
島
を
結
ぶ
三
県
架
橋
構
想
と
本
県

最
後
の
離
島
町
御
所
浦
町
と
天
草
本

島
を
結
ぶ
御
所
浦
架
橋
と
が
盛
り
上

が
り
つ
つ
あ
る
。

天
草
の
今
日
と
明
日
を
地
下
に
眠

る
森
翁
は
何
と
思
わ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
尋
ね
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

自
然
･
歴
史
の
回
廊

さ
て
、
天
草
の
海
と
魚
を
満
喫
、

賞
味
さ
れ
た
ら
、
今
度
は
、
九
州
脊

梁
に
囲
ま
れ
た
山
里
人
吉
盆
地
に
御

案
内
し
よ
う
。
宇
土
半
島
を
国
道
二

六
六
号
に
の
り
、
か
つ
て
の
熊
本
か

ら
鹿
児
島
へ
行
く
薩
摩
街
道
の
国
道

三
号
へ
出
て
南
進
、
八
代
か
ら
国
道

二
一
九
号
へ
と
道
を
と
る
と
、
三
大

急
流
川
下
り
で
有
名
な
球
磨
川
に

沿
っ
て
、
相
良
藩
七
〇
〇
年
の
歴
史
、

五
木
の
子
守
唄
で
知
ら
れ
る
五
家
荘

な
ど
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
人
吉
球
磨

地
方
へ
誘
う
。

浄
瑠
璃

｢伊
賀
越
道
中
双
六
｣
で

荒
木
又
右
衛
門
と
渡
辺
数
馬
に
追
わ

れ
た
河
合
又
五
郎
の

｢落
ち
行
く
先

は
九
州
相
良
･･じ
と
の
台
詞
が
あ
る
。

澄
み
き
っ
た
蒼
い
流
れ
が
何
処
ま
で

都
か
ら
の
遠
さ
に
加
え
、
急
峻
な

も
続
く
。
そ
の
景
色
は
、
実
に
素
晴

“

山
々
に
囲
ま
れ
、
人
吉
盆
地
ま
で
か

ら
し
い
。
八
代
、
人
吉
間
約
五
五
如
、

6

な
り
の
険
路
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

訪
れ
る
者
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
は
な

9セ

か
つ
て
人
吉
球
磨
は
陣
の
孤
島
と
言

い
。
あ
ま
り
素
晴
ら
し
い
か
ら
、
仁

断

わ
れ
て
い
た
。
寛
文
四
年

(
一
六
六

徳
天
皇
の
時
代
中
国
の
奥
地
に
住
ん

四
)、
人
吉
の
商
人
林
藤
左
街
門
正

で
い
た
九
、
○
○
0
匹
の
河
童
が
場

盛
が
球
磨
村
大
瀬
の
亀
石
を
裂
割
除

子
江
を
下
り
、
大
遠
泳
し
て
八
代
市

去
し
、
球
磨
川
び
ら
き
の
偉
業
を
な

に
渡
来
、
球
磨
川
河
口
に
上
陸
し
、

し
遂
げ
た
た
め
、
人
吉
八
代
間
の
舟

球
磨
川
に
散
っ
て
行
っ
た
と
い
う
言

運
が
隆
盛
を
極
め
た
こ
と
が
坂
本
村

い
伝
え
が
今
も
残
っ
て
お
り
、
河
童

史
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
陸
路
は
や

渡
来
の
碑
が
新
萩
原
橋
下
流
に
あ
る
。

は
り
川
沿
い
の
川
舟
街
道
、
尾
根
沿

沿
線
途
中
の
球
磨
村
に
は
山
口
秋
芳

い
の
山
道
街
道
等
の
険
し
い
道
で

洞
と
並
び
賞
せ
ら
れ
る
鍾
乳
洞
の

あ
っ
た
。
陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
た
由

｢球
泉
洞
｣
と
そ
れ
と
併
設
さ
れ
て

緑
で
あ
る
。
明
治
四
一
年
、
鉄
道
開

い
る
山
村
振
興
の
活
性
化
を
担
っ
た

通
、
当
時
の
道
路
は
元
々
鉄
道
と
と

｢森
林
館
｣
が
あ
り
、
立
ち
寄
っ
て

も
に
球
磨
川
左
岸
に
あ
っ
た
が
、
昭

い
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
丁

和
二
八
年
五
月
、
二
級
国
道
熊
本
宮

度
、
こ
こ
は
球
磨
川
下
り
の
下
船
場

崎
線
と
し
て
指
定
さ
れ
、
昭
和
三
〇

で
も
あ
る
。
流
域
面
積

一
、
八
八

年
に
鎌
瀬
橋
が
完
成
し
、
右
岸
に
新

○
蝸
、
流
路
延
長
三

四
如
の
球
磨

設
さ
れ
た
。
昭
和
四
〇
年
三
月
一
般

川
は
、
最
上
川
･
富
士
川
と
と
も
に

国
道
二
一
九
号
と
な
り
現
在
に
至
っ

日
本
三
大
急
流
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。

て
い
る
。
人
吉
市
か
ら
約
一
八
如
の

九
州
山
地
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
、

ス
リ
リ
ン
グ
な
天
然
の
ウ
オ
ー
タ
ー

急
峻
な
山
岳
の
深
い
緑
と
球
磨
川
の

シ
ュ
ー
ト
を
楽
し
め
る
。
幾
つ
も
の



畿
が~濃

　
　　

が

た
き
き

　

　
　
　　

難
所
･
景
勝
が
連
続
す
る
が
、
槍
倒

し
の
瀬
と
右
岸
に
そ
そ
り
立
つ
大
岩

壁
は
圧
巻
で
あ
る
。

地
元
の
人
は
当
地
方
に
本
県
の
文

化
財
の
三
分
の
二
が
あ
る
と
い
う
が
、

と
に
か
く
神
社
、
仏
閣
、
旧
跡
が
多

い
。
国
指
定
史
跡
の
人
吉
城
跡
、
国

指
定
重
要
文
化
財
で
は
猫
寺

(生
善

院
観
音
堂
)、
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
、

青
井
阿
蘇
神
社
社
殿
、
明
導
寺
阿
弥

陀
堂
、
高
寺
院
木
造
毘
沙
門
天
立
像
、

山
田
大
王
神
社
本
殿
、
桑
原
家
住
宅
、

太
田
家
住
宅
、
願
成
寺
木
造
阿
弥
陀

如
来
像
、
老
神
神
社
等
々
、
そ
の
他

で
も
、
幽
霊
寺

(幽
霊
の
絵
が
あ
る
。

永
国
寺
)、
谷
水
薬
師
、
城
泉
寺

等
々
。
数
年
前
、
文
化
庁
の
調
査
が

入
っ
た
が
、
新
た
に
文
化
財
に
入
る

も
の
も
多
い
と
聞
く
。

加
え
て
、
こ
こ
は
温
泉
の
里
で
も

あ
る
。
人
吉
名
物
、
朝
も
や
が
川
面

に
漂
う
球
磨
川
、
朝
霧
に
煙
る
人
吉

城
跡
を
望
み
、
温
泉
に
浸
る
。
ー
但

し
、
望
め
た
ら
。
人
吉
の
朝
霧
は
深

写真6 球磨川下り

い
。
昼
頃
、
太
陽
が
顔
を
出
し
て
初

め
て
晴
れ
て
い
た
の
を
知
り
、
驚
い

た
こ
と
も
あ
る
!
。
明
治
一
〇
年
、

西
南
戦
争
の
と
き
、
西
郷
隆
盛
は
永

国
寺
を
本
陣
に
三
三
日
間
滞
在
し
て

い
る
。
行
く
手
を
阻
ま
れ
、
後
退
で

の
人
吉
滞
在
で
あ
る
。
温
泉
に
入
り
、

球
磨
焼
酎
を
呑
み
、
何
を
思
っ
た
だ

ろ
う
か
。
西
郷
ど
ん
の
足
跡
を
偲
び
、

当
時
に
思
い
を
馳
せ
る
の
も
面
白
い
。

焼
酎
の
話
が
出
た
の
で
ち
ょ
っ
と

付
け
加
え
る
。
球
磨
で
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
も
の
の
一
つ
に
球
磨
焼
酎
が

あ
る
。
当
地
に
は
三
〇
数
カ
所
の
醸

造
元
が
あ
る
。
球
磨
で
は
鶏
ま
で
朝

か
ら

｢焼
酎
と
っ
と
げ
ー
｣
｢朝
か

ら
や
ー
｣
｢ご
ん
ご

(五
合
)
と
っ

と
げ
-
｣
と
鳴
く
と
言
う
く
ら
い
で
、

焼
酎
好
き
が
多
い
。
球
磨
で

｢サ

ケ
｣
と
言
え
ば

｢焼
酎
｣
の
こ
と
を

指
す
。
焼
酎
が
な
い
と
話
も
進
ま
な

い
と
も
聞
く
。
人
吉
土
木
事
務
所
の

職
員
は
大
変
で
あ
る
。
下
戸
で
は
勤

ま
ら
な
い
。
現
在
の
焼
酎
の
主
流
は

シリーズ/ あの道 この道
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二
五
度
だ
が
、
三
五
度
も
四
五
度
も

大
分
横
道
に
そ
れ
た
。
風
光
明
娼
、

歴
史
へ
の
誘
い
を
あ
じ
わ
っ
て
い
た

あ
る
。
も
っ
と
強
い
の
も
あ
る
。
こ

ヒ
頭

と
も

し
ト

ヱ

"

ご
ナ

と
"

こ
で
は
こ
れ
を
ガ
ラ

(長
い
口
の
着

い
た
直
墹
)
に
い
れ
て
温
め
、
チ
ョ

ク

(盃
)
で
、
夏
は
球
磨
川
の
巨
鮎

を
、
冬
は
猪
･
鹿
を
肴
に
呑
む
の
で

あ
る
。
チ
ョ
ク
は
大
変
小
さ
い
。
匂

い
さ
え
我
慢
す
れ
ば
簡
単
に
呑
め
る
。

こ
れ
に
初
め
て
の
者
は
騙
さ
れ
る
。

小
さ
い
か
ら
自
然
と
ピ
ッ
チ
が
早
く

な
る
。
盃
を
勧
め
る
ス
ピ
ー
ド
も
早

く
な
る
。
匂
い
が
気
に
な
ら
な
く
な

る
頃
に
は
酔
い
も
随
分
と
回
っ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
お
湯
割
り
を
呑
む

人
も
い
る
。
割
り
方
は
七
対
三
、
八

対
二
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
多
い
ほ
う

が
焼
酎
で
あ
る
か
ら
心
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
人
吉

球
磨
の
住
人
は
す
こ
ぶ
る
人
が
い
い
。

方
言
に
は
鎌
倉
時
代
の
武
家
言
葉
が

残
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。
心
地

よ
い
方
言
で
当
地
の
酒
席
の
遊
び
、

球
磨
拳
で
も
習
っ
た
ら
、
酒
は
一
層

進
む
の
で
あ
る
。
人
吉
に
赴
任
し
た

職
員
は
、
大
抵
、
酒
が
強
く
な
っ
て

帰
っ
て
く
る
。

文
化
風
土
と
も
申
し
分
な
し
で
人
も

良
い
、
温
泉
が
あ
っ
て
旨
い
酒
が
あ

る
が
、
当
地
を
走
る
国
道
二
一
九
号

の
管
理
で
は
辛
い
こ
と
が
あ
る
。
道

路
災
害
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
猪
･

鹿
を
食
べ
た
の
に
怒
っ
て
、
仲
間
が

走
り
回
っ
て
い
る
の
か
、
将
又
九
、

○
○
0
匹
の
河
童
が
ダ
ム
を
作
っ
た

り
、
鮎
を
横
取
り
し
た
の
を
怒
っ
て

悪
戯
し
て
い
る
の
か
、
崖
崩
れ
、
道

路
下
部
の
洗
掘
等
が
多
い
の
で
あ
る
。

昭
和
六
一
年
一
二
月
球
磨
村
神
瀬
で

大
規
模
な
地
滑
り
が
発
生
し
た
。
復

旧
に
一
九
五
日
間
を
要
し
た
が
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
や
車
が
な

か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
ロ
ッ

ク
シ
ェ
ッ
ド
、
落
石
防
止
柵
、
ロ
ッ

ク
･ネ
ッ
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
数
量
共
に
驚
く
ほ
ど
多
く
の

防
災
工
事
を
施
し
て
い
る
が
、
猪
、

鹿
と
河
童
の
怒
り
は
未
だ
納
ま
り
そ

う
に
な
く
、
人
吉
土
木
事
務
所
、
八

代
土
木
事
務
所
の
職
員
共
々
、
当
分

気
が
休
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
温
泉
と
焼
酎
、
深
い
山
脈
、

た
。
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に

棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ

ば
窮
屈
だ
。
兎
角
に
人
の
世
は
住
み

に
く
い
。
｣
(｢草
枕
｣
の
一
節
)

夏
目
漱
石
は
、
明
治
二
九
年
愛
媛

県
松
山
中
学
か
ら
熊
本
県
第
五
高
等

学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
て

き
た
。
冒
頭
の

｢草
枕
｣
の

三
即
は
、

漱
石
が
二
年
後
有
明
海
の
小
さ
な
温

泉
に
清
遊
し
た
と
き
の
険
し
い
山
坂

で
の
感
慨
で
あ
る
o

山
道
を
登
り
切
る
と
穏
や
か
な
勾

配
の
県
道
天
水
熊
本
線
で
あ
る
。
こ

の
路
線
は
漱
石
の
目
指
し
た
小
天
温

泉
の
あ
る
天
水
町
と
熊
本
市
を
結
ぶ

約
二
五
蹴
の
郡
び
た
山
間
の
路
で
あ

る
。
当
時
、
海
岸
沿
い
の
道
路

(現

国
道
五
○
一
号
)
は
な
く
、
小
天
へ

は
こ
の
道
を
歩
い
て
い
く
ほ
か
な

か
っ
た
。
熊
本
市
の
町
並
み
の
尽
き

る
辺
り
か
ら
西
方
に
優
し
く
聟
え
る

金
峰
山

(別
名
一
の
岳
、
標
高
六
六

五
m
)
に
向
か
っ
て
道
は
山
腹
を
縫

う
よ
う
に
し
て
上
っ
て
く
る
。
町
外

れ
に
あ
る
の
が
、
日
蓮
宗
の
名
刹
本

妙
寺
で
あ
る
。
関
が
原
の
役
後
、
肥
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だ
け
た
で
あ
ろ
う
か
。

熊
本
の
旅
も
残
り
時
間
が
無
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
心
残
り
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
躍
、
熊
本
市

へ
引
き
返
す
こ
と
に
し
よ
う
o

帰
り
は
、
人
吉
か
ら
九
州
縦
貫
自

動
車
道
を
使
お
う
。
約
一
時
間
と
い

う
速
さ
で
熊
本
へ
着
く
。
高
速
道
の

開
通
で
時
間
距
離
が
三
時
間
か
ら
一

時
間
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。

草
枕
の
道

熊
本
市
内
は
、
国
道
、
主
要
地
方

道
を
始
め
と
す
る
幹
線
道
路
が
縦
横

に
走
っ
て
お
り
、
慶
長
三
一年

(
一

六
〇
七
年
)
加
藤
清
正
築
城
の
日
本

三
名
城
の
熊
本
城
や
江
戸
初
期

(
一

六
三
二
年
)
肥
後
細
川
家
初
代
当
主

忠
利
が
創
建
し
た
水
前
寺
公
園
な
ど

数
多
く
の
名
所
旧
跡
へ
導
い
て
く
れ

る
。
有
名
な
の
で
御
存
知
と
思
う
の

で
、
ち
ょ
っ
と
趣
を
変
え
て
、
熊
本

市
の
は
ず
れ
に
あ
る
文
学
の
道
に
御

案
内
し
よ
う
o

｢山
道
を
登
り
な
が
ら
こ
う
考
え



後
の
領
主
と
な
っ
た
加
藤
清
正
が
訛

ら
れ
て
い
る
。
清
正
公
は
名
城
熊
本

城
を
築
い
た
他
、
清
正
公
道
路
に
代

表
さ
れ
る
道
や
河
川
改
修
等
民
政
に

も
力
を
注
い
だ
の
で
、
今
な
お

“せ

い
し
ょ
こ
さ
ん
"
の
呼
び
名
で
親
し

ま
れ
、
墓
前
に
は
香
華
の
絶
え
る
こ

と
が
な
い
。
清
正
公
の
大
き
な
像
が

山
の
上
か
ら
じ
っ
と
熊
本
市
街
を
見

下
ろ
し
て
い
る
。
天
水
熊
本
線
か
ら

も
森
と
水
の
都
熊
本
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

坂
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
峠
の
茶
屋
で

あ
る
。
漱
石
は
折
悪
し
く
降
り
だ
し

た
春
雨
に
ず
ぶ
濡
れ
と
な
っ
て
い
た
。

｢
『お
い
』
と
声
を
掛
け
た
が
返

事
が
な
い
。
軒
下
か
ら
奥
を
の
ぞ
く

と
、
煤
け
た
障
子
が
立
て
切
っ
て
あ

る
。
向
側
は
見
え
な
い
。
五
、
六
足

の
草
履
が
淋
し
そ
う
に
庇
か
ら
吊
る

さ
れ
て
、
屈
託
気
に
ふ
ら
り
ふ
ら
り

と
揺
れ
る
。
下
に
駄
菓
子
の
箱
が
三

つ
ば
か
り
並
ん
で
、
そ
ば
に
五
厘
銭

と
文
久
銭
が
散
ら
ば
っ
て
居
る
。

『お
い
』
と
又
声
を
掛
け
る
。
(中

略
)
し
ば
ら
く
す
る
と
奥
の
方
か
ら

写真8 峠の茶屋

足
音
が
し
て
煤
け
た
障
子
が
さ
ら
り

と
開
く
。｣

昔
美
人
の
茶
店
の
婆
さ
ん
の
出
番

で
あ
る
。
激
し
か
っ
た
雨
も
次
第
に

収
ま
り
、
竈

の
火
で
漱
石
の
肌
着

も
乾
い
て
き
た
。
峠
の
茶
屋
か
ら
南

へ
道
を
辿
る
と
金
峰
山
の
登
山
口
で

あ
る
。
一
帯
は
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
、
四
季
を
通
し
て
ハ
イ
カ
ー

で
賑
わ
う
。
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
素

晴
ら
し
く
、
阿
蘇
雲
仙
を
指
呼
の
間

に
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

県
道
は
峠
の
茶
屋
か
ら
金
峰
山
の

山
麓
を
西
へ
下
り
、
河
内
ミ
カ
ン
の

名
産
地
河
内
町
へ
向
か
う
。
河
内
町

は
、
フ
ジ
モ
リ
ペ
ル
ー
大
統
領
の
御

両
親
の
故
郷
で
も
あ
る
。
先
年
大
統

領
が
来
日
さ
れ
、
里
帰
り
さ
れ
た
時

大
歓
迎
を
受
け
ら
れ
た
。

す
ぐ
近
く
に
霊
巖
洞
と
い
う
洞
窟

が
あ
る
。
晩
年
熊
本
藩
に
仕
官
し
た

宮
本
武
蔵
は
、
こ
の
洞
窟
に
籠
っ
て

兵
法
の
極
意
書

｢五
輪
書
｣
を
著
し

て
い
る
。
正
に
精
神
集
中
の
で
き
る

場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

道
は
二
の
岳
の
山
腹
を
回
る
。
海
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ま
で
の
傾
斜
は
、
見
渡
す
限
り
蜜
柑

畑
で
あ
る
。
有
明
海
を
眼
下
に
望
み

な
が
ら
蜜
柑
の
香
り
の
中
を
下
り
て

い
く
と
、
天
水
熊
本
線
の
終
点
天
水

町
で
あ
る
。

｢草
枕
｣
に
那
古
井
温
泉
と
し
て

登
場
す
る
小
天
温
泉
は
、
蜜
柑
山
の

山
懐
に
抱
か
れ
た
静
か
な
温
泉
で
あ

る
。
漱
石
は
一
軒
宿
の
那
古
井
館
で

友
人
と
正
月
を
過
ご
し
て
い
る
。

｢草
枕
｣
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
宿
の
お
嬢
さ
ん
は
男
勝
り
の

熊
本
美
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
漱
石

の
泊
ま
っ
た
那
古
井
館
は
、
記
念
館

と
し
て
現
在
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
天
水
町
は
、
映
画

｢東
京
物
語
｣
の
老
夫
婦
役

｢男
は

つ
ら
い
よ
シ
リ
ー
ズ
｣
の
名
脇
役
と

し
て
活
躍
し
、
多
く
の
人
に
感
動
を

与
え
、
先
頃
亡
く
な
っ
た
俳
優
の
笠

智
衆
の
生
誕
地
で
、
彼
は
名
誉
町
民

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
路
線
は
取
り
立
て
て
目
立
つ

路
線
で
は
な
い
が
、
歴
史
を
回
想
し

な
が
ら
、
文
庫
本
を
片
手
に
一
度
は

歩
い
て
探
訪
し
て
み
た
い
気
に
な
る

路
線
で
あ
る
。

な
お
、
当
路
線
は
、
五
月
一
一
日
、

主
要
地
方
道
熊
本
玉
名
線
と
し
て
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

×

×

×

×

×

×

さ
て
、
今
日
は
熊
本
の
空
の
玄
関

熊
本
空
港
を
起
点
に
早
足
で
く
ま
も

と
の
道
の
ほ
ん
の
一
部
を
散
策
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
舌
足
ら
ず
、
勉
強

不
足
の
点
多
々
あ
り
御
案
内
に
な
ら

な
か
っ
た
と
思
う
。
御
容
赦
願
い
た

い
。道

路
の
維
持
管
理
に
携
わ
る
者
は
、

日
々
、
苦
情
、
要
望
等
に
忙
殺
さ
れ
、

困
難
な
問
題
と
も
対
時
し
な
が
ら
、

安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
る

た
め
、
日
夜
頑
張
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
私
は
、
ど
ん
な
時
で
も
共

に
あ
る
者
が
一
丸
と
な
り
一
歩
で
も

前
へ
の
元
気
さ
だ
け
は
失
い
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に
、
も
う
一
言
、
熊
本
で

は
今
、
“新
幹
線
の
熊
本
乗
り
入
れ

の
実
現
“
に
県
民
挙
げ
て
阿
蘇
火
山

の
火
の
如
く
燃
え
て
い
る
。
次
の
機

会
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
陸
の
玄
関

“新
幹
線
"
の
熊
本
駅
を
起
点
に
し

て
、
熊
本
を
更
に
御
案
内
し
て
み
た

い
と

一
人
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。全

国
読
者
の
皆
様
の
御
来
熊
を
、

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
お
別
れ
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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“

月
･日

世

界

の

動

き

○
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
が
公
定
歩
合
を
○
･
二
五
%
幅
引
き
下
げ
、

年
七
･
一
一五
%
に
す
る
こ
と
を
決
定
。
ド
イ
ツ
は
景
気
が
急
速
に

後
退
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
政
府
の
見
通
し
に
よ
る
と
、
今
年
の
旧

西
独
地
域
の
経
済
は
、
ゼ
ロ
成
長
か
マ
イ
ナ
ス
一
%
と
後
退
す
る
。

○
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
、
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け

て

｢大
統
領
は
国
民
投
票
で
信
任
を
得
た
｣
と
勝
利
宣
言
。
こ
の

宣
言
は
コ
ス
チ
コ
フ
大
統
領
報
道
官
の
声
明
を
通
じ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
｢国
民
の
意
志
表
示
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
最
高
会
議
の

試
み
は
、
成
功
し
な
か
っ
た
し
と
強
調
し
て
い
る
。

○
ロ
シ
ア
大
統
領
府
の
ク
ラ
シ
コ
フ
報
道
官
長
が
、
五
月
二
五
日

か
ら
三
日
間
の
予
定
で
内
定
し
て
い
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
日

本
訪
問
に
つ
い
て

｢日
口
相
互
の
合
意
に
よ
り
延
期
に
な
っ
た
｣

と
発
表
。
併
せ
て

｢今
秋
に
は
訪
日
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
｣
と

述
べ
た
。

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
三
月
の
貿
易
赤
字
は
、
季
節
調

整
済
み
で
一
〇
二
億
七
万
ド
ル
に
達
し
、
前
月
比
二
九
･
一
%
増
。

対
日
赤
字
は
五
二
億
六
、
三
〇
〇
万
ド
ル
で
前
月
比
二
七
･
五
%

増
。
対
日
赤
字
額
は
八
七
年
一
〇
月
以
来
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

事

項

猟
月
･日

国

内

の

動

き

○
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
が
、
会
員
企
業
五
七
社
を
対
象
に
し

た
一
九
九
二
年
度
の
受
注
調
査
結
果
を
発
表
。
受
注
総
額
は
二
三

兆
三
八
億
円
で
、
前
年
度
比
一
四
･
六
%
減
。
落
ち
込
み
幅
は
こ

れ
ま
で
の
最
高
で
、
第
一
次
石
油
危
機
の
影
響
に
よ
る
七
五
年
度

の
九
･
三
%
減
を
上
回
っ
た
。

○
日
本
鉄
鋼
連
盟
が
発
表
し
た
昨
年
度
の
鉄
鋼
貿
易
動
向
に
よ
る

と
、
半
製
品
な
ど
を
含
め
た
全
鉄
鋼
の
輸
出
量
は
、
一
、
九
四
二

万
四
〇
〇
〇
ト
ン
で
、
前
年
度
比
七
･
三
%
増
。
三
年
連
続
の
増

加
だ
が
、
水
準
は
低
く
、
八
九
年
度
以
来
、
四
年
連
続
二
、
0
0

○
万
ト
ン
を
割
っ
た
。

○
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
西
部
で
、
日
本
が
国
連
平
和
維
持
活
動

(P
K

O
)
協
力
法
に
基
づ
い
て
派
遣
し
た
文
民
警
察
官
が
、
ポ
ル
･
ポ

ト
派
と
み
ら
れ
る
武
装
集
団
に
襲
わ
れ
、
一
人
が
死
亡
、
四
人
が

重
軽
傷
を
負
っ
た
。
日
本
政
府
が
正
式
に
派
遣
し
た
p
K
O
要
員

に
死
者
が
出
た
の
は
、
初
め
て
。

○
閣
議
で
報
告
さ
れ
た
九
二
年
度

｢観
光
白
書

(観
光
の
状
況
に

関
す
る
年
次
報
告
と

に
よ
る
と
、
昨
年
の
海
外
旅
行
者
は
、
延
べ

一
、
一
七
九
万
人
と
史
上
最
多
を
記
録
。
前
年
度
よ
り
一
0
･

九
%
増
。

○
自
民
党
の
整
備
新
幹
線
建
設
促
進
議
員
連
盟
の
財
源
問
題
検
討

小
委
員
会

(小
里
貞
利
座
長
)
が
、
北
海
道
、
九
州
な
ど
整
備
新

幹
線
五
線
の
建
設
財
源
案
を
ま
と
め
た
。
建
設
費
の
負
担
割
合
は
、

国
が
六
0
%
、
地
元
自
治
体
が
三
0
%
、
J
R
が
一
0
%
。

事

項

閼狡
月
･日

道
路
行
政
の
動
き

0
主
要
地
方
道
の
追
加
指
定
(七
五
〇
路
線
)
延
長
増
一
一
、
八

七
八
如
で
総
延
長
五
五
、
一
五
二
m
と
な
っ
た
。

○
道
路
審
議
会
が
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
、
第
め
次
雪

寒
地
域
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
、
第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

計
画
を
諮
問
通
り
答
申
。

○
政
府
が
右
計
画
を
閣
議
決
定

･
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
は
、
｢生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え

る
道
路
整
備
の
推
進
｣
｢活

力
が
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道

路
整
備
の
推
進
｣
｢良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推

進
｣
を
主
要
課
題
と
し
、
総
額
七
六
兆
円
の
投
資
規
模
。

事

項

@

醇

o
醐

o
闘
o
崗
o
問
o崗
!
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半
世
紀
前
と
い
う
と
、
戦
争
中
の
こ
と
に
な
る
。

私
は
大
学
の
二
文
字
を
組
合
せ
て
、
一
個
の
漢
字
風

に
し
た
徽
章
の
H
大
に
入
学
し
た
。
当
時
の
学
生
は

黒
の
制
服
制
帽
着
用
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
戦
局
が

逼
迫
し
て
緑
色
の
軍
事
教
練
用
の
服
を
常
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
学
生
の
象
徴
た
る
学
帽
だ
け
は
み

ん
な
手
放
さ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
帽
子
の
徽
章
を
見

れ
ば
ど
こ
の
学
校
か
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
明
治
か
ら
昭
和
に
至
る
長
い
間
、

学
校
と
言
え
ば
徽
章
を
連
想
す
る
く
ら
い
、
各
学
校

は
特
色
あ
る
校
章
を
持
っ
て
い
た
。
小
学
校
で
は
地

名
か
地
元
の
草
花
、
中
学
校
に
な
る
と
建
学
の
精
神

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
に
な
る
。
こ
れ
は
中
等
教

育
か
ら
進
学
校
と
職
業
枝
に
区
別
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
徽
章
と
し
て
形
に
な
り
得
る
建
学
の
精
神
な
ん

て
、
そ
う
い
く
つ
も
あ
る
は
ず
は
な
い
。
ど
う
し
て

も
高
等
専
門
学
校
と
中
等
学
校
と
で
は
似
た
り
よ
っ

た
り
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
徽
章
で
区
別
で
き

な
い
と
あ
れ
ば
、
附
加
価
値
を
つ
け
る
よ
り
外
に
な

じ
ゃ
ば
ら

い
。
学
帽
に
白
線
を
巻
い
た
り
、
蛇
腹
と
い
う
特

別
な
リ
ボ
ン
を
巻
付
け
て
学
校
の
格
の
違
い
を
目
立

つ
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
が
ま
た
中
学
生
の
憧
れ
の
的

に
な
っ
た
。
小
学
中
学
高
校
と
多
岐
に
亘
っ
た
徽
章

の
デ
ザ
イ
ン
も
、
大
学
と
な
る
と
大
学
の
二
字
に
稲

穂
や
桜
の
花
あ
る
い
は
校
名
を
配
し
た
平
凡
な
も
の

に
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
す
る
。
角
帽
と
い
う
菱
形
帽
子
の

徽
章
と
し
て
は
、
大
学
の
文
字
だ
け
で
十
分
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

話
し
が
そ
れ
て
し
ま
っ
た
、本
題
に
も
ど
し
た
い
。

私
は
大
學
の
二
文
字
を
上
と
下
か
ら
圧
迫
し
て
、
一

つ
の
漢
字
の
よ
う
に
し
た
母
校
の
徽
章
を
見
て
、
そ

の
中
心
に
あ
る
×
×
の
二
つ
が
気
に
な
っ
た
。
0
×

試
験
と
い
う
よ
う
に
○
は
正
解
、
×
は
誤
り
の
し
る

し
で
あ
る
。
司
法
界
の
私
学
の
雄
、
中
央
大
學
の
徽

章
は
こ
の
×
×
の
か
わ
り
に
中
央
の
字
が
は
め
込
ま

れ
て
い
る
。
司
法
試
験
合
格
の
縁
起
を
か
つ
い
だ
の

か
な
と
思
っ
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
、
易
学
を

勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
て
學
の
字
の
由
来
を
知
り
、

こ
の
×
×
が
学
問
の
本
質
を
表
す
記
号
で
あ
る
と

知
っ
た
。

さ
て
、
学
問
と
は
学
び
問
う
こ
と
で
あ
る
。
学
は

略
字
で
本
来
は
學
と
書
く
。
漢
和
辞
典
で
學
を
引
く

と

｢古
文
は
霰
と
書
く
。
教
と

"
と
臼
の
合
字
。

教
え
を
う
け
、
無
智
を
開
き
、
マ
ナ
ビ
覚
る
こ
と
。

臼
は
両
手
を
拱
き
し
形
に
し
て
謹
し
む
義
あ
り
｣

と
書
い
て
あ
る
。
學
と
は
、
師
か
ら
謹
ん
で
教
え
を

受
け
て
い
る
象
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
解
釈
で

は
師
か
ら
何
を
教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
内
容
の
説
明

が
な
い
。
易
学
で
は
そ
の
何
を
が
、
××で
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
同
じ
辞
典
の
××の
字
を
引
く
と

｢易
の

変
化
の
象
を
表
す
晝
段
の
係碑
の
義
。
易
は
天
下
の

動
に
倣
い
て
変
動
あ
り
。
其
変
動
し
て
相
交
る
義
を

××の
如
く
相
交
え
て
示
せ
る
也
。
転
じ
て
マ
ナ
ブ
･

ナ
ラ
フ
等
の
義
と
す
。｣
と
あ
る
。

と
す
る
と
學
の
字
は
易
に
お
け
る
××
の
変
化
を
、

師
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
る
象
を
表
し
た
文
字
。
言

い
換
え
る
と
学
問
の
本
質
は
物
事
の
変
化
に
対
処
す

る
方
法
を
学
び
と
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
教
科
書
ど

お
り
い
く
ら
学
ん
で
も
応
用
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
、
学
問
を
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
易
は
六
四
卦
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

沢
風

の
各
卦
は
六
本
の
算
木
に
よ
っ
て
薹
=
大
過
の
卦
の

よ
う
な
象
に
な
る
。
そ
の
六
本
の
算
木
の
一
つ
一
つ

を
××と
い
う
。
一
本
の
算
木
は
四
面
の
短
形
を
し
て

お
り
、
一
一面
に
は
一
(陽
)
他
の
二
面
に
は

大
陰
)

の
し
る
し
が
彫
ら
れ
て
い
る
o

例
え
ば
謙
譲
大
過
の

沢
天
か
い

一
番
下
の
陰
××が
陽
××に
変
化
す
る
と
三
=一夫
の
物

事
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
卦
に
変
化
す
る
。易
経
の
こ

と
を
一
打
□
8
対
O【
自
営
翳
の
(変
化
の
書
)
と
英
訳

さ
れ
る
の
は
、
こ
の
×
×
の
変
化
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

(端
)
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